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      １話　きりんとクマ





　変身願望──というのは、誰だれでも持ってると思う。

　英雄になりたい。

　アイドルになりたい。

　もっと端的に有名になりたい。

　そこまでいかなくても、かっこよくなったり、かわいくなったりしたいものだ。

　まあ、人間はどこかしら、自分に不満があるもんなんだよな。

　だけど、本当に別人にされたらどうだろう。

　断言するけど、元の人間に戻りたいと言い出すと思うぞ。例外があるとしたら、逃走中の犯人ぐらいだろう。

　──なぜなら、俺おれも戻りたいと思っているからだ……。

「今日もいい天気だね、大だい介すけ。こう、いい天気だと歌いたくなるね～」

　お隣から声がかかった。

　諸事情で俺おれは毎朝、幼おさな馴な染じみと一緒に登校している。

「ああ、暗黒魔法使い的には、いい天気なんだろうな」

　世界の終わりみたいに黒い雲が垂れこめている。これは昼から一雨来るな。俺も傘を一本持ってきている。

「ひつじのくび～、とかげのえきす～、おなべにまぜて、とくせいのくすり～♪」

　本当に歌いだしたし。

　うん、なかなかいいメロディの曲だ。昔懐かしい童謡のような。

　ただ、歌詞のほうはいろいろと怪しすぎる。

　なので、ほっぺたをつねった。

「だから、その歌は不気味だから登校中に歌うなって言っただろ」

「ごふぇんなふぁい、大だい介すけ」

「それと、大介って言わないように。登校中は章しよう介すけ！」

　ほっぺたをつねるなんて大胆だなとか、リア充カップルかよと思われるかもしれないが、そういう恋人的な関係ではない。

　こいつは、幼馴染の漆うるし原ばら眞ま如じよ花かだ。

　さらさらと流れる髪が美しい。

　微妙に魔女っぽい雰囲気もある制服もよく似合っている。スカートが短すぎる気がして、幼馴染としては、はらはらするけど。

　まあ、魔女っぽいというのは、当たり前か。

　実は俺の幼馴染、魔女なんです。

　その証拠に、俺の魂は、「ふらんけん君」という人造人間の体に入って、こうやって松まつ森もり章介として生活している。眞如花と漆原一族の作品だ。

　俺は元々竹たけ林ばやし大介という、（運が異常に悪いという点を除けば）ごく普通の高校生だった。

　ただ、運が悪すぎたせいか、「黒い狗いぬ」という悪い魔女の一味に崖がけから落とされて、魂の脱け出た体だけ回収され、俺の魂はあの世に逝っちゃう前に眞如花に助け出されて、ふらんけん君に入って……ええと、ごく普通って何？

　どっちかというと、竹林大介の体より、この松森章介の体のほうがかっこいい気もするが、やっぱり元の自分の体に愛着はあるわけで。

「そういえば、この一週間ほど『黒い狗』から反応ないよな」

「うん。平和だね～。もしかして、みんな日本から撤退しちゃったのかな～」

「いや、それはそれで困るんだけど」

　体を持って本拠地のフランスに戻られたりすると、非常に厄介だ。

　ただ、現実問題として敵の手がかりがないのも、また事実。別の体とはいえ、日常生活が送れることに感謝すべきなのだろう。

　本当に、この数日、何も変わったことが起きてない。

　俺おれは俺で松まつ森もり章しよう介すけとしての生活に慣れてきたし、クラスも転入生の目新しさに慣れてきた。

　それはそれでいいことだ。できるなら、慣れる前に竹たけ林ばやし大だい介すけに戻れるほうがいいが。

　唯一、変わったことと言えば──

　俺の視線が眞ま如じよ花かのスカートに向く。

　ふわっ。

　ちょっと、ぱんつが見えかけた。

　なんか、これだと幼おさな馴な染じみのスカートばかり凝視している変質者のようだが、これには事情がある。

「眞如花、もう少しゆっくり歩いたほうがいいぞ。そのペースだと危ない」

「え？　危ないって何が？　車には気をつけて歩いてるよ～？」

「いや、車じゃなくてな……たとえば風とか……」

「風邪？　でも、咳せきもしてないし、ノドも痛くないから大丈夫だよ～。毎日、イソ○ン系の薬でうがいもしてるし～」

「ああ、洗面所にあるあの薬ってそういうものだったんだな。腐った沼みたいな色をしてたから、完全にスルーしてたわ」

「というわけで、風邪も大丈夫だよ～」

　言えない……。ぱんつ、見えそうだとは言えない……。

　実は昨日から、女子の制服、というかスカートに一部変更があったのだ。

　一言で言うと、大幅に短くなった。

　そもそも、けっこうミニだと思っていたのに、さらに短くなった。

　近い将来、歴史の教科書にはこの年の欄に「スカート革命」と書かれてもおかしくないほどの短さである。最初にそのスカートの眞如花を見た時、初めて洋服を見た江戸時代の人ぐらい、びっくりしたと思う。

　スカートはぱんつを隠すためではなく、ぱんつを美しく見せるために存在するのだ──設計者はそんな確固たる信念でも持っていたのではないだろうか。

　けしからん。けしからんにもほどがあるだろ。一緒に歩いてるだけで見えそうになるんだから、駅の階段とか絶対にアウトなんじゃないか。

　だいたい、短いうえに、この高校のスカート、妙にひらひらしてるんだよな。うわ、また危ない！

「なあ、眞如花、もう少しゆっくり歩かないか？　今日って、いつもより早めに家出てるし。な？」

　言ってから、自分でも気づいた。いつもより十分早く漆うるし原ばら邸を出ている。

「でも、あんまりのんびりしてると、朝礼に遅刻しちゃうし」

「朝礼？」

　まだ、この体になって間もないので、学園の決まりなども、ろくに把握してない。

「うん。月に一回は全校生徒が運動場に集まる朝礼があるの。学園長のありがたいお話があるんだよ」

「あの学園長がまともなことを話す気は一切しないがな……」

　俺おれたちの通う真しん宝ぽう学がく園えんの学園長は、露骨に魔女である。

　どうやら本体はいかにもな感じの老婆系魔女らしいのだが、普段は若い恰かつ好こうで誤魔化している。誤魔化すのはいいが、若くしすぎて幼女の恰好をしている。

　学園のトップの見た目が一番幼いっていうのは、どうなんだろう。何かの皮肉なのだろうか。

　きっと、まともな朝礼になんてならないだろうな。

　そう思いながら、俺たちは学園への坂をのぼる。

　途中、前を歩く女子のスカートに目がいった。

　というか、見えた。

　絶対、このスカート、まずいって。倫理的にまずいって。よくこんなの職員会議で了承されたよな。

　やはり、ここは幼おさな馴な染じみを守らないとな。

「あれ、どうして、わたしの真後ろを歩いてるの？」

「これもお前を守るためだ。それ以上は聞くな」



　　　　　　　　



　というわけで朝礼である。

　グラウンドに全校生徒が並べられるイベントといえば、これぐらいしかない。

　当然のようにだらけたムードが漂っている。そりゃ、好きなアーティストのライブじゃあるまいし、盛り上がる朝礼などというものは全国どこを探してもないのだ。

　とりあえず、さくっと話を終えてくれ、学園長。十二月はけっこう冷える。

　チャイムが鳴ると同時に学園長が朝礼台にあがった。

　案の定、幼女サイズの。

　だが、そこから先が俺の知ってる朝礼とは違った。

「うぉぉぉぉっ！　学園長！　学園長！」

「みんな、お待たせ！　高たか田だ良りよう子こ、八歳ですっ☆」

　学園長がマイクを持ちながら、ポーズを決めて言った。

「うぉぉぉぉっ！」

　何、この縦ノリ!?　何が起きてるの？

「ああ、あれは学園長のファンクラブ、『まったく○学生の学園長は最高だぜ』の叫びだ。あんまり気にするな。ほら、幼稚園児や小学生に教育されたいという高校生が五人に一人ぐらいいたとしても、おかしくはないだろ」

　後ろの三井君が教えてくれた。ありがとう。

　でも、五人に一人は多すぎると思う。二割じゃねえか。

「はい！　今日は感謝ということについて考えてみようか。我々は生きているうちに、みんなのおかげで生かされているということを忘れてしまう。両親、友達、身近な自然、そういったものへの感謝、大切にしていきたいな」

　あれ、思ったより言ってることはまともだな。いかにも朝礼っぽい。

「感謝は最終的には自分に返ってくる。人のためを思う気持ちが自分のためになるのだ」

　おお！　さすが、長生きしているだけあって、含蓄のある言葉だ。

「だから、いろんな人に感謝したほうがいい」

　うんうん、そうだ、そうだ。

「とくに、学園長である、この高たか田だ良りよう子こをもっと敬うがいい！　宇宙で一番敬うがいい！」

「うぉぉぉぉっ！　学園長様、最高ですっ！」

　結局、そういう流れか！　それと、ファンクラブ、うざい！

「もっと敬え！　もっと足を舐なめろ！」

　舐めるか！　それ、敬い方としておかしいだろ！

「学園長様のおみ足はキャンディーの味がしますっ！」

　そんなわけあるか！　つか、舐めたことあるのかよ！

「舐めないと、退学さ・せ・ちゃ・う・ぞ☆」

　そんなところだけ、かわいく言うな！

「さて、話題は変わるが、スカートが短くなったな」

　──スカート。あの危なっかしいスカートのことか。

「学園長を敬いさえすれば、生徒の自主性はおおいに認めるつもりだ。今回のことも、生徒たちで選んだ生徒の代表である生徒会が決めたこととして了承させていただいた」

　さすがに学園長の案じゃなかったのか。

　しかし、生徒会も思い切ったことをやるな。

　男子は納得しても、女子から猛反対が起こりそうなものだが……。

「では、次は生徒会長の話だ。引き続き、静聴するように」

　幼女の学園長が台から降りる。

　そういえば、生徒会長をまだ見たことがない。

　いったい、どんな奴なんだろう。やはり、ミニスカート万歳な男なのかな。

　鹿しかのお面をかぶった生徒が朝礼台に立った。

　え、何これ？　何がはじまるの？

　一応、スカートをはいてるから、女子らしいけど……。

　クラスの中にも、灰はい島じまとかきりんとか問題というか一癖も二癖もある生徒はいるが、見た目からして異常な奴はさすがにいなかったぞ。

「「「うぉぉぉぉ！　生徒会長」」」

　さっきの学園長コールより数倍大きい声があがった！

　しかも、これは男子だけじゃない。

「かわいー！」「生徒会長っ、いいよ！」「お面、似合ってるよ！」

　女子からも、応援の声があがっている。

　なんだ、このご当地アイドルのような一体感は……。

「や、やめて下さい……。は、恥ずかしいです……」

　朝礼台から、かぼそい声が聞こえる。たしかに、かわいらしい声だ。

「み、みなさん……制服のデザインを一部、へ、へ、変更しました……。よ、より……えれがんとになったと思いま、ます……すみません……」

　つっかえ、つっかえ、生徒会長はしゃべる。なんというか、小動物的というか、見ていると守ってあげたくなる。これが人気の秘密か。

　どこかで、アイドルというのは完かん璧ぺきすぎてはいけない、拙いぐらいが一番かわいいのだという意見を聞いたことがあるが、それに近いかもしれない。人間の庇ひ護ご欲をほどよく刺激するんだよな。

「か、かわいいですよね……。いいものになったなと思います……」

　その時、風が少し吹いた。

　真しん宝ぽう学がく園えんは高台にあるので、風もそこそこ強い。

　ミニのスカートが舞い上がった。

「ひゃっ！　見えちゃいます！」

　あわてて、生徒会長はスカートを押さえた。

「かわいい！　生徒会長かわいい！」「見えたっ！　今、ちょっと見えた！」「寒い中、突っ立ってる甲か斐いがあった！」

　会場はハプニングで湧いている。もはや、朝礼でもなんでもないな、これ……。

「あの、あの……副会長に代わります……」

　恥ずかしさに耐えられなかったのか、ほとんど何も話さずに生徒会長は退場した。

　あれで、職務がつとまるのだろうか……。

　時間を置かずに、ほかの女子が朝礼台に立った。

　この人が副会長なんだろう。

「はい、みなさん、おはようございます。生徒副会長の舞まい茨ばら蝶ちよう子こです。あまり、生徒会長をいじりすぎないよう、お願いします。でないと、生徒会長が逃げますので。生徒会の仕事に支障をきたしますので、逃げない程度に観察して下さいね」

　生徒会長とうって変わって、副会長は慣れた調子で話を進める。

「それと、以前から話の出ていたスカートの件ですが、正式に変更させていただきました。あくまでも、全校に確認をとったところ、支持のほうが反対よりも多かったという民意に則っての変更ではありますが、もし意見がある方は、また、おっしゃっていただければけっこうです。それと、先ほどは生徒会長の不手際失礼いたしました」

　うわ、見事に事務的に、進めていくな……。

「最後に。不手際のあった生徒会長は、あとで私がおしおきしておきます。では、さようなら」

　副会長におしおきされる生徒会長って、いったい……。一部から「うらやましい！」なんて声が聞こえてくる。いやいや、その発想はいろいろと問題があるだろ。

　それで朝礼も終わりになったので、みんな一斉にもとのクラスに戻ることになった。

　ただ、前のほうでひとりだけ朝礼台をじいっと見つめている生徒がいた。

　まさか、立ったまま寝てるのか？　そんなこと眞ま如じよ花かでもできないぞ。

「おい、どうしたんだよ」

　声をかけてみた。うちのクラスの委員長の海かい龍りゆう寺じきりんに。

　髪を二つに丸くまとめているせいか、どことなく中華風な感じがする。権力にやたらと執着する以外は、委員長としてクラスをしっかりまとめてくれている。

「うらやましいです」

「は？」

「ものすごく、ものすごく、うらやましいです……」

　まさか、こいつも生徒会長におしおきしたいという、いろいろと問題のある性癖の持ち主なのだろうか。

　人の趣味をとやかく言うつもりはないが、そんな性癖を披露されても、こっちも困るのだが。

「きりん、少なくともそういう趣味はあまり人に言わないほうがいいぞ。そういう噂うわさってすごい勢いで広まっていくから──」

「ワタシもああやって生徒会長として君臨したかったです……。全校生徒の前に立って、いろんな命令を発したかったです……」

「ああ、そういう意味か」

　生徒会長か。たしかに、きりんなら望んでいてもおかしくはない。

　いや、それはそれでちょっと変かもしれないけど、委員長のきりんならありうる範囲のことだ。

「朝礼台の上で、足を舐なめろとか言いたかったです」

「いやいやいや！　普通は偉くてもそんな命令はしないからな！　そこまでいくとやりすぎだからな！」

「だったら、靴を舐めさせるほうがいいんですかね」

「舐めるものの問題じゃねえよ！　しかし、お前、欲望にストレートだよな」

「おのれ、生徒会……いつか倒してやります……。たとえば、生徒会長のお面の下の素顔をネットにさらすとか」

「やり方が姑こ息そくだ！」

　まあ、その時の俺おれはまさかきりんと生徒会が裏で激しく戦っていることなど知る由もなかったのだ。



「は～い、じゃあ、大だい介すけ、おなか出してね。少しくすぐったいよ」

　眞ま如じよ花かが俺のおなかを人差し指で、ぷにぷに押している。

　ちなみに場所は保健室の中の、奥まったベッドの上だ。

　俺は膝ひざ立だち。眞如花は前かがみになっている。

「なんか、妙に緊張するな……」

「どうして？　ちゃんと、やっておかないといけないことだよ？」

　眞如花が首をかしげて聞いてくる。

「そうだよな……やらないわけにもいかないよな……」

　落ち着け、落ち着け……ごく普通のことをやるだけだ。変なことは考えなくていい。

　今、やっているのはふらんけん君のメンテナンス作業。

　授業中に止まったりすると困るので、お昼休みを使って、確認をしているのだ。

「あ～、大介、もう少しだけズボン下げて」

「え、いや、それはちょっと……」

「別に、ぞ、ゾウさんは見せなくてもいいからさ……」

　眞如花が顔を赤くする。ゾウさんという単語のせいだ。

　恥ずかしくならないための単語のはずなのに、かえって変に聞こえる……。

「あれ？　なんだか大介のゾウさんの角度がおかしくない？」

　あわてて、股こ間かんを隠す。

「気にするな！　この検査でゾウさんは関係ないだろ！」

　あやうく恥辱をさらすところだった……。それにしても、忠実に作りすぎだろう、この体。そんな生理現象まで再現しなくてもいいのに。

　眞ま如じよ花かが俺おれの下腹部のあたりを指で押していく。

　平常心、平常心……。やましい要素は何もない。

「うん。異常なし。あっ……」

　顔を上に向けた眞如花と目が合った。

　思わず、お互い、言葉を失う。

　この至近距離で、このシチュエーションはちょっと、その、照れる……。

「大だい介すけ、顔赤いよ……」

「眞如花のほうこそ、赤いぞ……」

「えっ？　き、気のせいだよ……」

　なんだ、この空気は……。

　これじゃ、恋人みたいじゃないか……。

「それじゃあ、これで体の表面のチェックは終わりだな」

「うん……でも、実は一箇所だけまだのところがあるんだ……くちびる……」

「うん、くちびるもチェックしたほうがいいかなあなんて……」

　眞如花が人差し指をそうっと、俺の顔のほうに近づけてくる。

　いや、そこまではしなくてもと思ったが、言葉にならない……。

「き、緊張しなくていいよ……。キスするわけじゃないし……」

「そうだよな、キスするわけじゃないしな……」

　その時、ベッドを仕切っているカーテンが開いた。

「おーい、そろそろ終わらせないとチャイム鳴るよ──うわっ」

　入ってきたのは、保健室の高たか階しな先生だった。

　この人も魔女で、その関係でふらんけん君のメンテナンスの場所として保健室を提供してもらっているというわけだ。見た目は二十代なかばだが、実年齢かどうかは謎なぞだ。なにせ、学園長の例があるからな……。

「あのさ、メンテナンスじゃなかったの……？　それ以上のことは正直ちょっと困るんだけど……」

　高階先生が気まずそうに言った。

「誤解です！　誤解ですよ、先生！　メンテナンスしかしてません！」

「シャツのボタン全開で、ベルトもはずしてる姿だと、あんまり説得力ないな……」

　言われてみればそうだった。ただ、この姿に関しては本当に不可抗力なので許してほしい。

「大介のチェックをしてただけだよ！　ゾウさんも見てないし！　今もくちびるのチェックのためで……」

　なぜか、眞如花の弁明が入ると、事態が悪化するように見えるな……。

「それで終わったの？　あと、三分ぐらいで終わらせないと間に合わないよ」

「残りは魔法で内部を見るだけだから、大丈夫です」

　内部を見るといっても、解剖したりするわけではない。

　魔法の光を当てて、内部の状態を読み取るのだ。医者でやるエコー検査というのに、割と近い。

「じゃあ、行くよ──射ぬ干ば玉たまの……」

　眞ま如じよ花かが、目を閉じ、呪じゆ文もんを唱えていく。

　いつもは能天気だが、これでも眞如花は立派な、正義を愛する、暗黒魔女だ。正義を愛する暗黒魔女っていうのも変だが、本人が自称しているのでご容赦願いたい。

　呪文は詠唱の長さによって、威力に変化が生じる。

　魔法のルールは魔女ごとに違う。いわば、自分なりの縛りを決めることで、それを守れば効果が大きくなるようにできている。

　眞如花の場合は詠唱の長さ、つまり、呪文の言葉の分量が力に比例する。

　今回は検査用の魔法だから、そこまでたいしたものじゃないだろうし、詠唱の言葉数も少ないはずだ。



射ぬ干ば玉たまの闇やみより深き　冥めい府ふから

授けられたる　御み光ひかりで

真実まことの声を　響かせよ

黒き祝詞のりとが　その対価



　詠唱が無事に終わったらしい。

　あとは光が発せられるから、それをおなかに当てて終了だな。問題なく動いているし、異常もないだろう。

　だが、いつもの検査の時とは違う変化が起こった。

　ぶわわわわわっ！

　風が巻き起こり、思いっきりスカートがめくれあがった。

　パンチラじゃなくて、パンモロだった……。

　あれ、こんな派手な演出あったかな……？　もっともっと地味な魔法のはずなんだが……。ちなみに、ぱんつは派手なものではなく、清純な白だった。いや、そんなことどうでもいいか……。

　その直後、光の代わりに──炎が発せられた。

　そして、そのまん前に俺おれはいるわけで……。

「あちちちちちっ！　あちちちちちちちちちちっ！！！！！」

　無意識のうちに悲鳴をあげていた。

　軽い火傷やけどってレベルじゃない！　ほとんど上半身、丸焼けだ！

　被害は俺おれだけにとどまらず、カーテンも壁も焼いていた。高たか階しな先生もビビって、文句を言うことを忘れているみたいだ。

「お前な……俺が人間だったら、死んでたぞ！　もっと、慎重にやってくれ！」

「ごめん、大だい介すけ！　あんな威力が出るとは思ってなかったんだよ……」

　眞ま如じよ花かはぺこりと頭を下げ、自分の手をじっと見つめている。

　ああ、それなりに反省してるんだな。うん、過あやまちを悔いているなら、それ以上責めるのも可哀想か。俺の火傷の分はもういい。焼けた壁とカーテンはどうにかしないといけないけど……。

「どうしたんだろう、わたし……」

「眞如花、そこまで気を落とすな。ミスは誰だれだってあ──」

「どうして、こんなに成長したんだろう？」

「え？」

「大介、わたし、すごく成長したのかもしれない！　あんな短い詠唱だけで、こんな強い力が出せるようになったよっ！　これなら立派な暗黒魔法使いになれる日も近いね！」

　ベッドの上で、眞如花は思いっきりはしゃいでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　笑顔でガッツポーズ、それから俺おれにピースを向けてくる。

　はしゃぎすぎて、またスカートの中が見えそうになるが、注意はもういいだろう。さっき、モロに見えたし。一度見るのも三度見るのも同じだ。

　少なくとも、反省する気０ゼロか……。今後も同じミスをされると困るんで、意識はしてほしいんだけどな……。

「今日は赤飯だよ！　おめでとうスペシャル九十分拡大版だよ！」

　また、よくわからない強調表現使ってるな……。

「ところで、これじゃ、チェックできてないだろ。どうするんだよ？」

「今の魔法を受けても、正常に動いてるから正常なんじゃないかな」

「適当だ！」

　その時、昼休み終了のチャイムが鳴った。

「あっ！　急いで戻らないと！」

「そうだな。授業中に止まらないことを祈るわ」

　体のほうは違和感もないし、このまま動くだろう。そこまで心配もしてない。

　ただ、ほかに納得がいかないことはあった。

　眞ま如じよ花かの魔法だ。

　人間って、そんなに急に成長するものなのか？



　　　　　　　　



　お昼の授業でふらんけん君の体が止まるようなこともなく、無事に放課後になった。

　帰りのＨＲも終わり、一同解散。

「今日一日は大丈夫だと思うよ」

　製作者の眞如花にお墨付きをもらう。

「ただし、階段から転落するとか、強い衝撃を受けると、魂が抜け出ちゃう危険があるから、気をつけてね」

「ああ、わかった。でも、魂が抜けても、また入ればいいんじゃないか？」

「衝撃でふらんけん君が故障しちゃって入れない危険もあるから。そうなると、漂ってる間に死神さんに連れていかれちゃう」

「それはシャレにならないな……。気をつけよう……」

　結局、火傷やけど以外は今日もなんともなかったな。さて、このままアクシデントに巻きこまれる前に帰りたい。

　というのも、ゆっくりしていると、とある人物から苦情を言われる危険があるのだ。

「ちょっと待ちなさいよ」

　逃げる前に声をかけられた。

　このタメ口は灰はい島じま縁えにし。

　きれいな黒髪を表現する時、烏からすの濡ぬれ羽ば色いろという表現を使うが、まさにその形容のとおりの見事な黒髪のクラスメイトだ。授業はよくサボってるけどな。

　少なくとも、学校の中では、クールなキャラで通していて、その雰囲気のせいか、男子だけでなく、女子の一部から妙に人気がある。

　実際はクールどころか、ねちっこい性格だけどな……。神に誓ってもいいが、これは事実だ。クラスの連中はみんな騙だまされている。

　両手を腰にあてている。表情を見ても、何か物申すことがあるんだろう。

　俺おれは灰島とはいろいろあって、考えていることぐらいは顔を見ればわかる。なにせ、一時期、灰島として過ごしたぐらいだからな。

「おう、灰島、いったい何だ……？」

　──と言いつつ、クレームの理由は見当がついていた。

「クマさんはどこに行ったの？　私のあげたクマさんは？　学校にも肌身離さず持ってこいって言ってたはずだけど」

「持ってはきてるけどさ……」

　カバンをのチャックを開けて、クマさんを取り出す。

　これは灰島から「とある事件」のあとにもらったぬいぐるみだ。

　少し前に、俺の魂が灰島の体に、灰島の魂がこのぬいぐるみに入ってしまうというアクシデントがあった。あまり思い出したくない経験だが、本当にあった。

　その事件が解決した時に、灰島からぬいぐるみを賜った。

　それだけなら、お礼ということでありがたく受け取るところだ。男の部屋にクマさんというのは不似合いだが、誰だれかに見られることもないし、いいだろう。それに女の子からのプレゼントだ。相手が灰島でも、うれしくなる。

　ただ、問題があった。

　そのぬいぐるみを学校まで持ってこいという、きつい命令がついていたのだ。

　どうやら、ぬいぐるみは俺と灰島の間で結婚指輪みたいな意味合いを持つらしい。いや、もちろん、そんな関係じゃなくて、比ひ喩ゆだけど……。

　こんなの堂々と持ってこれるわけないだろと灰島の言葉を無視したら、あとで何を言われるかわかったものじゃないので、こうして、カバンの中で眠らせているのだ。肌身離さず持ち歩いていると言えなくもないだろ。

「帰る時はちゃんと腕で抱えてね。まるで愛する子猫を抱くような感じで」

　元持ち主はカバンに入れている程度では、納得してくれないようだった。

「おい、待てよ。そりゃ、眞ま如じよ花かとか女子がやるなら、かわいげもあっていいぞ。でもな、高校生の男がそんなことしてみろ。もはや、ホラーの範はん疇ちゆうだぞ。適材適所ならぬ不適材不適所だ。モザイクをかけないとテレビで放映できないレベルだぞ」

「あれ、私に逆らう気？　じゃあ、漆うるし原ばら家に雨の代わりに土が降ることになるけど」

「なんだかよくわからんが、怖い脅し文句だ！」

　明日になったら、砂で埋もれていたなんてのは困る。灰はい島じまは大地に関する魔法のエキスパートなので、あながち冗談ではない。

「わかった……。居候の分際で、屋敷を人質にされたら断れん」

　クマさんを腕に抱く。

　だらだら話をしているうちに、教室に残ってる生徒もほとんどいなくなっているのが救いだ。

「そうそう、最初からそうしていればいいのよ」

　やっと、満足してくれたらしい。

「それに、偉大なるクマさんを抱いて変に思う奴がいたとしたら、そいつが愚かなだけだから心配しないでいいから。もし、そういう奴がいたら埋めるから」

「『埋める』ってどこに？　何で？」

「地下十五メートルぐらい？」

「深さのことは聞いてねえよ！」

　そのうち、灰島の名前が新聞に載ることがあるかもしれんな。もし、テレビのインタビューを受けたら「いつかはやると思ってました」と答えておこう。

　とにかく、ぬいぐるみとセットで帰ることになった。

「あ～、章しよう介すけ、かわい～！」

　眞ま如じよ花かが褒めてくれるが、こいつの芸術的センスは料理や研究室を見てもあまり信用できないので、素直に喜んではいけない。

「そうそう、それでいいの。じゃあ、帰りましょ。途中まであなたたちのお供をするわ」

「そっか、じゃ、三人で──」

「それに、クマさんの扱いの監視も兼ねてね」

　緊張感のある帰宅になりそうだ。

「つか、どうして、そこまでクマを持ってないとダメなんだよ……？」

「だ、だって、そうでもしないと、あなた、クマさんのこと、忘れちゃうから。部屋の隅に放置して、置物の一つになりかねないから」

　それは、否定しきれない。

　灰島はクマさんをガチで愛している。そのクマさんをくれただけでも、コペルニクス的転回、あるいは清きよ水みずの舞台から飛び降りるような覚悟があったと言っていい。下へ手たをすると、娘を嫁に出す父親の気持ちだったかもしれない。

　そんなクマさんを粗末に扱われるのは耐えられない、まあ、わからなくもないな。

「そうだな。お前の気持ちもわか──」

「それに、あなたがクマさんを抱いて帰れば、やがてクマさんの素晴らしさに、ほかの生徒も気づいて、クマさんブームが来るかもしれない。いわば、あなたはクマさんの広告塔という立派な職責を担っているのよ。使命の重さに心ふるえなさい」

「そんな効果はないと思うぞ！」

　こいつ、それなりに賢いはずなのに、クマのことになると、暴走するんだよな……。

「でも、偶然お忍びでオフをとってた芸能人がそのクマさんを見て、クマさんがマイブームになって何百万円も投資して、それがきっかけで、全国にクマ旋風が巻き起こることだって十に一つぐらいは──」

「万に一つもねえよ！　つか、お前の家にはクマがどれだけいるんだ？」

「今日現在で二百三十七人」

　単位は「人」だった。

「ひとまず、お前がクマに相当金を注ぎこんでいることだけはわかった」

「クマさんを一週間も見ていれば、クマさんにメロメロになって月に十万円ぐらい貢ぐようになるでしょ。常識でしょ」

「ホストかよ！」

　クマのことになると、途端に非常識になるなよ、灰はい島じま……。

「クマさんの魅力をもってすれば、それぐらい普通だって。実際、私、毎月、クマさんに服を買ったりしてるし」

「なんだか、呪のろいの人形みたいだな！　…………ああ、そういえば、本当に呪われてるんだったっけ、これ。魂が入りやすいんだった」

　このクマは、魂を吸いこみやすいようにできている特別製だ。

　もともと、灰島が幼おさな馴な染じみの眞ま如じよ花かへの復ふく讐しゆうのために持ち出してきたものだからな。

　結果的に、灰島自身の魂が入っちゃうことになったけど。

「呪いって、そんなのあってなきがごとしでしょ。日常生活の中で、魂なんて漂ってないし。たとえば、この学校に、魂が抜けちゃってる生徒なんていると思う？」

「それも、そうか。そんな異常事態ないよな」

　灰島の魂が入ってしまった時も、あいつが誤って自分の魂を抜いちゃったせいだし。

　──と、腕を、くいくい、と引っ張られる。

　眞如花が少しつまらなさそうな顔をしていた。

「あのさ、そろそろ帰らない？」

「あっ、けっこう話しこんでたか」

「最近、縁えにしと仲良すぎるんじゃないかな？　仲がいいのは、いいことなんだけど……。ちょっと心配だよ」

　眞ま如じよ花かは困ったような顔で、俺おれのほうを見る。

　こんな顔になっているのは、かなり珍しい。眞如花はだいたい、笑ってるからな。

「心配って、何がだ？」

　俺と灰はい島じまが仲良くなるのは問題ないと思うが。俺まで灰島みたいな趣味になったら、まずいけど。家中がクマさんだらけになる。

「あ……き、気にしないで！　何でもないから！　か、帰ろ！」

　何かはありそうな気がするが、まあ、いいか。

　廊下の隅の階段を降りる。

　これが意外と難儀だ。クマのせいで視界がふさがれている。

「章しよう介すけ、大丈夫？　足元がふらついてるけど？」

「ゆっくり歩けば大丈夫さ。このクマが暴れだしたりしないかぎりな」

「クマさんを侮辱する気？　暴れるなんてそんな下品なことをクマさんがするわけないでしょうが」

　灰島がクマのぬいぐるみをやってた時は、かなり天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんだった気がするが、それは黙っておこう……。

　だが、その時、俺は自分の運の悪さを再認識した。



　クマが暴れだした。



　前足と後ろ足をぶんぶん動かして、さも「放せ！　自由を返せ！」と言わんばかりに。これが本物のクマの子供ならほほえましいかもしれないが、正真正銘、これはぬいぐるみだ。灰島だって、さすがに本物のクマをプレゼントしたりはしない。

　それでは、俺の手の中で起こっている光景はいったい何なんだ……？

　もしかすると、冗談抜きで怪奇現象が起こっているのだろうか……。

「わ、これ、何ですか？　どうなってるんですか？」

　さらに、クマがしゃべりだした。

　ツキノワグマやヒグマがしゃべりだしても怖いが、今回はぬいぐるみだ。余計に怖い。

　どうなってるんだ？　誰だれの魂も入ってないはずなのに！

「落ち着け！　あとで、ハチミツは好きなだけ買ってやる！　だから、今はおとなしくしろ！」

「そこまでハチミツ、ほしくないですよ！　とりあえず、離して下さい！　話はそれかれです！」

「こける、こける！　落ち着いてくれ！」

「落ち着けるわけないです！　わわわわわっ！」

　腕の中から抜け出ようとするかのように、クマが体をばたばたさせる。危ない、危ない！

「灰はい島じま、これ、何だ？　こんな展開、予想してないぞ！」

「わからない！　でも、考えられるのは…………何かの魂が…………入った？」

　とにかく、重大なアクシデントがあったことだけは間違いないらしい。

　そして、そのアクシデントに気を取られて、さらなるアクシデントを誘発させてしまった。

　体のバランスが急に崩れた。

　階段から足を踏み外してしまったようだ。

　目の前に、下の階の床がすごい勢いで近づいてくる。

　うわ……よりにもよって、頭から落下かよ……。

　どすん。

　見事に頭を打った──と思った時には、魂が体の外に飛び出していた。

（しまった……思いっきり、ふらんけん君から出てしまった……）

　至急戻らないとまずいな……。

　だが、ふらんけん君に入ろうとするが、上う手まくいかない。

　すり抜けるだけで、そこに定着できない。

（どうも、故障したらしいな。それなら、次善の策でクマに──思いっきり何か入ってるんだよな。どうしたら……）

　そこに、聞き覚えのある声が。

「りさいくる、りさいくる♪」

　まずい。ドクロっぽいかぶりものをした死神さんがやってきた。

　あいつは、いわば魂のリサイクル業者だ。捕まると、竹たけ林ばやし大だい介すけという人格も残らなくなる。とにかく、どこかに入らないと……。

　魂のまま、階段の下のフロアをうろつく。

　クマに誰だれか入っているということは、魂の抜けている誰かがいるかもしれないということだ。その体を間借りするしかない。

　でも、魂の抜けた生徒がどこにいるかなんて想像もつかない。だけど、ゆっくり考えている暇もない。

　落下点の斜めに図書室があった。放課後の人口密度は高そうだ。

　図書室の扉をすり抜ける。二人ほど、机で寝落ちしている生徒がいる。図書室ではよくある光景だ。

　そのうち、一人の突っ伏している女子に、魂がないことがすぐにわかった。もう、これは直感というしかない。本来入っているはずのものがないと、感覚で気づくのだ。

「りさいくる、りさいくる♪」

　背後からは、あのリサイクル業者が迫ってきていた。

　もう、待ったなしだ……。緊急避難するしかない！

「ちょっと、借りるぞ！」

　あわてて、俺おれは女子の体に入る。

　そして、俺は意識を失────わないな。すぐに体が動かせる。

　あれ、これまでは一種のセットアップみたいな時間のせいか、しばらく意識が飛んだんだけどな……？

　俺が慣れたのか、あるいは────この体のほうが慣れているのか。

　もう、「りさいくる」の声は聞こえない。回収できないとわかって、帰っていったようだ。あるいは、そもそも魂が抜け出た時しか、見えないのかな。一応、助かりはした。

　次なる問題は、現状把握だ。

　今から、俺はこの女子として振る舞わないといけない。

　まず、目の前の本に意識がいく。本を前に意識がなくなっていたらしい。何を読んでいたんだろう。まさか、呪のろいの魔道書なんかじゃないよな……。

『部下を動かす能力～無能な上司は無能な部下しか持てない～』

　誰だれだよ、こんなサラリーマンが通勤電車で開くような本、読んでるのは……。

　うちのクラスなら、きりんぐらいしかありえないぞ。

　ん……？　きりん……？

　席を立って、窓ガラスに顔を映してみる。

　海かい龍りゆう寺じきりんの姿がそこにあった。

　どうして、きりんの魂が抜けてるんだよ……。

　それとほぼ同時に、ぬいぐるみを抱えた眞ま如じよ花かと灰はい島じまが図書室に入ってきた。

　クマと目が合った。

　そのクマが口をぱくぱくと動かしていた。何か言いたいが、ショックで言葉にならないらしい。ちなみに、人間の人体構造と違うはずなのに、クマは日本語がしゃべれる。科学的にはありえないかもしれないが、俺も経験があるから間違いない。

「このクマさん……きりんちゃんなんだよ……」

　眞如花の言葉に、クマが小さくうなずいた。

「とりあえず、家に帰って要検討だな……」



　そのあとは、なかなか面倒だった。まず、抜け殻になっている松まつ森もり章しよう介すけを抱え起こし、タクシーを止めて、漆うるし原ばら邸に戻った。



    

  
    
      



    

  
    
      　車内では灰はい島じまが「もう、章しよう介すけったら、こんなに爆睡とか、ありえないよね～。ゆすっても全然起きないし、タクシー使うしかないよね」と、極めて説明くさい発言で違和感を消そうと努力してくれていた。恩に着る。

　漆うるし原ばら邸に戻ると、俺おれたちはテーブルを囲んで座る。

　きりんとおぼしきクマだけは目線の問題から、テーブルの上に乗せた。

「お待たせ～！　遅れてごめんね！」

　ほかの面子めんつより数分遅れて、眞ま如じよ花かが入ってきた。いつもながら、行動が少しだけ遅い。トイレにでも行ってきてたのだろうか。

　でも、とにかく、これで全員集合だ。

「まず、わたしたちのことから話すね。わたしたちは魔女なんだ」

　先に眞如花が自分たちのことと、とくに俺のことについて説明する。一般人に魔女のことを話すのは危なっかしいが、幸いすぐにきりんが「ワタシも魔女ですから」と言ったこともあって、説明はすぐに終わった。

「『黒い狗いぬ』ですか。名前は聞いたことがありますが、本当にろくなことをしませんね」

　クマのきりんがうなずく。やはり、「黒い狗」は悪名高いらしい。なんだか、動物名がたくさん並ぶな。

「では、今度はワタシの説明をしないといけませんね」

　クマが一同を見回してから、話をはじめる。

「ワタシは、龍という想像上の動物を操る魔女です」

「うわ、いきなり派手な紹介だな……」

　眞ま如じよ花かに会う前なら一笑に付していたが、これだけ非現実を見せられたあとだと笑えない。

「龍というのは、いわばこの世の外側の動物です。だから、その龍を扱うのには、特殊な力が必要になります。それがワタシたちの使う魔法なんです」

「あれ？　どうして、それで魂が体から抜けてたんだ？」

「龍を扱うというのには、龍を召喚することだけではなく、自分の魂を龍に変換することも含むんですよ。龍を召喚すると威力はでかいんですが、その分、小回りは効きません。なので、補助的手段の時には自分が龍になるんです」

「つまり、偵察用に自分の魂を龍にしてたってことか」

「そういうことです。今日も図書館で寝たふりをして、龍になっていました。そしたら、何か強い力に引っ張られて……」

「それはクマさんのせいね……。ほら、このクマさん、魂を吸いこみやすいようにカスタマイズされてるから……」

　ああ、これ、もともと眞如花への仕返し用だったからな……。やはり、そんな呪のろいのアイテムを持ち歩くべきじゃなかったんだ……。まだ、今回はきりんだったからマシとすら言える。とんでもない悪霊みたいなものを吸いこんだらどうなるんだよ……。

「けど、まさか、まさか、こんなことになるなんて……」

　灰はい島じまが頭を抱えて言った。

　きりんがぬいぐるみに入ってしまったことを悲しんでいるのだろうか。灰島自身、ぬいぐるみで苦しんだわけだしな。

「ああ……高貴なクマさんに、海かい龍りゆう寺じなんかが入って悲しい……。クマさんが汚されてしまう……」

「不ふ憫びんに思ってるのは、クマに対してか！」

「あなた、やっぱり性格最悪です！　魂を吸いこむぬいぐるみなんて用意するし、最悪です！」

　クマのきりんも、両手を上げて抗議する（正しくは前足なのかもしれんが、わかりにくいのでこう言う）。容姿的にかわいく見えるが、本人はマジで怒っているんだろう。

「仕方ないでしょ！　こっちだって魂が校舎を漂ってるなんて想像してないんだから！」

　灰島の意見も、わからなくはない。幽体離脱を繰り返している生徒がいるなんて、普通は考えない。

　俺おれがすぐにきりんの体を動かせたのも、自分から幽体離脱みたいなことを繰り返していたせいで体が慣れていたと考えれば説明がつく。

「ところで、どうして幽体離脱して、龍になる必要があったのよ」

　灰はい島じまが直球を投げた。

　そうだよな。龍になるなんて、ちょっと散歩しますってレベルじゃないぞ。

「生徒会の監視のためです」

　俺おれの脳裏に、鹿しかのお面の少女の姿が浮かんだ。

「あの生徒会からは、とてもよくない匂においがします。たとえば、スカートのデザイン変更もそうです。前のスカートが気に入らないなんて話は、まったく聞いたことがなかったですよ」

「たしかに、そうよね。みんな、なんとなく流れで変更に乗っかっちゃったけど、必然性はない。まして、十二月なんて変な時期だし」

「そうでしょう？　とくにあの生徒会長と副会長は食えない奴なんです」

　お、珍しく、灰島ときりんの息が合っている。

「生徒会長って、あのお面の子だよな？」

「そうです。猪いの上うえ涼りよう鹿か、極度の恥ずかしがり屋のため、いつもお面をかぶっています。はっきり言って、生徒会長には向いてません。ワタシのほうが絶対に適任です」

「きりんに向いてるかは知らんが、猪上さんが向いてないことはわかる。でも、あんな子がどうして立候補して、まして当選したんだ？」

「友達で、現副会長の舞まい茨ばら蝶ちよう子こが勝手に推薦しちゃったんです」

「そういうことか……。けど、人選としては、あまりよろしくないよな。人の前に出たくないんだから」

「それとね、大だい介すけは知らないだろうけど、猪上さんはもともと学校ですごく人気があってね、そのお面の下は泣く子も黙る美少女って言われてるんだよ」

　眞ま如じよ花かが俺の疑問に答えてくれた。

「あとね、生徒会室に行っても、いつもいないらしいよ。秘密の地下室に逃げてるんだって」

「そんな生徒会長で学校の運営、大丈夫なのか？」

「事実かどうかは知りませんよ。でも、そういう噂うわさがあるのは事実です。おおかた、逃げ続ける奇妙なお面の生徒につけられた噂が拡大したものなのでしょう。けれど、噂は人を実際に動かすだけの力を持ちますし、そうなった以上、それは事実と同じなんです。猪上涼鹿は謎なぞに満ちたアイドルであり、そのアイドルを当選させようとする民意が学園の中にあったわけですね──まったく、舞茨蝶子は恐ろしい女です」

　最後に出てきたのは、生徒会長の名前ではなく、副会長の名前のほうだ。

　たしかに、あの生徒会長が権力を握っているようには見えない。

「すべては舞まい茨ばら蝶ちよう子この計略、ワタシはそう考えています。噂うわさによると、舞茨蝶子はいくつかの秘密の地下室を管理して、そこで怪しげな研究をしているとか……。スカート変更も陰謀の一環に違いありません！」

「そんな噂まであるのか……」

「はい、そして、地下室のカギは常に舞茨が肌身離さず持っているそうです」

　噂なんだろうが、それでもあの副会長ならありえそうな気もする。

「ああ、本当に舞茨蝶子にはしてやられました……。自分を副会長にしておいて、生徒会長にほかの人間を立てるなんて……。そうじゃなかったら、ワタシが今いま頃ごろ、生徒会長として権力を握っていたのに……」

　クマはテーブルの上でがっくりとうなだれた。

「ちなみに、生徒会長選挙は、海かい龍りゆう寺じも出てボロ負けしたの。有効票は九票だったっけ？」

「違います！　十一票です！　失礼な！」

　もしや、たんなるきりんの逆恨みなのではなかろうか……。

「まあ、生徒会のことより、大切なことがあるよな」

「あっ！　信じられてない！　ひどいです！　信用を失った時点でワタシの権力も失墜です！」

「ほら、体を元に戻さないとまずいだろ」

　生徒会が陰謀をたくらんでようとどうだろうと、優先順位としてはあとだ。

「それもそうですね……」

　クマがうなずいた。やっぱり誰だれが入っているかで動きに違いが出るよな。きりんのほうが動きがソフトだ。たいしたものだ。

「眞ま如じよ花か、研究室での用意にどれぐらいかかる？」

「そうだね、前みたいにウォーミングアップに十八時間ぐらい──」

　そこにばたばたと足音が響いてきた。

　ブロンドの髪の美女。眞如花のご先祖様の一人だ。

　この屋敷には、七人のご先祖様が住んでいる。ふらんけん君のような、人造人間の体に入っているため、七つ子が住んでいるように見える。

「たいへん！　たいへん！　江戸っ子っぽく言うと、てーへん！」

「どうしたの？　ひいひいひいひいひいおばあちゃん？」

　よく七人もいるのに違いわかるよな……。俺おれには七人の区別がつかない。

「タコ系が逃げ出したの！」

　あれ、何かすごく嫌な予感が……。

「それで、追いかけたら、研究室の機械に入りこんじゃって……」

「待って下さい！　どうして、タコ系がまたいるんですか！　ゴキブリみたいにどこにでもいるようなものじゃないでしょ!?　誰だれかが呼ばないと出てこない異世界の存在のはずでしょ!?」

　夕飯に出るという話も聞いてないし、存在もなかなかレアなはずなのに……。

「あっ……ご、ごめんなさい……」

　眞ま如じよ花かが頭を抱えている。さては、何かしでかしたな。

「眞如花、正直に言ってみろ」

「大だい介すけ、怒らない……？」

「いや、内容次第では怒る」

　つか、この時点で怒られるようなことをした自覚あるのが確定だな。

「あのね……魔法の威力がアップしたから、ためしにタコ系をひとりで召喚できるかやってみたの」

「結果はどうだった？」

「大成功だったよ！　活きのいいタコ系が銀河のはるかかなたから出てきたよ！」

　すごくうれしそうに眞如花が言った。あんまり、罪の意識ないな。

　ひとまず、ほっぺたをつねった。

「いふぁいよ、だいふゅけ……」

「おしおきだ。地球にいないものをみだりに出すんじゃない。もし、外に逃げ出したら、パニックになるだろ」

　そんな未知との遭遇は一般の人類にはまだ早い。

　この家は未知の生物に対して慣れすぎているので、俺おれが教育しないといけない。この街の平和のためにも、必要な仕事だ。ある意味、日本の平和を俺が守っている。

「ちょっと、幼おさな馴な染じみだからって、べたべたしすぎじゃない？」

「そうです！　年ごろの男女が肌をべたべたくっつけるのはよくないです！　教育的指導が必要です！」

　なぜか、灰はい島じま・きりんがタッグを組んで、こちらを非難してくる。ほっぺたをつねるのも、ヴァイオレンスの一部になるのだろうか。だとしたら、方法を改めないといけない。眞如花から、手を離した。

「もっと、ソフトなものでないとまずいかな……？　それじゃ、今度からくすぐる方法に変更しようかな」

　たぶん、眞如花のことだから、くすぐったら盛大に笑ってくれることだろう。

　とくに背中あたり、弱そうだ。やったことはないが。

「えっ……大介、そんなことするの…………？」

　なぜか、眞如花が顔を赤らめている。顔色が変わるほど嫌なのだろうか。そこまで嫌がられるようなことをするのは、まずいな。

「ああ！　もう！　発想が最悪！」

「読解力がなさすぎます！　国語的には赤点です！」

　またまた、全否定されてしまった。女心というのは難しいな……。受験科目の一つにしてもいいぐらいだ。

「たいへん、たいへん！」

　また、別のご先祖様が入ってきた。どのご先祖様かの区別はいまだにできてない。むしろ、見分けられるポイントがあるのかも不明だ。

「タコ系が機械に入って感電しちゃった！　機械も故障して、これは明日中の復旧は絶望的ね……」

　えええっ！

　つまり、最低でも三日は俺おれがきりんをやらないといけないってことか……。

「えっ！　二泊三日でぬいぐるみなんですか!?」

　人間ですらないきりんのほうがショックは大きかったらしい。



　　　　　　　　



　きりんがしばらく帰れないという連絡は、学園長経由で入れてもらった。

　どうやら魔女の一族の場合は、学園長から話せばだいたいわかってもらえるらしい。灰はい島じまの時もそうだったが、心の広いご家族で助かる。

「それじゃ、わたしはごはんまで機械の復旧に行ってくるね」

「私は帰る。クマさんたちが待ってるから」

　一度、会は解散になった。さて、俺はどうしたものか……。

「ひとまず、俺の部屋に来るか？」

　テーブルにあごを載せてぬいぐるみ目線で尋ねる。

　相手の立場になって、話すのが思いやりというものである。

　なお、俺の部屋とは、漆うるし原ばら家の中の余った部屋のことだ。

　入室不可どころか、ヤバいものを封印しているので開けられない部屋が多数あるが、それでも空き部屋がいくつかあるほどにはこの屋敷は大きい。

「そうですね、そうしましょうか」

　無事に了承を得た。会話の流れだけ見ると、俺が女の子を連れこんでるようだが、もちろんそんなことはない。

　むしろ、きりんの気持ちからすれば、俺を一人にさせておくほうがよほど不安のはずだ。高校生男子が、女子高生の自分の体に入って何をするのか。心配するなと言うほうが無理だし、俺も不名誉な容疑をかけられたくない。

　結果、セットで動くのが一番安全だと判断した。それに、数日体を借りるわけだし、信用を得ないとやっていけない。

　うん、俺おれって女の子想いのいい奴だな。こんな気配り、普通はいらないけどね……。

　だけど、部屋に入るなり、こんなことを言われてしまった。

「章しよう介すけ君には失望しました」

　あれ？　思いっきり、負の感情を抱かれてる!?

「待て、きりん、落ち着いて話し合おう！　話せばわかる！」

　きりんを机に置いて、俺も椅い子すに座る。

「むしろ、これで、失望するなというほうが無理ですよ。転入初日の授業の時に、私を屈服させる解釈をしたのも、ふらんけん君のせいなんでしょう？」

「うぐ……それを言われるとつらい……」

「あの時、ワタシは、名前で呼んでもらってかまわないと……きりんと呼んでくれてけっこうだと言ったんですよ。ワタシにとっては相当の覚悟の言葉だったんですよ。それがズルだったなんて……」

「すみません、本当にすみません…………」

　弁解の余地なしだ。頭をぺこぺこ下げる。

「ワタシの体で頭を下げられても、なんか納得いかないです！」

　そうかもしれないが、ほかに手の打ちようもないんだよな……。

「そもそも、章介君という名前も、仮の名前なんですよね。本当は大だい介すけ君という名前なんですよね……。ワタシは道化もいいところです……」

「ごめん……正体を明かすわけにもいかず……。どうか、お許しを……」

　これは頭を踏まれても文句を言えないかもしれない。今のきりんに踏まれても痛くないけど。というか、この体がきりんだから、まずいだろ。ややこしいな……。

　何か返事が来るまで、俺はずっと頭を下げ続けるしかない。

　しばしの沈黙。

　人生、じっと待たねばならない時がある。たぶん、今がその時だ。

　そして、人生で最も長い、三十秒か四十秒を味わったあと、

「今度から、大介君って、ワタシも呼びますからね」

　あれ、叱しつ責せきの言葉じゃないんだ。

「え、あ……はい。どうぞ。ばれない範囲なら、どうぞご自由に……」

　そんなことで許してもらえるなら、ありがたい。むしろ、何かお詫わびの品でも送らないでいいのかと、こっちが恐縮する。

　ゆっくりと顔を上げる。

　心なしか、きりんが笑っているように見えた。

「ところで、大だい介すけ君の素顔がわかるような写真はないんですか？」

「そういえば、ないな。眞ま如じよ花かにもここ数年は送ってなかったし……」

「できれば、それぐらい見せてほしいですね。ほら……正体も知らない人に体を使われるというのも、なんか嫌じゃないですか」

「それもそうだよな……。どうしたもんかな……」

　と、電話がかかってきた。

　名前の表示は竹たけ林ばやし小こ秋あき。

　つまり、俺おれの妹からだ。

「あ、どうぞ、電話、とって下さい」

　了解も得たので、通話に出る。

『お兄ちゃんには、失望しました』

「なんで、お前にまで失望されるんだよ！」

　お前に隠し事なんてないぞ。むしろ、真相を俺よりいろいろと知ってるんじゃないか？

『お兄ちゃんの、部屋、捜索したら、いろんな、えっちな、本が』

　冷や汗が出た。

　きりんの体でも出るんだな、当たり前か……。

『巨乳が二、露出が三、姉が三……』

「やめろ！　ジャンルごとに分類して数をカウントするな！」

『妹物が、なくて、ほっとした』

「俺も心底そう思ってるよ！　帰るべき家を失うところだったよ！」

『ところで、スカート、短くなったね』

「お前、本当に何でも知ってるよな……。実はこのへんに住んでるんじゃないのか？」

『何でも、知ってる。お兄ちゃんの、性癖も』

「やめろ！　やめてくれ！　ほんと、お願いします！」

『でも、仕方ないかな。妹のいる、男子高校生の、八十五％が、えっちな本の隠し場所を、妹に、見つかってるらしいから』

「ほとんどばれてる！　というか、そのデータ、どこ由来だよ！」

『財団法人　兄のえっちな本協会』

「テキトーに言ってるだろ！」

『お兄ちゃん、大好き。あいらぶゆう』

　それで電話は切れた。結局、えっちな本を捜索したことを伝えるためだけの電話か……。血を分けた妹とはいえ、恐ろしい奴だ……。

　と、小秋からメールが来た。伝え忘れたことでもあったのか？

　えっちな本のグラフでも送りつけてくるんじゃないだろうなと思ったが、幸いにして違った。

　竹たけ林ばやし大だい介すけの写真が添付されていた。

　絶妙のタイミングだな。俺おれの会話はすべて盗聴されているのかもしれない。

「これが元俺の写真だ」

　クマのきりんに携帯を近づける。

「ふうん……………………うん、いいでしょう」

　なんだか、妙に長い間、吟味されたようだが、そんなに興味持つような写真か？

「どちらかというと、章しよう介すけ君のほうがかっこいいという女子のほうが多いと思いますが」

「ほうっておいてくれ」

「でも、その大介君は大介君でいいと思いますよ」

「なんだか、よくわからないが褒めてもらえたととらえておこう」

「すでに失望してますけどね」

　ぐさりとひどいことを言われた。

　これは信用を得るところからはじめないといけないな……。



「これは、いったい、何ですか……？」

　きりんが食卓に並ぶ料理を指差して言った。

　タコのようだが、触手のつくりなどが明らかに違う。全体的にエイリアンっぽい。

「タコ系だよ～。機械から取り出したの。高級食材を粗末にしたらもったいないよね」

「こんなの、食材とは言いません！　未知の、もっと危ない何かです！」

　やはり、魔女の中でも漆うるし原ばら家は相当特殊らしい。

「大介君、それはワタシのおなかに入れないで下さいね！　やめて下さいね！　おなかを突き破って出てきそうです！」

　泣きそうな顔で、きりんが俺の腕にすり寄ってくる。俺は、現在きりんの肉体だからな。こんなもの、食されたらしゃれにならんという気持ちはわかる。

「心配するな。俺も、できることなら食べたくない」

「突き破るなんてあるわけないよ～。お刺身で食べるならともかく」

「お刺身だったら、危ないのかよ！　もう、絶対食べんからな！」

「え～！　おいしいのに。外はサクサク、中はジューシーで、肉汁がじゅわっと出てくるのに。口の中が溶けるかってぐらいだよ」

「そこは、普通は『溶ける』じゃなくて『とろける』だ！　溶解液か何か入ってるんじゃないのか!?」

「調理前にご先祖様がちゃんと毒抜きはしてるよ」

「やっぱり、毒はあるんだな！」

　もう、二度と食わんぞ、タコ系は。むしろ、二度と食卓に出さないでほしい。

「気にしすぎだよ。ご先祖様も大丈夫だと思うよね？」

「大」「丈」「夫」「か」「も」「ね」「☆」

「微妙な反応！　信じていいのか微妙な反応！」

「信じ」「る」「者」「は」「救」「わ」「れ」

「救われるの？　救われないの？　一番大事なところが人数足りてなくて語られてない！」

　全体的にご先祖セブン（命名は灰はい島じま）の発言は軽いところがあって、危なっかしい。

「大丈夫」「大丈夫」「大丈夫」「大丈夫」「大丈夫」「骨は拾ってあげる」「大丈夫」

「死ぬことを前提にしてる人が一人いる！」

「なんだか、すっごく楽しそうな食卓ですね」

　どことなく寂しげにきりんが言った。

「いや、食卓は楽しさよりも、おいしさや安全のほうが重要だぞ」

　あれ、もしかして、きりんの家庭って一いつ家か団だん欒らんというか、和わ気き藹あい々あいというか、そういう食事ができる環境じゃなかったのだろうか……。

　だとしたら、デリカシーのない部分があったかもしれないな。

「あっ、ワタシの家は家族仲もいいですし、そんな寂しいところじゃないですよ！」

　誤解を招いていると思ったのか、きりんがクマの手をぶんぶん振った。

「ただ、なんていうんですかね、大だい介すけ君の様子を見てると……その…………漆うるし原ばらさんのところに婿入りしてるみたいだなって…………」

「ぶっ！」

　思わず、味み噌そ汁しるを吹きかけた。ちなみに、ごく一般的なワカメの味噌汁だ。謎なぞの生物は入ってない。

「けほけほけほっ！」

　一方、眞ま如じよ花かは食べていたものが気管にでも入ったのか、盛大にむせている。

「そんなのありえないよ。だって、婿入りって、それじゃ、わたしと大介がけ、け、け……結婚してることになるし…………」

　顔を真っ赤に染めて、眞如花が否定する。

　そうそう。そんなの、ありえない、ありえない。

　きりんも変なこと言うよな……。どこから、そういう考えが出てくるんだ……。

「そうですか。それなら、いいんですが」

　なぜか、ほっとしたようにきりんは胸をなでおろした。

「わたしは風紀委員も兼ねていますからね……。不純異性交遊は断固として阻止せねばなりませんから。他意はありません。他意はありません。他意はありません」

「そこまで強調しなくてもわかるぞ」

　よほど重要なポイントらしい。風紀委員も大変だな。

　気を取り直して、食事に戻る。

　だが、いつもと何かが違う。

「あれ、もう、おなかいっぱいだ……」

　ふらんけん君の体で食べていた時と比べて半分ぐらいで満腹感を覚えた。

　人間の体って個人差あるんだな。灰はい島じまの時はさほど意識してなかったが。

「これでも、食べすぎです！　もう少し、食べる量に気を配ってくれないと困ります！」

　きりんに抗議を受ける。そっか、女子はダイエットにも気をつけるよな。

「でも、きりんの体って、全然太ってるようには見えないけど。気にしすぎなんじゃ……」

　おなかを撫なでてみるが、言うまでもなく、ぷっくり出ているなんてことはない。

「やめて下さい！　あくまでも、ワタシの体なんですからね！　セクハラですよ！」

「あ、ごめん！　そうだよな、油断した」

　あまり体を触るようなこともしたらダメなのだ。きりんの体だからな。

「いいですか、できるかぎり、体に触れずにすごして下さいね。べたべた撫でるようなのもＮＧですから！」

「はい、気をつけます……」

　ただ、それから一時間後、あんなに触られまくることになるとは思わなかった。



「こっちはＯＫ」「はーい、ばんざいしてね」「ゆっくり脱がしてね」「バスタオル準備できた」「目隠しもずれてません！」「よし、ぱんつもいきます」「ゆっくりとね」

　俺おれは目隠しされたまま、ご先祖セブンに服を脱がされている。つまり、美女七名に脱がされている。

　人生経験からいくと二度目だが、変なプレイではない。ただ、お風ふ呂ろに入るだけだ。問題は自分とは違う体で入るというところだ。

「うう……いくら女の人たちにとはいえ、自分の体が脱がされていくのを見るのは変な気分です……」

　きりんが複雑そうな声を出している。

「これが、一番安全な方法なんだ。ご容赦願いたい」

　目を開けていると、きりんの裸を見ることになるし。自分で目を閉じても薄目を開けていないことを証明することもできない。

　だから、目隠しをしてしまうのが、余計な誤解が生じないので一番いいのだ。

　自分で脱げないのでご先祖セブンの力を借りるし、体を洗うのも手伝ってもらわないといけない。

「準」「備」「で」「き」「た」「よ」「いえーい！」

　無事にお風ふ呂ろに入れる態勢が整ったらしい。

　あとは眞ま如じよ花かに手を引かれて、浴室に入る。

　だが、その手を取った時、違和感があった。

（眞如花の手って、こんな感触だったっけ……？）

　少し触れただけでも、きめが細かいというか、さらさらしているというか、大人っぽいというか、何かが違うのだ。

　でも、眞如花の手を丹念に調べたわけでもないし、俺おれの勘違いかな……。

　お風呂の椅い子すに座る。

「よし、眞如花、やってくれ。まずは頭から──」

　ぐわしっ！

　いきなり、胸をつかまれた。

　つかまれたというか、わしづかみっていうか……。

「ちょっと！　眞如花、強引すぎ……あっ！」

　いかん、変な声が出てしまった。当たり前だが、声はきりんのものだから、変に艶なまめかしい。こんな声ばかり出すのはまずいよな……。

　それにしても胸をつかむって斬ざん新しんな洗い方だな……。手もどことなく性的というか……触るのが目的というか……。



    

  
    
      



    

  
    
      「ふうん。海かい龍りゆう寺じって着やせするタイプなんだ」

　あれ、この声は眞ま如じよ花かじゃないぞ……。

　それに、眞如花は海龍寺なんて呼び捨てにしないしな。この呼称は俺おれの知ってる範囲では……。

「灰はい島じま縁えにし、何をしてるんですか！」

　きりんのぬいぐるみヴォイスが外から聞こえてきた。

　やはり、これ、灰島か！

「大至急やめて下さい！　セクハラで訴えますよ！　むしろ、ハラスメント以上の直接的な何かです！」

「あっ、クマさんが来ちゃった。はいはーい、クマさん、少し向こうに行ってて下さいね～。暴れないでね、暴れないでね～。はい、さようなら～」

　灰島がどこかに行って、しばらくして戻ってきた。

「ふう、これでＯＫ」

「灰島、きりんをどこにやった……？」

　状況が状況なので、少しだけ目隠しをとって、周囲を確認する。

　灰島がバスタオルを巻いてるだけの姿だったので、すぐに目隠しをしたが。

「クマさんはね、丁重に小部屋に入ってもらったの。空の洗濯機の中という小部屋に」

　そういえば、浴室前にある洗濯機から何やら声が。

「出して下さい！　暗いです、怖いです……。よじ登ろうとしても、つるつるすべって出れません！　ワタシは衣類ではありませんよ！　助けて……助けて……」

「おい、出してやれ！　ちょっとずつ怒りが悲しみに変わってきてる！」

「ぷぷっ。注水ボタン押したくなるよね～」

「水責めか！　しかし、よくこんなこと、眞如花が許したな。あいつは能天気ではあるが人格的には真面目だぞ」

「クラスの委員長を自分なりに支援したい。いつもお世話になってるから──って言ったら、部屋に戻っていったけど」

「能天気すぎて騙だまされてる！」

「『縁って本当に心のやさしい人なんだね！　感動したよ！』って言ってたわ。あのお気楽さかげんに感動するっての」

「幼おさな馴な染じみの純情をもてあそばないで！」

「さ～て、海龍寺、今日はじっくり洗ってあげるからね」

　また、胸を触られた。というかもまれた。

「あひっ！　やめてくれ……あっ！」

　何だ、この感覚……。たしかにハラスメント以上の何かだ。これは男をしてた人間には言語化できない……。

「そもそも、どうして灰はい島じまがいるんだよ！　夕飯前に帰ったはずだろ」

「クラスの委員長を助けるボランティアのために志願してきたの。自分の仁愛がすごすぎて怖い」

「イヤガラセのためにわざわざ来たのか……」

「さあ、今度は背中かな」

　胸よりはマシだが、これも洗い方がどうにも、やらしい。

　しかも、こっちは背後にバスタオル一枚の灰島がいることも気になるから、脳内はぐちゃぐちゃだ……。

「むっ、海かい龍りゆう寺じってこんなに背中きれいなんだ。なんか、イラっとする」

「知るか。とっととやってくれ……」

　だが、さらなる問題が起こった。もう、問題だらけだ。

　ぷにっ。

　何かが背中に当たる。

　うん、これは胸だな。

　確実に灰島の。

　眞ま如じよ花かの時は、胸のサイズ的な意味で気づかなかったが、灰島の胸が当たっているのだ。

　これは言ったほうがいいのか？　言ったほうがいいよな……？

　もしかすると、灰島のことだから、ここまで含めてわざとなのかもしれないが、狙ねらってるのか素なのかを確認するためにだけでも言っておくほうがいい。

「灰島、ゆっくりと聞いてくれ」

「何？　洗い終わるまではやめないからね」

「胸、背中に……当たってる」

　灰島が飛びのいたのが気配でわかった。

　どうやら、素だったらしい。

「へ、変態！　汚された気分！　大地の怒りの呪のろいをかけたいぐらい……」

「いやいや、俺おれに罪はないだろ！　絶対にそっちの責任だろ！」

「あっ、自分は責任がないって言うのね。これは埋めるしかないか」

「だから、怖いって！」

「大丈夫よ。誰だれも気づかないぐらい、完全に埋めるから。捕まるつもりはないから」

「事後のことはどうでもいいわ！」

「さて、卑ひ怯きよう者ものにはおしおき」

　胸をくすぐられた。

「ひゃ、ひゃっ！　やめろ！　ほんと、やめてくれ！　未知なる感覚が来てる！」

　こうなったら目隠しを取って、風ふ呂ろ場ばの外に逃げるしかない。いくらなんでもバスタオルのままで追ってくることはないだろう。

「おっと、くすぐってる間に、バスタオルがはだけちゃった」

　さらりと灰はい島じまが言った。

「ウソだろ……。どうせ、ウソなんだろ……」

「それじゃ、目隠しを外してみたら？　あ～、胸がすーすーする。これじゃ、風邪引いちゃう」

　くそ、確認する勇気はない……。

「さ～て、そしたら、おしおき再開しよっかな～」

「胸はやめてくれ、胸は！」

　──十五分後。

「ああ、俺おれ、大切なものを失った気がする……」

　俺はのぼせたように、ぼうっとしていた。

　この三十分にも満たない時間で、人生が激変した。

「灰島縁えにしめ、灰島縁め！　ホントに悪魔的な人間です！」

　無事に洗濯機から出してもらえたきりんは、ぽかぽか灰島を叩たたきに行っていた。サイズ的に灰島の足ぐらいしか叩けないけど。

「わ～、猫がじゃれてるみたい。楽し～」

　完かん璧ぺきに灰島、楽しんでるな……。恐ろしい奴……。もしかすると、『黒い狗いぬ』なんかより、よほど恐ろしいかもしれん……。

「それじゃ、今日はお泊まりさせてもら──」

「帰って下さい」「帰れ」

「わかったわよ。今日は泊まるとまでは家族にも言ってないしね」

　なんとか、灰島お泊まり作戦だけは俺ときりんで阻止できた。

「あの、大だい介すけ君」

　ものすごく、疲れきった声できりんが言う。

「何だ、きりん？」

「早く、元の姿に戻りたいですね」

　俺もすごく疲れた声で答えた。

「そうだろ？」

　一秒でも早く戻りたい……。



    

  
    
      ２話　スカートの呪い





「ダメです！　絶対にダメです！　そんなもの、ワタシの口に入れないで下さい！　もはや、精神的虐待の域です！」

　朝からクマのきりんが騒いでいる。

　理由は、眞ま如じよ花かが「大だい介すけ、カエルジャム塗ったパン食べる？」と聞いてきたからだろう。

　漆うるし原ばら家には、バリエーションさまざまなジャムが取り揃そろえてある。

　知ってるだけでも、以下のようなジャムがある。

・カエルジャム

・トカゲジャム

・キツネジャム

　ウグイスパンに本当のウグイスが入っていないように、たんなる比ひ喩ゆなんだと信じたいが、なんとなく怖い。

「心配するな、きりん。俺おれも食事は保守的なほうだから、こういう飛び道具は使わん」

「それならいいですけど……」

「え～、カエルジャムおいしいのになあ」

　眞如花は何の違和感もなく、カエルジャムを塗ったパンを口に入れていく。

　ほんとに、眞如花っておいしそうに食べるよな。ＣＭに起用したいぐらいだ。そのジャムは食べる気にはならないけど。

「なあ、そのジャム、どんな味がするんだ？」

「もちろん、カエル味だよ」

　うん、よくわからない。

「それじゃ、食感はどんな感じだ？」

「イクラ系をもう少しやわらかくしたような感じかな」

「待て。たとえを一般人が食べたことがないものであらわすな」

　異文化理解は難しい。そう思い知った。というか、眞如花の食生活理解が難しい。

「ところで、一つ質問なのですが」

　クマが食卓の上で手を挙げた。

　ぬいぐるみは食事ができないので、ご飯時は暇なのだ。

　灰はい島じまが入っていた時も、ご飯の時間は口数が増えていた気がする。

「漆原さんと、大介君って本当に仲がいいですね」

　微妙に不満そうにきりんが言った。

「仲がいい？　あんまり意識したことないけどな」

「えへへ。幼おさな馴な染じみだからね～」

「ところで、だ、大だい介すけ君は転入以来、ずっと同どう棲せいしてるということですか……？」

　今度は緊張したように、きりんが言う。

「うん、そうだけど」

　とくに気にすることもなく、眞ま如じよ花かが言った。

　うむ、気にすることなどないのだ……。

　事情が事情だからな。やましいことなどないからな。広い世界、幼馴染と同棲するぐらいあるさ……。少なくとも、ぬいぐるみに入っちゃう経験をするよりはよくあることだ。

「では、同どう衾きんはしているのですか？」

　パン噴いた。

　ちなみに、カエルジャムなどではなく、ごく普通のいちごジャムのパンだ。

「するわけないだろ！　朝っぱらから何言ってるんだよ！」

「いえ、ありえないとは限らないでしょう。お互い、年とし頃ごろなわけですし、ましてふらんけん君の体なら妊娠の危険もない──」

「やめろ！　マジやめろ！　食事が気まずくなるわ！」

　きりんめ、意外とずばずばと言ってくるな……。そういう部分では、もっとお堅いと思ってたんだが。風紀委員らしく空気を読んでくれ。

　そりゃあ、俺おれも高校生だから、そういうことを考えなかったわけではない。一切気にも留めなかったと言えば、ウソになる。

　でも、日常生活を円滑に進めるためにそういうことは絶対に表に出さないようにしてきたのだ。

　眞如花が俺のために一生懸命になってくれてるのに、それを裏切ったり、眞如花を傷つけるようなことがあっていいわけないからな。

　ただ、そのあたりの空気をまだきりんは理解していない。

「そんなに顔を赤くするようなことでもないでしょう？　人間なら誰だれだってやることです。古今の文学作品にだって、いくらでも描写が──」

「理屈ではそうかもしれないが、気持ちのほうがそうはいかないんだ！　察しろ。察してくれ！」

　そうか、きりんめ、文章でさんざんそういうのに慣れてるから、恥ずかしさがないんだな。

　だが、こっちはそうではない。意識しまくって今だって、きりんの体が病気なのかというぐらい鼓動が速くなっている。

「ねえ、どうきんって何？」

　眞ま如じよ花かが高校生にしてはあどけなさすぎる顔で聞いてきた。

　ほら、眞如花はこういう状態なんだよ。

　ここで「同じ布団で一緒に寝ること、とくに男女の関係を示す時に使う」なんて言えるか。花嫁衣装でお通夜に出るぐらい、ＮＧだ。

「『どうきん』じゃなくて、『ぞうきん』だ。広い屋敷で雑ぞう巾きんがけはしていますかってことだ」

　小学生が使うレベルのボキャブラリーにすりかえることにする。

　人のためにつくやさしいウソはついてもいいのだ。だから、これは悪いことではないのだ。

「な～んだ。それなら、よくやってるよ。暗黒魔法使いたるもの、雑巾がけで廊下と一緒に心を磨く心構えが大事なんだよ」

「なんだか、禅宗の僧そう侶りよみたいな発言だな。とにかく、そういうことだから──」

「まさか、『ゾウさんしている』って聞かれたのかと思って、びっくりしたよ……」

　なぜか、眞如花が赤くなって、うつむいてしまった。

　なんだ、その『ゾウさんする』ってオリジナリティあふれる動詞は……？

　もしや、眞如花の言葉で非常に恥ずかしい行為を示すのではないだろうな……。

「その、『ゾウさんする』ってどういう意味ですか？　性的な──むぎゅっ！」

　ひとまず、クマの口を押さえておいた。

　事件が起こる前に止める。表に出てこないファインプレーである。

　ほんとに、きりんって空気を読まないな。警戒ラインをやすやすと超えてくる。

　あるいは、委員長をやっているから、前に前に出ようとするのかな。俺おれは松まつ森もり章しよう介すけとして生きている間は、絶対無理だけど。

　あっ、考え事をしていたら口をふさぎすぎた……。

　あわてて、手をどける。

「……ぷはっ！　息ができなかったじゃないですか！　言論弾圧とは穏やかではないですね！」

「そっか、ぬいぐるみにも息って概念があるんだな。絶対に肺まで忠実に作ってないはずなのに」

「所しよ詮せん、人間にはぬいぐるみの気持ちはわかってもらえないんですね。大だい介すけ君ほどの人でも」

　ふう。きりんがため息をついた。

　いや、これでも、俺はぬいぐるみ経験が少しとはいえあるから、理解あるほうだぞ。

「でも、二人がイノセントな関係だとわかって、ほっとしました」

「どうして、きりんがほっとするんだ？」

「えっ……それは、その…………委員長としては生活の乱れは放っておけないと言いますか……」

「あ～、それはそうだよな。委員長として今後も頑張ってくれ。いや、むしろ、今日は俺おれが委員長として頑張らないといけないんだな……」

　きりんの株が下がらないようにしなければ。

　灰はい島じまの時に続いて、胃の痛くなる登校だ。ただ、胃が痛くなるのも、きりんの体だから、よくないんだよな。ああ、ほんとにややこしいな！

「あっ、そろそろ登校時間ですね。よろしくお願いします」

「ああ、善処するよ」

「生徒会の調査もお願いします！」

「え、あ、そうか……。そんな課題もあるんだな……」



　　　　　　　　



　さて、登校である。

　腕にクマのきりんを抱きながら歩く。

「最近、大だい介すけがいろんな恰かつ好こうになるから新鮮だね～」

「新鮮って、事故みたいなもんだぞ。俺の身にもなってくれ」

「そうです。他人事じゃないです……。ああ、カフカの『変身』を思い出しました……。朝起きると虫になっていたというあの話です……」

　きりんはショックが大きいのか、ぐったりしていた。

「さすがに虫よりはいいだろ。虫だったら、抱えていけないぞ」

　虫を持ったまま登校する委員長。想像しただけでも嫌すぎる……。まして、それのサイズがこのクマぐらいあったら俺なら自衛隊に出動を要請する。

「あれ？　大介、いつもより遅くない？」

　眞ま如じよ花かが不思議そうに振り向く。いつのまにか、俺より数歩先を歩いていたのだ。眞如花は雰囲気どおり、のんびり歩くタイプだから、これはかなり意外だ。

「なんだか、灰島の時より、全体的に体が重いっていうか、硬いって言うか……」

　肉体が違うせいだろうか。灰島のケースと比べて、歩くのに体力がいるのだ。燃費が違うというか。

　そういえば、灰島はスポーツ万能、きりんはマラソン途中棄権上等だったよな。

　そのスペックの差が現れている可能性はありえる。

「うっ、のぼり坂だとさらに疲れてきた……」

　息があがる。足がからまって、こけちゃいそうだ……。

「大だい介すけ君、動きがオーバーです。派手に動きすぎると、ぱんつが見えそうになるから気をつけて下さい！」

　きりんから注文を受けた。

　このミニスカートが危ないのは、間違いなく事実。のぼり坂では、手でスカートを押さえながら歩いている女子もいるぐらいだ。

「昨日の舞まい茨ばらって副会長は、どちらかというと厳格なイメージがあったんだけどな。スカートをミニにするなんて言い出すとは思えないんだけど」

　もちろん、鹿しかのお面の会長や書記とかほかのメンバーの発案の可能性もあるが、よほど筋が通ってないと却下しそうだ。

「だからこそ、気味が悪いんです。何か裏がある、そういう気がしてなりません。どちらかというと、『えっちなことはいけません』と主張している側でしたし」

「それだと、たしかに不自然だな」

「ちなみに、えっちな本を持ってきたのがばれると、手を縄で縛られて校内引きまわしの刑になります。あれは超恥ずかしいみたいですね」

「生徒会、変な権力持ってるな！」

　それは一回食らったら、一年間クラスの女子から白い目で見られるぞ。なんて、恐ろしい刑罰……。

「それだけではありません。放課後、一週間の奉仕活動として校区内の清掃が義務づけられています」

「そっちは、割とまともだな」

「公園や河川敷などに落ちているえっちな本を専門に回収する仕事ですけど」

「普通のゴミも拾えよ！」

「『雨で濡ぬれてカピカピになった本をゴミバサミで拾うと、なんとも言えない気分にさせられた（三年生・男子）』というコメントが校内新聞に載っていました」

「その三年生の心中察するに余りある……」

「『これからは肌色が多いとか表面的な部分のみにこだわることなく、脳内補完で生きていけるよう頑張りたい（三年生・男子）』ということだそうです」

「そんなところで、ポジティブにならなくていい！」

「『努力すれば人間に不可能はない。それを証明するつもりだ（三年生・男子）』と記事は結ばれていました」

「無理矢理、かっこいいことのように締めようとするな！」

　やっぱり、この学園、いろんなところでずれているよな……。

　そんな雑談をしていたら、学校の前にまで来ていた。

　学園の門の前で学園長が黒猫と戯れていた。

　今日もまた小学校低学年の容姿のほうだ。あの、呪のろいの魔女みたいなバージョンは本来は見せないものらしい。

「ひゃははは、クロ、くすぐったいぞ。あんまり舐なめるんじゃない」

　黒猫が学園長にじゃれている。なかなか絵になる光景だ。これで、学園長の本体を知らなければ、一層よかった。

　だが、そんな平和な空気も長くは続かない。

　こちらと目が合うと、学園長の顔が変わった。

　いかにも、海千山千の大人の表情に。

「お前ら、なんでそんなに体が入れ替わるのだ？」

「こっちが聞きたいぐらいだ……」

　自分ほど不幸な人間はそうそういないと思っていたが、まさに面目躍如ってところだな……。

「もしや、そういうプレイか？」

「違う。一言で言えば、ぬいぐるみのせいだな……」

「『黒い狗いぬ』よりも自分らで起こしているトラブルで苦しんどるな」

「実際、そうかもな……。そうだ、『黒い狗』の情報は入ってないか？」

『黒い狗』、眞ま如じよ花かの一族が所属していたヨーロッパの魔女の組織だ。おどろおどろしい名前に反せず、いろいろと悪どいことを計画しているらしい。

　なんでも、【魔女戦争】なんて物騒なものまで起こりかねないようなので、勘弁願いたい。

「一言で言うと、ノーだな」

　学園長は首を横に振った。

　敵だって秘密裏に動いてるだろうし、そんなにすぐにわかるわけがないか。

　ただ、前にナジャを倒して以来、『黒い狗』からのアクションがないというのが、かえって不気味ではあるんだよな。

「そうだ、この学園に秘密の地下室があるって噂うわさを聞いたんだが」

　生徒会がそこで何かろくでもないことをしているという話だ。ソースがきりんだから、バイアスはかかっているかもしれないが。

「あのな、前にも言ったが、学園全体の害になるとわからない以上は、私の中立の立場上、何も伝えることはできん。だから、『黒い狗』側の魔女がいたとしても、学園全体を危険にさらすという証拠がないかぎり、私は黙認する」

　珍しく、眞如花が前に出てきた。

「でも、『黒い狗』は本当に悪い奴らなんだよ。大だい介すけの体も盗んでるし……」

「悪いが、その程度の抗争は珍しいものではない。魔女を長くやっていれば何度も経験することだ」

　眞ま如じよ花かの必死な顔を見て、学園長は多少気まずそうな顔をしたが、答えは変わらない。

　学園長は公平・中立でなければならないのだ。

「漆うるし原ばらさん、大だい介すけ君、納得はできないかもしれませんが、こらえて下さい。権力を持つ者なら、誰だれでもこう言うしかないんです」

　きりんが申し訳なさそうにつぶやく。

「そうでなければ龍使いのワタシが、ここに通うこともできなかったと思います」

　ここは、いわば永世中立国だから、多くの魔女に居場所が与えられている。

「そうだな。この学園で生きる以上は、ルールには従うしかない」

「まずは目の前の問題をどうにかしろ。ずっと、松まつ森もり章しよう介すけが欠席し続けるのもまずいだろう」

　お説ごもっとも。まずは、きりんを元の体に戻してからだ。

「しかし、『黒い狗いぬ』ですか。もしかすると、生徒会も関係あるかもしれませんね。あいつらも悪の組織みたいなものですから」

「それは、少しこじつけくさいな……」

　とにかく、きりんとしては生徒会が許せないらしい。

「よし、今からはぬいぐるみとして過ごしてくれよ。こっちも、海かい龍りゆう寺じきりんとして過ごすから」

　まあ、灰はい島じまの時と比べれば、そんなに目立つこともアクシデントもないだろう──

　校舎に入った途端、鹿しかのお面と遭遇した。

　間違いなく生徒会長の猪いの上うえ涼りよう鹿かだ。

　ほかの人間がお面をかぶっている可能性が皆無とは言えないが、そんなに鹿のお面を着用している生徒はいないだろう。できれば、あまりいてほしくない。

　目が合ったという表現が正しいのかわからないが、お面の少女と向き合う。

　お互い、しばし沈黙。

　しまった。きりんと生徒会長の関係について聞いてなかったから、どんなことを話していいかわからん……。

「…………うん」

　生徒会長は、何か決断したらしく、カバンをあさりはじめた。

　まさか、武器を出してくるなんてことはないよな……？　忘れ物にでも気づいたのだろうか？　さっぱり行動が読めない……。

「…………あった」

　出てきたのは、もう一枚の鹿のお面だった。

　どういうことだ？　もう、お面はかぶってるし。取り替え用？

　生徒会長は、そのお面をお面の上からかぶろうとした。

　まさかのダブル。

「…………これで顔は見えない」

「いえ、大丈夫です！　最初から見えてないですから！」

　どこまで恥ずかしがり屋なんだ……。額に紋章でも刻まれているのか？

「…………広い世界には透視能力を持っている人もいるかもしれない」

　まあ、お面をかぶっている生徒会長がいるぐらいだから全否定はできないが、そこまで気にしてたら、どうしようもないだろう。つか、透視できるなら、何枚かぶせても意味ないんじゃ……。

「…………はっ！　たいへん」

　今度は生徒会長はスカートを押さえた。いやいや、透視できないって。しかし、生徒会長もそのミニすぎるスカートは恥ずかしいのだろうか。

　むしろ、そのアクションの間に、ぱんつがちょっと見えかけた。

　陰謀かどうかは知らんが、このスカートがめくれやすすぎるのは事実だな……。

「ちょっと、このスカート、危なっかしいですよね」

　すご～くやんわりと指摘してみた。

　この反応で、発案者が生徒会長なのか、その他の人間なのかぐらいはわかるかも。

　だが、返ってきた反応はかなり極端だった。

「……………………」

　お面の下から水滴のようなものが落ちる。

　床に一粒、二粒。

「まさか、泣いてる!?」

「…………ぐっすん。しくしく」

「いやいやいや、泣くようなこと絶対言ってませんから！　どういうこと？」

「…………しくしく」

　何も言わずに泣かれるだけで、どうしていいかわからん……。これなら、いっそ文句でも言われるほうがやりやすいぞ……。

　そこに、何者かが勢いよく俺おれと生徒会長の間に入ってきた。

　この顔は、副会長の舞まい茨ばら蝶ちよう子こ！

「あまり生徒会長をいじめないでほしいな」

「いや、いじめてません。断じて……」

　生徒会長と違い、鋭く意志の強さを思わせる眼光。なるほど、こちらが生徒会を動かしていると言われても、おかしくはない。と言っても、生徒会長の場合、そもそもお面しか見てないから眼光は知らないけど。

「…………蝶ちよう子こ、怖かった」

　生徒会長はすぐに舞まい茨ばらの後ろに隠れた。

　それから、中腰で舞茨の肩をつかむ。

「…………スカートを短くしたせいかな。…………ごめんなさい」

「大丈夫だから。これは、生徒の代表である私たちがやったこと。ルール上、何の問題もない」

「…………うん。ありがと」

　こくこく。

　生徒会長がうなずく。

　行動が小動物系だな。でも、くどいようだが、生徒会長には向いてない。

「リコールのためのボロを探そうとしても無駄だよ、海かい龍りゆう寺じ」

　勝ち誇ったように、舞茨は笑う。

「あなたに学園を仕切る能力はない。我々のほうが一枚上うわ手てだ」

　どうやら、元からきりんとこの子はライバルだったみたいだな。

　ただ、ここで何を話していいかもわからないし、無難に流すか。

「ワタシはワタシなりに委員長としての職責をまっとうするだけです。あなたたちを追い落とす意志なんてありません」

　ひとまず、こんな形でいいだろう。一度離脱だ。向こうがきりんに詳しいなら、余計に長く話しこむのはまずい。

「では、ワタシは教室に──」

「あれ、どうして、ぬいぐるみなんて持ってきてるの？」

　しまった。気づかれた……。

「べ、別に、ワタシだってぬいぐるみぐらい持ってくることもありますよ」

「なんか、さっきからぬいぐるみに睨にらまれてる気がするんだけど」

　たしかに、クマが妙な殺気を放っていた。

　おい、きりん、やめてくれよ……。しゃべるのは論外だけど、睨むのもナシで頼む……。

「そのぬいぐるみ、やけに目力強くない？　呪のろわれていたりしないよな？」

「ははは……呪いなんてあるわけないじゃないですか。かわいいクマさんに変な言いがかりをつけるのはやめて下さい……」

「失脚しろ（ぼそっ）」

　きりんが、小声で余計なことを言った。

　イライラして黙っていられなかったらしい。

　そこは協調性持ってやってくれよ……。

「今、どこからか悪口が聞こえた気がする……」

「ワタシは言ってませんよ。それは、あれですよ。悪口言われるようなことをやっている自覚があるからじゃないんですか？」

「そ、そうかな……。人間にしては、変に高い声だった気もするし、そうなのかな……」

「落選しろ（ぼそっ）」

「また聞こえたような……」

　いかん。追及を受ける前に退散しよう！

「漆うるし原ばらさん、どちらが先に教室に入れるか競走しましょう！」

「え、どうして、そんなことするの？」

「はい、いきますよ、よーいどん！」

「うん、なんだかよくわからないけど、負けないよ、きりんちゃん！」

　強引に教室に向かって走ることに成功した。

　こういうのは強引なぐらいでないとダメなのだ。

「きりん、生徒会に余計な刺激は与えないでくれ！　ばれたらお前も困るんだからな！」

　教室の近くの階段で、そうっと注意する。

「つい、日ごろの恨みが……。ああ、舞まい茨ばら蝶ちよう子こめ、恨めしい……」



　幸いというかなんというか、ＨＲまできりんである俺おれに話しかけてくる奴はいなかった。

「きりーつ！　れい！　ちゃくせき！」

　委員長なので、授業の前後に号令をしないといけない。委員長もけっこう面倒だな。これを毎日やってくれていたきりんに頭が下がる。

　さて、机にクマをスタンバイ。

　怪しいのは怪しいが、灰はい島じまの前例もあるし、大丈夫だろう。ずっと、暗いカバンに入っていろというのもひどいしな。

　なお、灰島も今日は教室にいた。自分がクマだった時のことを思い出して、真面目に生きようとでも考えてるのだろうか。

　一時間目は数学。

　自前のルーズリーフを取り出す。

　灰島の時と同じようにあとでコピーして渡すつもりでいる。手間がかかるが、女の子のノートに男の筆跡で文字を書くのはどうかと思うし、俺のノートを広げてたら不自然だ。折衷案としては悪くないだろう。

　ただ、きりんのノートも出してはおく。きりんの席は前だから教師からもよく見える。ノートを忘れているような印象を与える意味もないし。

　委員長だし、きっちりまとめてる──

『松まつ森もり章しよう介すけの傾向と対策』

　え、何これ……？

　ノートの表を確認する。数学だよな。よかった、『問題児撲滅計画』とか書いてなくて。いや、そういう問題じゃない。

　クマのきりんは、ちゃんと前を向いているので、気づいていないらしい。どうしたものか……。

　怖いので、少しだけ目を通してみる。



○好きな食べ物

現時点では不明。とくに偏食はないと思われるが、もう少し確認しておくこと。

○人間関係

漆うるし原ばらさんの従兄。兄妹みたいな関係？　念のため、調査したほうがよい。心なしか、灰はい島じま縁えにしとよくしゃべっている気がするが、理由は不明。体育の授業がきっかけか？　できるだけ詳しく調査すること。

○学業

国語の成績がよさそうだから、そういう話題が成立しそうか確認しておくこと。どんな小説や本が好きかも確認しておくこと。間違って、嫌いな著者を目の前で褒めたりしないように注意する。

○趣味など

過去に口から火を噴いたことがあるが、そういう一発芸が得意なのかもしれない。



　目的がよくわからないのだが、まさか、俺おれを打倒するための作戦なのだろうか……。

　たとえば、好きな食べ物を調べて、そこに下剤を入れるとか。疑いすぎかもしれないが、普通はこんな特設ページは、生徒ごとに設けられてないからな。

　あるいは委員長としてクラスの生徒をチェックしてるのだろうか。

　本人に聞いてみたほうが早いか。

　とりあえず、クマの向きをノートの側に変えた。

　あくまでも比ひ喩ゆだが、クマの顔色が青くなった気がした。

　ぱたり。

　クマがノートに倒れた。

　これは読まないでほしいという意思表示だろうな……。

　わかった。ノートを閉じる。これが撲滅計画などでないことを祈ろう……。

　きりんを元のポジションに戻す。

　心なしか、覇気がなくなったっぽい。ぬいぐるみに覇気があるのも本来変なので、ぬいぐるみらしいとも言えるのだが……。

　まあ、でも、きりんは静かというか、授業中も黙っていてくれるから、そこまでヒヤヒヤ感はないな。むしろ、灰はい島じまがしゃべってきたのが変だっただけかもしれんが。

　しかし、敵は別のところにいた。

　ぴょーん。

　何かが机に飛んできた。

　輪ゴムだ。なぜ、輪ゴム？

　ぴょーん。

　また、飛んできた──と思ったら、クマの頭に当たった。さらにもう一発。今度はかなりの威力だったのか、クマのきりんが「いたっ！」と悲鳴をあげた。

　おいおい、何が起こってるんだ？

　背後を振り返ると、斜め奥で灰島が「計画通り」ってドヤ顔をしていた。

　真面目に教室で授業を受けてると思ったら、そういうことか……。

　お前なあ……悪い冗談にもほどがあるぞ……。

「灰島縁えにし、許すまじです……」

　小声ながらも、きりんもしゃべりだした。気持ちはわかるが、やめてくれ！　取り返しのつかないことになる！

　これは、どうにかしないといけない。はっきり言って授業中に輪ゴムで攻撃する灰島のほうが悪いのだから、俺おれが海かい龍りゆう寺じきりんの立場で注意すればいいんだが、そうなると目立ってしまうんだよな。極力目立たないほうがいいに決まっている。

　かくなるうえは……。

　カバンを開けて、きりんを放りこんだ。

　若干の抵抗のせいか、カバンがもぞもぞ動いたが、多分大丈夫だろう。

　暴力の連鎖は断ち切らないといけないのだ。わかってくれ、きりん。



　　　　　　　　



「ちっ……」

　これは何の音かというと、クマの舌打ちの音だ。

　場所は屋上。時間は昼休み。

　俺と眞ま如じよ花か（とクマのきりん）は昼食をとっている。

　寒風吹く十二月ということもあって、ほかに屋上を使う物好きはいない。それが、こっちにはかえってありがたい。

　理由はもちろん、今後の計画について話し合うためだ。

　そして、昼食開始早々、きりんが舌打ちしたという次第である。

「灰はい島じま縁えにしめ……何があろうと屈服させてやります……。人がよく通る駅前広場とかに下着姿で土下座している銅像とか作ってやります……」

「あえて止めはしない。今回のケースは灰島が一方的に悪いからな。下着姿でも半裸でもいいから銅像を造ってやってくれ」

「銅像となると、お金がかかるので、募金活動が必要ですね」

「そんなどうでもいい事業をみんなの力で成し遂げようとするなよ！」

「では、一口一万円から出資者をつのりましょうか」

「だんだんと犯罪臭くなってきたな……」

　現実味はともかく、きりんがイラついていることはよくわかった。

「ごめんね、きりんちゃん。縁は本当はいい子なんだよ」

　本人の代わりに幼おさな馴な染じみである眞ま如じよ花かが頭を下げた。

「昨日もわざわざきりんちゃんのお風ふ呂ろの手伝いをしたいってことで、うちまで来てくれたぐらいだし」

「それは、お前、騙だまされてるんだよ！」

　きりんも、あの女め……と余計に怒りを燃やす結果になった。

「小学生のころ、わたしが初めて作ったゼリー系料理、全部食べてくれたし。おいしい、おいしいって言ってくれたよ。ゼリー系は銀河のかなたにいる半透明な動物のことね」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうか。そんな得体の知れないものをあいつ、友達のために食べたんだな」

「あとで材料教えたら、泣いてたけど」

「食材、事後承諾かよ！」

「泣くほどおいしかったんだろうね」

「違う！　そのポジティブシンキングはまわりを不幸にするから、やめてくれ！」

　そりゃ、この世界のものですらない食べ物を自分の胃で消化していたと気づいたら、泣きもするよな。もしや、灰はい島じまを今みたいな性格にしたのは、眞ま如じよ花かなのかもしれん……。

「なんだか、漆うるし原ばらさん、いつもよりテンションが高いですね」

　きりんが淡々と言った。

　そうか？　眞如花はいつもこれぐらいだろ、と思った俺おれはまだまだ観察不足だった。

　眞如花本人が、それを認めたからだ。さすが、委員長。よく見ている。

「ふふふ～、昨日から魔法の力がアップしててね～、家に帰ってからも、けっこう使ってたんだ～」

「ああ……それで、タコ系も召喚してたんだな」

　生態系に変化をもたらすような動物を出すのはやめてほしいものだ。

「そう言えば、昨日の昼もメンテナンス中に焼き殺されそうになったな……」

　たんなる失敗な気もするが、威力が大きかったことに間違いはない。

「わたし、いつのまにか、すごい魔女にレベルアップしたかも！」

　調子よく、眞如花はその場で一回転する。

　見事にスカートがひらひら浮いて、ぱんつが見えた。

　こういうのは、そんなに恥ずかしくない。見えるべくして見えてしまったものは、意外と大丈夫なのだ。

　けど、このスカート、本当によくひるがえるよな。どんな素材を使っているんだ？

「やっぱり、このスカートは破廉恥です。これも男子の支持を集めるための舞まい茨ばらの策略なのです……人気取りのためになら手段を選ばない恐ろしい女です……」

「たしかに、男子の人気は出そうだけど、これ、女子の反対も大きかったんじゃないか？　よく通ったよな」

「生徒会長の猪いの上うえ涼りよう鹿かが、つっかえながら『……こ、こんなスカートは、ど、どうですか？』と涙声で提案したら通りました。生徒会長は女子人気も高いですから」

「それだけ聞くと、本当に舞茨って奴は策士みたいだな」

「そうなんです。きっと、このスカート自体にも男子を篭ろう絡らくする以上のしかけがあるんです！　生徒会の重大な陰謀の一つなんです！」

　ううむ。きりんの言ってることは基本的にわかるが、それが陰謀論になるまで飛躍しすぎてるんだよな。

「──そのスカートの秘密、教えてあげよっか？」

　上から声が聞こえた。

　おい、ここ屋上だぞと思ったら、屋上に設置してある給水タンクの上に灰はい島じまが立っていた。都合、俺おれたちより二メートルほど高い。

「本当か？」

「ええ。試行錯誤の結果、間違いない反応を見つけたから」

「ところで、どうして、タンクの上にいるんだ？」

「あなたたちを見下すため」

「とっとと下りて来い！」

　タンクのはしごから灰島はゆっくり下りてくる。スカートが短いせいか、足の長さがさらに強調される。悔しいが、こいつのスタイルのよさは認めざるを得ない。あるいは、その代わりに人格が黒くなってしまったのだろうか？　それと、まったくどうでもいいことだが、スカートが短いせいではしごを下りる時、何回かきわどかった。

「本当なんですね？　ワタシをおちょくるためのウソだったら承知しませんよ」

　きりんは信用しきれないのか、不安げに灰島を見上げている。

「あんたをおちょくるのは、十分やったからね」

「うぐ……やっぱりムカつきます……。将来、もしも小説家になったら、灰島縁えにしという女がひたすら不幸になる小説を発表してやります……」

　どうやら、きりんにとってこの学校に天敵が二人いるらしいな。

　一人が舞まい茨ばら、一人が灰島。権力争いはいつの世も大変だ。

「さてと、きりんの前で魔法を披露するのは、なんか報復受けた時、不利になりそうだから嫌なんだけど……」

「報復受けるようなことを、あなたがしてるからです！　そんなせこいことしないから教えて下さい！」

「そうね。海かい龍りゆう寺じのためだったら嫌だけど、眞ま如じよ花かと大だい介すけのために見せてあげる」

「わざわざ、一言多いですよ！」

　でも、魔女が違う魔女の前で魔法を使うというのは、相当覚悟がいることのはずだし、なんだかんだで灰島は気前がいいのかもしれない。

「ご存じのとおり、私は大地の魔女。地面に手をつけて、魔力をとってくるのが基本なわけ。だから──」

　屋上のコンクリートに灰島は手を載せた。

「──本来は、こんな屋上なんかじゃ、ろくな力は持ってこれないはずだよね？」

「ああ、そうなるな……」

　灰島は地面から大地の力をもらうので、建物の中はさほどいい環境ではない。野外で戦うほうが得意なタイプだ。

　眞ま如じよ花かのように呪じゆ文もん詠唱という概念がない分、フィールドに制約される。どっちが便利かはわからない。いわば、魔女の個性みたいなものだ。

「では、今からそよ風程度の風を起こすから。さん、にい、いち──」

　ぶおぉっ！

　灰はい島じまのスカートが完全にめくれあがった！

　ぬいぐるみにさせられた時にも一度見てしまったが、やはり黒だった。黒が好きなのだろうか。白だったら大丈夫というわけじゃないが、ちょっとどぎまぎする。

　いや、そんなことはどうでもいい！

　灰島の手とコンクリートの接点から暴風が吹き起こる！

　ちょうど、台風が接近してきた時のような風だ。どこが、そよ風なんだよ！

「わぁ！　スカートの中、見えちゃう！」

　あわてて眞如花もスカートを押さえている。まあ、人が飛ばされるほどではないから、スカートだけ気にしてればいいだろう。

　いや、人よりはるかに軽い奴がこの場にいた。

「わっ！　飛ばされます！」

「おい、きりん、大丈夫かっ！」

　きりんが飛んでいきそうになっていた。むしろ、ちょっと宙に浮いていた。

　小さなクマのサイズでは、どうしようもない風だ。

　飛びかけたきりんをかろうじて、つかむ。

　危ない、危ない……。きりんが行方不明になるところだった……。

「あら、意外と飛ぶんだ。命拾いしたわね」

「はあはあ……死ぬかと思いました……。灰島縁えにし、あなた、絶対、元の体に戻ったら報復してやりますからね……」

「──つまり、こういうこと」

「何が『こういうこと』なんですか！」

「私は本当にそよ風程度の魔法しか使うつもりはなかった。なのに、暴風が発生した。つまり、何か原因があるということ」

　灰島がウソを言ってないなら、論理的にはそういうことになる。

「それで、原因はわかってるの。これのおかげよ」

　灰島は自分のスカートを指差す。

「私は魔力を増やすアイテムなんて使ってないからね。この数日で変化したものっていったら、この超ミニなスカートだけ。状況証拠的に間違いない。そっちでも何か心当たりない？」

「ある、ものすごくある。昨日、眞ま如じよ花かの手から熱線が出た……。でも、本当にスカートなのか？　発想がバカっぽいっていうか……」

「それじゃ、アタシと眞如花とで、ともに変わったことがほかにある？　これはあくまでも科学的観察の結果の答え。理不尽でも事実は受け入れないといけないのよ」

「そう言われると、たしかにそうかもしれん……」

　そうか、眞如花のパワーアップもスカートのせいだったんだな。

　そういや、あの時も眞如花のスカートがめくれていた。あれも起動時の反応なんだろう。

「え～、せっかく成長したって思ったのに……」

　眞如花ががっかりした顔をしていた。現実なんてそんなものだ。

　俺おれとしてはむしろ、ほっとした。

　駆け足すぎる成長なんて気持ち悪いからな。使うのが暗黒魔法なだけに、副作用みたいなものがありそうだし。

「でも、威力がアップしたことには違いないよね！　よ～し、タコ系の召喚呪じゆ文もん、試してみるよ～」

「この世にいない生物を引っ張り出すな！」

　そのうち、手違いで世界を恐怖に陥れる悪魔的な何かを出してしまいそうで怖い。

「でも、どうして、スカートにこんな力を持たせたんだ？」

　学校すべての魔女の力を高めるメリットがよくわからない。

「仮に生徒会が『黒い狗いぬ』の魔女だったとしても、自分たちの魔力をあげるだけなら、制服を一斉に変えるのはライバルの利益にもなる」

　事実として、眞如花の魔法も威力がアップしている。頭数として自分たちのほうが多いということなのかもしれないが、それにしても不自然だ。たんなる善意とは到底思えないし。

「それは私もわからない。そもそも、何の意図もない可能性もあるしね。偶然、魔力が発生しやすくなる環境が生まれることもあるから」

「そんなことありえるのか？」

「なくはないよ。たとえば、法のり扉と市は魔力がよくたまる場所で、だから魔女もたくさん住みついてるけど、それは行政の政策でそうしたわけでも何でもないでしょ。文字を適当に並べたら、特定の意味を持つ文字列になることがあるみたいに、偶然ってことはあるの」

「偶然なんてことはありません！　やっぱり、恐ろしい生徒会の陰謀があるんです！」

　相変わらず、きりんは生徒会を恐れている。でも、スカートの秘密を見てしまうと、被害妄想ではたしかに片づけられない。

「普通に考えれば、海かい龍りゆう寺じの反応のほうが自然ではあるけどね。偶然にしてはできすぎているし」

　やはり、生徒会が怪しいことには、変わりはないようだ。

「ところで、もう一つ、疑問なんだが」

「何？」

「どうして、魔法を使うとスカートがめくれるんだ？」

　今回の灰はい島じまの場合も、風の魔法でめくれたのではなく、魔法を使ったこと自体に連動してめくれていた。

　つまり、魔法を使う＝スカートがめくれる。

「…………原因不明ね。一応、考えとく」

「ところで、灰島、もう一つどうでもいい質問なんだが」

「うん、何？」

「思いっきり、ぱんつ見えてたけど、お前的には大丈夫なのか？」

　謎なぞの解明のためとはいえ、ちょっと申し訳ない気がする。

「あっ……ばか……いちいち言わなくていいって！　じわじわ恥ずかしくなってきたじゃない！」

　しまった。小さな親切、大きなお世話だったか……。

「まったく！　大だい介すけって、むっつりなんだから。どうせ、昨日も海かい龍りゆう寺じの体で、えっちなことしてたんでしょ」

「な、な、な……。濡ぬれ衣ぎぬもいいとこだ！　そんなことするか！　紳士的にやってた！　しかも、過去にもやってたような言い方するなよ！」

「紳士的にえっちなことしてたのか」

「違うわ！」

「四六時中監視してたわけじゃないし、私の体に入って何も試さなかったなんて信用できないもん。どうせ、胸触ったり、スカートの中に手を入れたりしたんでしょ」

「そんなことするか！　むしろ、胸触ったのはお前だ！」

「あ、そうよね、スカートの中じゃなくて、ぱんつの中だ」

「訂正したいのはそこじゃない！」

　灰島の余計な発言のせいで、きりんもちょっと青い顔になっている。でも、それがすぐに赤に変わる。

「まさか、大介君、ワタシの知らない間に、そんなことを……」

「きりん、誤解だ！　灰島がテキトーなこと言ってるだけだから！」

「昨日『も』ってことは、灰島縁えにしの体に入っていた時も何か不ふ埒らちなことを……。やっぱり、その……スカートの中に手を……」

「わざわざ言語化するな！　いろいろとまずい！」

「ひ、秘められた花園に獣が舞いこむようなことを……。そして、獣は欲望の限りを尽くし、蜜みつをすすり……」

「だから、言葉にしなくていい！　こんなところで国語力を発揮するのはやめてくれ！」

　さっきから眞ま如じよ花かが静かだなと思ったら、少し離れたところで、赤くなっていた。

「清く正しい、あ、闇あん黒こく魔法はそ、そんなことのために使ったらダメだから……よくわからない、わたしにはよくわからない……」

　全部、灰はい島じまによる被害だ。動くカタストロフめ……。

「ああ、それと、今話を聞いてて納得できないところがあったんだけど」

「灰島、それはこっちのセリフだ……。で、何だ？」

　内容はわからないが、不満はちゃんと受け止めておくほうがいい。

　そんなことで、人間関係が変になったら、最悪だ。

「どうして、海かい龍りゆう寺じのこと、名前で呼んでるの？　『きりん』って」

　やけに、イラっとした口調で灰島は言った。

「まあ、それは事の成り行きですね。ふふふん」

　なぜかクマのきりんが胸を張って答えた。

　こころなしか、ドヤ顔になっている気がする。

「まあ、成り行きだよな、ほんとに」

　国語の授業できりんに勝ってしまったせいで、下の名前で呼ぶことを許されたのだ。こっちを下の名前で呼んでたので、そうしないとバランスがとれないとか。

「でも、あれはふらんけん君によるチートと言えなくもないし、呼び方を苗字に変更するならそれでもかまわな──」

「いえ、そのままでけっこうです」

「あ、そっか？」

　そりゃ、そんなことで呼称変更してたら面倒か。

　ところで、どうして灰島はきりんを強烈ににらんでいるのだろう……。

　クマのぬいぐるみ好きとは思えない視線が向けられているが……。

「なるほどね。過ぎたことは仕方ないから、それは問わない」

「ああ、そうしてくれ」

　別に灰島に許しを得る必要は一切ないのだが、文句を言われないなら、そのほうがいい。

「私も、下の名前で呼びなさい」

　灰島が命令するように言った。いや、命令そのものか。

「ああ、かまわないけど……」

　そんなことぐらいなら、問題はないが。今すぐにでも実践できるし。

「でも、珍しいな。お前、下の名前なんてなれなれしい呼び方をしたら怒りそうだけど」

　ナチュラルに偉そうだからな。親は今からでも教育方針を考えたほうがいい。まだ間に合うかもしれん。

「なんとなく、海かい龍りゆう寺じと扱いが違うのが、イラっとくるの。それだけ」

　かすかに顔を赤らめて返答された。

　もしかして、実はうれしくないけど、きりんと立場が違うのが嫌だとか、そういうことなんだろうか。こいつは強情なところがあるから、ありえない話ではない。

「縁えにし……。これで、いいか？」

「うん、今後もそう呼びなさい」

　少しは機嫌がなおったようだ。

　一方で、きりんのほうはまた恨んでいるようだが、そこは深くは触れないでおこう。中立国の国交は難しい。

　ところで、話に入ってこない眞ま如じよ花かは何をしていたのかというと──

「ほんとだ！　やっぱり、こんなに簡単にタコ系が召喚できたよ！」

　魔力アップに喜んで、変なおどろおどろしい生き物を呼び出していた！

　目の前に、学校の屋上には存在してはいけない触手を持った動物が出ていた。ただ、タコより触手の数が多い気がする。とりあえずタコとは別の生き物だ。

「眞如花、大至急帰ってもらえ！」

「え～、せっかく出せたのに～」

　──我ヲ呼ビ出セシ者ハオ前タチカ？

「うわ！　頭に変な声が聞こえてきた！　絶対タコ系だ！　早く戻せ！」

　そんなこんなで、ばたばたした昼休みが終わった。

　タコ系はあとでスタッフがおいしくいただきました──なんてことはなくて、無事に元の世界に送り返した。



　午前の授業をさほどトラブルもなく終えたわけだから、戦績は悪くない。

　授業が終わったあとに黒板を消すとか、そういった面倒な作業があるが、それぐらいなら、さほどのことじゃないし、問題ない。

　友達にきりんしかわからないような話題を振られることもなく、今のところ、無事にきりんのふりはできている。

　ただ、まだ厄介な授業が残っているんだよな……。

　それは、ずばり体育。

　まず、着替える時間が気まずいというのもあるが、それだけではない。

「体が縁の時より全体的に重い……」

　着替えている時にあらためて意識した。

　きりんは、無茶苦茶体育が苦手だ。マラソンもタイムがいいとか悪いとかではなく、完走が難しいレベル。

「あの、無理はしないで下さいね……。死ぬかもしれませんから……」

　更衣室のロッカーの中で待機予定のきりんに言われた。

「死ぬって縁起でもない……」

「それぐらい、ワタシは運動神経がないんです……。スポーツの神に祝福されない体なんです……」

「あっ、海かい龍りゆう寺じ、一緒に走らない？」

　背後から縁えにしが声をかけてきた。

「こ、殺す気です！　この女、ワタシを肉体的に殺す気です！」

「少なくとも、縁と走るのは無理だな……。眞ま如じよ花か、一緒に走るか」

　すでに着替え完了の眞如花に声をかける。空気抵抗の少なそうな胸をしているくせに、眞如花も遅い。でも、きりんと比べればずいぶん速い。

「そうだね！　一緒に走ろっ！」

　というわけで、眞如花と走ることになった。

　スタートと同時に縁が飛び出す。やっぱり、速いよな。あんなペースで走ったら、たしかに普通の体だと危ない。ひとまず、眞如花と同じペースで…………と思ったがそれでもきつい……。

　なんだ、これ……。体が重い……。

「ん？　どうしたの？　きりんちゃん？」

　隣から眞如花の声がかかる。

　眞如花は自分のペースで常に走るので、遅いながらも息が乱れることはない。眞如花の場合、記録を更新するとかより、楽しく走ることが目的なのだ。

　そんな眞如花のペースについていけないというのは、運動が苦手なのは間違いないな……。

　二周も走ると、足がもつれてくる。もう、歩いてしまいそうだ……。

「悪い、眞如花、先に行って……限界だ……」

　小声で伴走してくれている眞如花に言う。いろんな体を経験して初めてわかる身体能力の違いだな……。

　人間のスペックは千差万別ってことか。ある意味、俺おれぐらいしかできない貴重な体験だ。

「あら、海龍寺、お先に～」

　横を縁が走り抜けていく。早くも周回遅れか。いや、ほんと、ハンデで十キロぐらいの重りをつけて走ってるみたいだ。

　息も、すぐにあがる────ほどでもない。

　あれ、足は重いけれど、体力が残ってないってわけじゃなさそうだ。

　なんだろう、体があったまるのが遅いとでも言えばいいのか。

　だんだんとペースがつかめてきた。

　もしかして、運動慣れしてないだけか？　さすがにまだ頑張れそうだ。

　せっかくだし、きりんに自己新をプレゼントしてやろう。

　一度先に行ってもらった眞ま如じよ花かを追いかける。むしろ、先に行ってもらって、よかった。前の誰だれかを追いかけながら走ると、少し気分がまぎれる。

　ラスト二周前で、ようやく眞如花に追いついた。

「あっ、きりんちゃん、復活したんだね！」

「さあ、どっちが勝つか勝負！」

　──結局、マイペースのため、実はまだ余裕のあった眞如花には届かず、二秒差ぐらいで敗れてしまったが、

「海かい龍りゆう寺じ、かなり記録伸びたな！」

　体育教師に褒めてもらえるぐらいの実績は残せた。これ、きりんがサボっていた部分もあるよな。あとで、言っておこう。



　だが、その前に縁えにしに呼び出された。

「スカートのことで、新しい発見があったの。裏庭に来て」

　とっとと走り終えた縁は、もう制服に着替えている。

　このタイミングで呼び出されるということは、よほど何かあるんだろうか？

「体育のあと、偶然気づいたんだ。昼休みの時みたいに、魔法で微風を起こすね」

「かまわないけど、ぱんつが見えても責任はとらないぞ」

「──大丈夫、その心配はないから」

　縁は断言する。いったい、どういうことだ？

　──ひゅぅう～、ひゅう～。

　本当に穏やかな風が吹いた。

　魔法だとことわってもらわないと、普通の人間ならわからないだろう。

「あれ、威力が増してない……。それにスカートもめくれなかった……」

「そう、その秘密がこれ」

　と言いつつ、縁がスカートにおもむろに手をかける。

「おい、まずいって！　中身は男なんだから！　あのな、風でスカートがまくれるのと、自分からたくしあげるのでは意味合いが全然違うわけで──」

「心配いらないから、ちゃんと見ときなさい」

　心配って、そんなミニのスカートでやったら、ぱんつが見え──ない。

　もちろん、ぱんつはいてない、という意味ではない。断じて。

　スカートの下には、体育で縁えにしが着用していたスパッツがあった。

「な～んだ。びっくりさせるなよ」

「でも、気にするポイントがもっとほかにもあると思うけど」

「──そういえば、威力が普通だったな」

　ここは屋上のように大地から遠ざかった場所でもなく、直接の土の上だ。ブースト効果があれば、とんでもない嵐あらしになっただろう。

「スパッツで魔法を使っても、ブーストされないの。ぱんつが見えない状態だと、何も起こらないみたい。今みたいにこっちの意志で調節できる」

「ふ～ん。でも、なんで、こんな効果が……？」

　まるで、ぱんつを見せることで威力がアップするみたいである。

「聞かれても困る。でも、妙に人為的な効果なのよね。やっぱり気味が悪いから、スカートをはいての魔力使用は控えることにする」

「裏がありそうってことか？」

「世の中には楽して儲もうかる話なんてない、それと同じこと。魔女の世界でも、タダで力が増すなんてうまい話はないよ」

　縁はかすかに険しい顔になって言った。

「生徒会が悪者かはわからないけど、気をつけたほうがいいかも」



　　　　　　　　



　結論からいくと、あんまり気をつけなかった。

　主に眞ま如じよ花かが。

「射ぬ干ば玉たまの　闇やみより深き　冥めい府ふより　生まれ出いでたる　赤き火で　贄にえなる獣　焼き尽くせ──どーん！」

　また、豪快に眞如花のスカートがめくれる。

　そして、目の前の牛らしき生き物に火がついて、一気に燃え上がる。

　火炎放射器も真まっ青さおの威力だ。

「これは礼拝室に安置されている神様にお供えするんだ～。手間がかかると思ってたけど、このスカートのせいですぐだったよ～」

「そっか。お供えなら、いいんだけどな。だって、その牛、目が三つあるし、角が一メートルぐらいあるし、尻尾しつぽが九本あるし。夕飯直前だから、ちょっと怖かった」

　どう考えても、この世の生き物ではない。また、牛系とでも呼ぶしかないんだろうな。

「え？　お供えは首だけで、ほかの部分は夕飯に出すよ～」

「嫌です！　そんな得体の知れない生き物をワタシの体に入れないで下さい！　後生ですから！」

　きりんがかなり必死に嫌がっていた。そうだよな、誰だれも名前のわからない生き物の肉は食べたくないよな。教えてもらっても、食べたくないけど。

「大丈夫だって～。じゃあ、ご先祖様たちに聞いてみるよ。ご先祖様、大丈夫だよね？」

「……」「……」「うん……」「……」「……」「……」「……まあ、いいかな」

「賛成二票、反対〇票で安心ということになったね」

「棄権が五票いる時点で、成立しないだろ！」

　これは本格的に自分で調理をしたほうがいいかもしれないな……。せめて、食材の調達ぐらいは近所のスーパーでするべきだ。

　どうにか、眞ま如じよ花かを説得し、謎なぞの牛っぽい何かの替わりに鮭さけの照り焼きということで落ち着いた。やはり、自然の恵みを食べるべきだよ、人間は。うん。

「なんだかんだで、学校は無事に終わりましたね。ほっとしました」

　きりんが安あん堵どのため息をつく。

　まあ、当然の反応だよな。

　ぬいぐるみの体というのは、不便であるうえに、危険だ。悪意のある人間に攻撃されたら、どうしようもない。

　もちろん、ぬいぐるみが動くことがばれただけでも厄介なことになる。

「もう一日我慢すれば、この家の機械も復活して元に戻れる、もうちょっとだけ耐えてくれ」

「そうですね。そして、早くスカートの調査を再開したいです。やはり、このスカートは何か引っかかります」

　やっぱり、そこが気になるか。

　縁えにしも言っていたが、このスカートがうさんくさいことは間違いない。

「なあ、眞如花、お前、今日は魔法をだいぶ使ってたみたいだけど、明日からはセーブしといたほうがいい。副作用があるとまずい」

「え～。せっかく、楽しく魔法が使えるのに～」

　よほど威力が上がったのが楽しかったのか、眞如花は不満らしい。

「ダメ。生徒会長も副会長も、ちょっと怪しいし」

「え～、生徒会長様はいい人だよ。こんないいスカートを採用してくれたんだし」

　あれ？

　今、違和感があったぞ……。

「眞如花、生徒会長に様付けしなかったか？」

「え～？　生徒会長様に様付けなんてしないよ～」

　俺おれの耳（むしろ、きりんの耳か）が正常だとしたら、どうも眞如花のほうに異常がきているとしか考えられない。

「あのね、様を付けたら変だってことぐらい、わたしにもわかるよ。社長とか部長とか、そういう言葉はそれだけで敬意が含まれてるから、社長様とか部長様とは言わないもん」

「生徒会長って言ってみてくれ」

「生徒会長様」

「『生徒会長さまさま』って言ってみてくれ」

「『生徒会長様さまさま』」

　これはよくない傾向だな……。

「ほら、生徒会は信用できないでしょう？」

「そうだな。これは軽い洗脳の危険がある……」

　明日、生徒会を調べたほうがいい。

　断定はできないが、あのスカートに何か秘密があった危険が高い。

　問題は、生徒会長は性格的にデフォルトで周囲に警戒を払っているんだよな。あの生徒会長を探るのは難しそうだ。

　やるとしたら、副会長の舞まい茨ばらのほうか。

「ご先祖様たち、眞ま如じよ花かの様子がおかしいんで、明日、俺おれたちが元の体に戻れる準備をお願いします」

　場合によっては危険が伴うかもしれない。用意は万全にしておくほうがいい。

「うん」「できたら、やる」「ごめん、明日先約が」「まかせて」「面倒だけど、まあ、やるかな」「わかった」「はいはい」

　一部乗り気じゃない人がいるけど、たぶん人手としては足りるだろう……。

　と、そこにまた携帯電話が鳴った。そろそろ来るころだと思ってた。夜にかかってくることが多いんだ。

　妹の小こ秋あきだ。

『えっちな本の、捜索は、すべて、終わった』

「そんな報告、わざわざするな！　いやがらせか！」

　今ちょっと、竹たけ林ばやし大だい介すけに戻りたいって気持ちが消えかけたぞ……。

『これから、家族で、読書会をする、予定』

「鬼か！　お前らは鬼か！」

『半年経たっても、戻ってこない時は、竹林大介文庫として、図書館に、寄贈する、予定』

「援護してくれとは言わん！　だからせめて攻撃するのはやめてくれ！」

『…………じゃあ、早く、戻ってきてよ』

　少し小秋の声がか細くなる。

『お兄ちゃん、戻ってこないから、寂しい……』

「ごめん、お前の気持ちをちゃんとわかってやれなくて」

　これは、早く五体満足で帰ってこいという小こ秋あきなりの気づかいなんだ。

「とっとと『黒い狗いぬ』をとっちめて、無事に帰るから──」

『巨乳の、割合が、すごく、大きかった』

「話の腰を折るな！」

　それに、そんなに多かったことはないはずだ、たぶん……。もしや、無意識のうちに自分の性癖がそういうものになっていたということか？　恥ずかしすぎる……。

『これは、貧乳の、小秋に、対するあてつけ？』

「なんで、えっちな本があてつけになるんだよ！　そもそも見つけられることが前提になってねえよ！」

『それと、真しん宝ぽう学がく園えんの、位置を、占ってみたけど、そこは、霊地。四し神じん相応の地のうちの北の玄げん武ぶに当たる』

　うわ、唐突に重要そうな情報が来た！

「悪いが説明が難しくて、よくわからん！　俺おれでもわかるように言ってくれ！」

『一言で言うと、すごく強い魔力が、集まってくるところ。高い塔や、地下の神殿が、あったら、気をつけた、ほうがいい』

　地下──生徒会が地下室を持っているという噂うわさがあったな。



    

  
    
      



    

  
    
      　これは大当たりかもしれない。

「サンキュー。だいぶん、もやもやがとれた」

『えっちな本も、見つかったし、失うものも、ないよね』

「別にヤケになってるわけじゃないから！」

『お兄ちゃん、大好き。あいらぶゆう』

　いつもの、小こ秋あきなりのさよならのあいさつで電話は切れた。

「じゃあ、明日は本格的に生徒会を探らないといけないな」

「ええ、生徒会になったことを一生後悔させてやります」

　クマのきりんが、にやりと笑った。

「……お前が言うと、本当に呪のろいの人形みたいだな」



    

  
    
      ３話　生徒会を探れ





「つまりね、四し神じん相応の地っていうのは、四人の神に護られた土地ってこと。玄げん武ぶ、白びやつ虎こ、青せい龍りゆう、朱す雀ざく、聞いたことぐらいあるでしょ？」

「ああ、それぐらいなら」

　通学路で、俺おれは縁えにしからレクチャーを受ける。学校で長々と話すのはリスクもあるので、登校時に落ち合うことにしたのだ。

　なお、眞ま如じよ花かは今のところ正常で、「は～、今日はよく晴れちゃってる。暗黒魔法に向いてないな～」などと言っている。

　生徒会長を様付けする以外にこれといった影響はない。

「玄武は北を守護する存在で山があればＯＫ、白虎は西の守護で平野が広がっていればＯＫ、青龍は東の守護で川があればＯＫ、朱雀は南の守護で池や海があればＯＫ。そう考えると法のり扉と市っていうのは、その四神相応に恵まれた土地なの。西は平野だし、南は海、東は川が流れてる、そして北は小高い丘になってて、ちょうどその丘のてっぺんぐらいが──」

「この真しん宝ぽう学がく園えんってことだな。なんていうか、うまくできてるもんだな」

「むしろ、特別な土地だから、学校も作ったんだと思うよ。そして、その魔力を悪用しようって輩やからがいてもおかしくない」

「ここが特別な土地なのは間違いありません。龍りゆう脈みやくが学園の下を通っているのは確実ですから」

　ぬいぐるみのきりんが腕から顔を出した。

「龍脈って何だ？」

「大地には、人間の目には見えない気の流れがあるんです。いわば、人体に血管が張りめぐらされているようなものと思ってもらえれば、けっこうです。龍使いはその龍脈の下でないと十分な力が発揮できません」

「井戸を掘っても、地下に水があるところじゃなきゃ、何も出ないでしょ。その水の流れみたいなもの」

　縁えにしの補足もあって、だいぶ感覚的にわかってきた。

「とにかく、いろんな流派の魔女にとって、この真宝学園が特別な場所ってことだな」

「でも、海かい龍りゆう寺じ、あんた、本当に龍使いなの？」

　疑惑の目が、きりんに向けられる。

「どういうことですか。失礼ですね！」

「龍使いって、魔女の世界では、力からいっても相当なエリートのはず。しかも、基本的に龍脈の強い本拠地からは、そんなに動かないんだけど。あなた、代々、ここに住んでるの？」

「いえ…………ワタシが幼いころに引っ越してきたはずですが……」

　きりんが多少言いづらそうにしているように見えた。気のせいなのかもしれないが。

　何かワケアリなんだろうか。俺おれには全然わからないけど。

「ぬまちのみず～、かえるのめだま～、おなべにまぜて、ひみつのくすり～♪」

　シリアスな空気をぶち壊すように、眞ま如じよ花かが歌を歌っていた。

　縁がすごく、イラっとした顔になった。まあ、気持ちはわかるがな。

「ああ～、なんか腹立つ……。それに、どうして、二番なのよ！」

「これ、二番なんだ……」

　そういや、６６６番まであるとかいう話だったな……。そこまで歌える人がいるのか知らんが……。

「スカートの呪のろいのせいかもしれん。許してくれ」

「呪いって、これはむしろ、眞如花の素でしょ！」

　──などと言っているうちに真宝学園に着いた。

「まずは、一階にある生徒会室に行ってみようか。何かヒントが見つかるかもしれない。堂々と地下への階段はないだろうけど」

　すぐさま、縁えにしは校舎に入っていく。

「積極的だよな、縁」

「だって、眞ま如じよ花かがこのまま洗脳されていったら、困るじゃない」

　強い目で眞如花は言う。

　あっ、やっぱり縁は眞如花の親友なんだな。そうだよな、友達がピンチなんだから──

「眞如花を私以外の誰だれかが支配したり、こき使ったりするのは、なんか嫌なのよ」

「まるでお前に眞如花を支配したり、こき使ったりする権利があるみたいだな！」

　ぽんぽん、ぽんぽん。

　きりんが、俺おれの胸を励ますように叩たたいた。

　ちなみに、きりんは俺が抱いている状態だ。ぬいぐるみを抱く委員長というのは、けっこう受けがよくて、「あっ、海かい龍りゆう寺じさん、かわい～！」とかお褒めの言葉も昨日いくつかもらった。

「どうした、きりん？」

「この女は灰はい島じま縁ですよ。そんな、人格的にすぐれた人間なわけないじゃないですか。漫画で言えば、巨悪に何の抵抗もできず殺されるポジションです。過度な期待は自分を裏切りますよ」

「どんなフォローだよ！」

「あんたね、首絞めちゃうよ！　絶対的にかわいいクマさんだからって……」

　縁はぬいぐるみを、じぃ～っと見た。

「できない！　やっぱり、クマさんは誰が入っててもかわいすぎて、手が出せないっ！」

　心中ではけっこう葛かつ藤とうがあったのだろうか。縁は妙に疲れていた。

「なんか、話がそれかけたけど、ちゃんと生徒会室行こうな……」

　生徒会室は閉まっていた。

　朝だから来ていないのかな。そんな変な話ではないか。

「あっ、生徒会長様が来たよ！　隠れよう！」

　これはもちろん眞如花の発言。生徒会長に様がついている以外はまともだ。

　ひとまず、階段の物陰に姿を隠す。

　すぐに生徒会長の猪いの上うえ涼りよう鹿かが来た。お面をかぶっているから、すぐにわかる。

「カギを開けたところを踏みこんで、取り押さえましょう。生徒会室なら逃げ道もないはずです」

　きりん、文系のくせにアグレッシブだな。

　でも、決定的な証拠もないのに、踏みこんでいいのだろうか。下へ手たをするとこっちが悪人になってしまう。下調べぐらいなら、何か聞きたいことがあるとでも言って、普通に部屋に入ればいい。

「まずは様子を見よう」

　生徒会長は、ドアの正面に立つと、

「…………おはようございます」

　ぺこりと頭を下げた。

　ドアにまであいさつしてるとか、どんだけ礼儀正しい子なんだ……。

　だが、カギを出す気配がない。

　じっと、ドアの前で待っている。

「まさか、すでに誰だれかいるんでしょうか？」

「でも、その割には静かじゃないか？」

「生徒会長様のお面、今日はＣタイプだね」

　様付けがついてたら、それは眞ま如じよ花かの発言だ。

「え、何？　Ｃタイプって？　いくつかバージョンあるのか？」

「昨日はＥタイプだったよ。生徒会長様は微妙なコンディションの違いで、お面を変えてるんだ。Ｃタイプはほかのお面と比べて、少しだけほっぺのあたりがやせてるの。まあ、これぐらいのことは、生徒会長様のファンの中ではすぐにわかることかな」

「呪のろいは本物みたいね。生徒会長のファンでないと知らないレベルの情報が眞如花に来てるもの」

「すごく、どうでもいい呪いだな……。あっ、そういや、生徒会長は？」

　意識が眞如花に向かってしまっていた。もう、カギを開けて中に入っているだろうか。

　まだ、生徒会長は扉の前で立っていた。

「……………………」

　動きがない。何か魔法でも使う準備をしているのだろうか。

「ほら、怪しいですよ。普通の人間は扉の前であんなに立ち尽くしたりなんてしません」

「そうだな。いったい何が目的なんだろう……」

　三十秒ほどして、生徒会長がぼそりとつぶやいた。

「…………カギがない」

　すごく、困った声で。

「結局ないのかよ！　つか、生徒会長なのに、なんでカギないんだ！」

　いかん、思わず大声でツッコミを入れてしまった。

「バカ！　完全に気づかれちゃったよ！」

　生徒会長は、思いっきりこっちを見ている。

　しまった、こうなったら出ていくしかない。

　全員で生徒会長を囲む形になった。別にイジメじゃないぞ。

「猪いの上うえ涼りよう鹿か！　ちょっとスカートのことで話があります！　神妙にお縄につきなさい！」

　なんだか、岡おかっ引ぴきみたいな発言になったな。

「…………どうしよう」

　生徒会長は困ったような声を出した。

　顔は無表情な鹿しかのお面のせいでわからないが、たぶん困っているんだろう。

「…………どうしたらいいかな？」

　もう一度独白しているぐらいだから、本当に困っているんだろうな。あるいは、もしかすると、こっちに質問していたのかもしれない。

　そして、ドアと壁のほうに向き直る。

　手をドア横の窓サッシに載せ、壁に足をかける。

「…………壁をのぼって逃げる」

「えっ！　そんな忍者みたいなことができるんだ！」

　だが、生徒会長は足をおろした。

　あれ、どういうこと？　逃げるんじゃないのか？

「…………諦あきらめた」

「すぐ、諦めるんかい！」

　また、ツッコミを入れてしまった……。この人、行動がいろいろとおかしい。

「…………こんな木のぼりみたいなことできるわけない」

「それなら、やろうとしなくていいですよ！」

「生徒会長、話があるの。あのスカートに変な洗脳効果をつけてるでしょ。いったい、どういうつもり？」

　真正面から縁えにしが尋ねる。

「…………まだ、訴状を見ていないので、コメントはさしひかえたい」

「ニュースでしか聞いたことのない発言で誤魔化そうとしてる！」

「…………それでは、次のニュースです」

「そこはニュースの真似しなくていいですから！　その手前まででいいですから！」

　今度は眞ま如じよ花かが前に出る。

「生徒会長様、あのスカートにはどんな秘密があるんですか？　教えて！」

　様付けだけど、眞如花も真剣だ。

「せいとかいちょうさま……？」

　生徒会長がオウム返しで聞く。

「はい、生徒会長様！」

「…………にへへ」

　笑った……。どうやら、様を付けて呼ばれたことがよほどうれしかったらしい。

「…………これからも、生徒会長としての、職責を果たしていきたいです」

　ちょっとは、生徒会長らしい発言だ。

「…………まずは、部屋に入るところからはじめようと思います」

「すごく、初歩でつまずいてますよ！」

　きりんの体なので、ツッコミも丁寧語にしておく。

「…………職責、職責……そういえば、昨日の帰り、おまわりさんに職質を受けた」

「お面のせいですよ！　警察から見たら、相当怪しいから！」

「…………おまわりさんに名前を教えてと言われたので、『鹿しかさん』と答えたら、あなたの名前ですと言われた」

「うん、お面の動物の名前はみんな知ってますよ！」

「…………恥ずかしいから、副会長の名前を言った」

「副会長に責任なすりつけた！」

　なんか、コミュニケーション的なものがとれている気がするが、全然悪意みたいなものが感じ取れないんだよな。

　たんなる天然なだけの人なんだろうか。それならありがたいんだけど。

「状況わかってるのかしら。どうする？　とりあえずつかまえて拷問でもしとく？」

　さらっと、危ない発言が縁えにしから出た。おい、そういう手荒なことはやめろよ……。

「そうですね。真相究明には多少の犠牲は仕方ありません。犠牲の上に人々の歴史は作り上げられるのです。用具室には、荒縄があったと思います（ぼそっ）」

　きりんまで小声で余計なことを言い出した。

　お前らの話を聞いてると、どっちが正義かわからなくなってくる！

「ろうそく垂らすの、一回やってみたかったんだ。ほら、恥ずかしいけど死ぬまでに一回チャレンジしてみたいことってあるでしょ」

「女王様か！」

「…………もしかして、ぴんち？」

　生徒会長がおどおど怯おびえだした。うん、怯えるに足る話をしてるしな……。

「ええ、そうよ。知ってる？　鹿は日本中で増えすぎて、ばしばし駆除されてるの。鹿肉ステーキにしてあげるからね！」

「発言が悪役すぎます！　いいかげんにして！」

　だが、生徒会長の逃げ場をふさいで、チャンスなのは間違いない。

　ここは、なんとか秘密を聞き出して────あれ。

　体が動かなくなってる……？

　まさか、魂が本来とは別の体に入っているから不具合が……？

　でも、灰はい島じまの時も止まったことなんてなかったし、眞ま如じよ花かからもご先祖様からも注意を受けたことすらなかった。

「何かおかしい！　腕が動かないんだけど……。どういうこと!?」

「あれれ、わたしも動かないよ……」

　縁えにしも眞如花も動けなくなっているらしい。俺おれだけの問題ではないらしい。

　だとしたら、まさか、魔法を使われた？

　でも、生徒会長が何か魔法を使ったようには見えないが。

「うちの生徒会長に変な真似はやめてもらえるか？」

　別の声が頭に響く。

　その声の主が、前に出てきた。

　頭に蝶の髪飾りが一つ。

　舞まい茨ばら蝶ちよう子こ──黒幕とおぼしき、副会長。

「…………あっ、蝶子、怖かった」

　すぐに舞茨の背後に隠れる生徒会長。

「悪いが、そんな簡単にボロは出さないからな。しばらく、そこで止まっていればいい」

　カギをポケットから取り出すと、慣れた手つきで舞茨は扉を開ける。

「カギはすべて私が持っている。涼りよう鹿かに渡しておくと、五分で紛失するからな」



    

  
    
      



    

  
    
      「生徒会長、もう少ししっかりして下さい！」

「だから、地下室のカギも涼りよう鹿かを探ってもムダだ」

　地下室のカギ、舞まい茨ばらははっきりとそう言った。

「やっぱり、地下室があるのね！」

「副会長としては、こう答えるしかないな。『公式には、そんなものは存在しません』とな」

「…………そういうこと」

「あと、生徒会長が警察に私の名前を告げたことのおしおきは部屋でしておく」

　しっかり、聞いてたんだ……。

「…………あっ、ごめん。つい、出来心で……」

「言い訳は中で聞く」

　そして、舞茨は生徒会室に入った。おくれて、生徒会長も中に入る。

「…………さようなら」

　わざわざ、おじぎをして生徒会長は扉を閉めた。

　そして、すぐに内側からカギがかけられる。

「やはり、生徒会長じゃダメだな。舞茨を狙ねらうしかないか……」

「そのようですね。おのれ、舞茨め……」

「ところで、この金縛りっていつ解けるのかしら？」

　そうだよな……。このまま一日動けませんなんてことになったら、しゃれにならない。

「ひつじのくび～、とかげのえきす～、おなべにまぜて、とくせいのくすり～♪」

「「「歌うな！」」」

　金縛りが解けるのに、それから十分ほどかかった。

　あまり生徒が通らない道でよかったと思う。



　捜索は困難を極めた。

　ここは学校。つまり、一日の大半は授業時間だ。そうなると、堂々と動き回れる時間はわずかな休み時間しかない。しかも、その時間だって、舞茨の元に行って、カギを出せと言うわけにもいかない。

　授業ぐらいサボって探せばいいだろうという気もするが、委員長のきりんの体でそんなことをやるのは、それはそれでリスキーだ。当人がやりそうにない言動をやると、別人の疑いを強くしかねない。

　ううむ、どうすればいいのか……。

「チャンスは昼休みに来ます」

　だが、解決の糸口がきりんから出た。

　ちなみに、休み時間にきりんがしゃべる時は肩に乗せて、耳元で囁ささやいてもらっている。大きい声を出されるとまずいからな。俺おれも小声でしゃべる。

「どうして、昼休みなんだ？」

「舞まい茨ばら蝶ちよう子こは毎日、昼休みに図書室に行くんです」

「あっ、そうなんだ」

「本に集中しているなら隙すきもできますし、もしかすると、図書室に何か秘密があるのかもしれません」

「舞茨の行動パターンまでわかってるのか。さすがだな」

「ええ、スキャンダルの現場を押さえれば、奴を失脚させられますから」

「なんか、嫌な発想だな……」

　昼休みになると、すぐに舞茨蝶子のいるクラスに前に向かった。面子めんつは俺（ぬいぐるみのきりん付き）と、眞ま如じよ花か・縁えにし。

　ここで張りこんで様子を見る。昼ごはんは、あとまわしだ。

「おなか、すいたな～」

「眞如花、今ぐらいは我慢しろ」

「これじゃ、おなかと背中がくっついてウロボロス時空だよ」

「暗黒魔法っぽいけど、よくわからん！」

　パンを二つほど食べると、舞茨は席を立った。

「間違いなく、図書室に行くはずです。追いかけましょう！」

　よし、慎重に舞茨のあとをつけていく。

　しかし、これはきりんの体でよかったかもしれない。男が副会長をストーキングしているなんて噂うわさが立つと悲惨だ。

　尾行なんてしたことないからかもしれないが、なかなか、これが大変だった。

　ちらっ。ちらっ。

　舞茨がちらちら、後ろを振り返ってくるのだ。

　そのたび、すぐそばの教室に飛び入ったりして、視線をかわした。これは勘付かれてるか？　いや、俺たちが追っているのは知ってるわけだし、当たり前か。

「これじゃ、図書室まで追いかけるのは絶望的ね。ちょっと来なさい」

　縁は俺と眞如花を階段の踊り場に連れてきた。

「なあ、ゆっくりしてると、舞茨が──」

「すぐに終わるから、心配しないで。うん、誰だれも見てないし、大丈夫かな」

　縁はしゃがみこむと、床に手を置く。

　かすかに床が緑色に光った気がした。

「魔法をかけた。ちなみに、スパッツはいてるから、スカートの呪のろいも無事ね」

「魔法って何の？」

「その場でジャンプしてみて」

　ぴょんと軽くジャンプした。

「わっ！　いきなり跳ばないで下さいよ！　ぬいぐるみには、かなりの恐怖感なんですよ！」

　きりんから苦情が来た。そうだった、クマサイズだと人間の動きって大きいんだよな。

「悪い、悪い……。それで、縁えにし、魔法の効果って？」

「今、着地した時に、音がしなかったでしょ」

「えいっ！」

　確かめるべく、横で眞ま如じよ花かもジャンプした。スカートがその勢いでめくれて……いや、それはどうでもいい。

　やはり、足音は何もしない。耳に意識を向けていたのに。

「大地に足音を吸収させる魔法。この床は大地じゃないけど、大地とつながってるから範囲内ってことね」

「そうか、これなら舞まい茨ばらを追いかけられる！」

　善は急げで俺おれたちは図書室に走る。

　ちょうど、舞茨が図書室に入っていくのを確認できた。

　そのまま、こちらもそうっと入室。舞茨の行方を探す。

　なにやら、カウンターの生徒につぶやいている。

「書庫に入る」

「わかりました」

　そして、カウンターを抜けて、奥の書庫らしきドアに入っていく。

「これは決定的証拠なんじゃないか？」

「あれ、地下室は生徒会室の下じゃなかったっけ？」

「事情は知らないけど、何かあるのは事実だろ。だけど、カウンターの許可を得ないと入れないエリアなんだよな」

　こっちは公権力でもなんでもないからな……。

　普通に突入を試みても、ブロックされるだろう……。

　きりんが俺の胸をぽんぽん叩たたく。

　話があるという合図だ。耳元にきりんを持ち上げる。

「ここは、ワタシに策があります」

「どんな策だ？」

「あの、ワタシのお財布に……ごにょごにょ」

「……本当にそんなので行けるのか？」

「大丈夫です！　やって下さい！　それに灰はい島じま縁えにしばかり活躍されるのなんて癪しやくです。今度はワタシが……」

　ほかに手はないしな。やってみるしかないか。

「あの、すみません」

　カウンターの貸出カウンターの男子に声をかける。

　今の俺おれは海かい龍りゆう寺じきりんだ、海龍寺きりんだ……。スマイル、スマイル……。

「少し、奥に入りたいんですが」

　そして、笑顔で、それを渡した。

　一万円札を。

「…………どうぞ」

　買収に成功した！　すごいよ、一万円！　すごいよ、福ふく沢ざわ諭ゆ吉きち！

「さすが、海龍寺ね。こういう小賢しいことにかけては、天才的……」

　褒めてるのか、けなしてるのかよくわからない縁の表現。おそらく、後者だろうな。

「ふっ。偉大な政治家は清濁併せ持つのです。覇道のためには少しの賄わい賂ろも必要です」

　なんとなく、きりんが生徒会長選挙で負けたの、わかる気がする。

「灰島縁、あなたにだけ、手柄は渡しませんからね」

　また、この二人、張り合ってるな。だが、今はそれがいい相乗効果を出してる。

　ドアを開けて、奥の部屋へ。

　書庫らしく、本棚がずらりと並んでいる。その中で、ひときわ目を引く地下への階段。

「地下室。これは何かあるでしょ」

「ああ、胸がどきどきしてきました。これで、舞まい茨ばら蝶ちよう子この天下も終わりです。ワタシが権力を……。ああ、鼻血出そうです」

「その姿で、鼻血出すのはやめてくれ。ホラーすぎる」

　階段はバックヤードのためか、無骨な金属製のものだ。

　足音を消していなかったら、音が目立っていたかもしれない。やはり、持つべきものは魔女の友達かもな。

「眞ま如じよ花か、何か魔法を唱える準備をしときなさい。いきなり、敵が襲ってくるかもしれない。今のあなたには、あまり使ってほしくないけど」

「うん、わかったよ。ありがと、縁」

「敵の本拠地だもんな。だけど、眞如花もスパッツはいてれば、それでリスクは回避できたんじゃ……？」

　魔法を使うことで洗脳が行われるなら、悪化は止められるかもしれない。

「もちろん、それも考えたけど、スカートのおかげで魔法の威力が急上昇しているのも事実だから。場合によっては、その力に頼るしかないかもしれない」

　なるほどな。安全のためだからって、ジリ貧になるわけにもいかないってことか。

「うん、暗黒魔法は肉を切らせて骨を断つところがあるからね」

　眞ま如じよ花かが微笑んでくれる。ただ、本人が納得してるからって、余計な危険は冒してほしくない。できれば、無事にすめばいいんだが。

　地下にあるのは大量の本棚。

　階段の古さからしても、昔からある書庫なんだろう。

　そのフロアの隅にまたドアがあった。

　ドアの前には、『風紀改善対策室』というプレート。

　しかも、ドアにはカギが差したままになっている。

「怪しさ爆発だな。よし、行くか」

「ＯＫ。それと、大だい介すけはきりんのふりをしてね。敵に弱みを握られないように」

　縁えにしはしゃがんで、床に手を触れる。事前に魔力の充じゆう填てんをしているんだろう。

「ぬばたま、ぬばたま、ぬばたま、ぬまばた、ぬまばた！　うん、わたしも詠唱準備ＯＫだよ！」

「眞如花、早口言葉の練習のつもりかもしれんが、途中から間違ってるぞ……」

「ふふふ、舞まい茨ばら蝶ちよう子こ、ここが年貢の納め時です！」

　よし、いよいよ踏みこむか。俺おれもきりんに成りきらないとな。

　ドアに手をかけ、一気に引く。

「舞茨蝶子、秘密の地下室を発見しましたよっ！」

　部屋には、座って何かを読んでいる舞茨蝶子──とそれに向き合って座っている幼女の学園長がいた。

　あれ、なんで、学園長がいるの？

　まさか、学園長が黒幕なんてことはないよな……。そんなことになったら、大ピンチなんだが……。かなり情報を知られてるし……。

「ほう、お前らが来るとは珍しいな」

　学園長はとくに焦る様子もない。

　肩に乗っている黒猫が「にゃ～」と、こちらも気楽に鳴いた。

「あ、猫さん、かわい～」

　眞如花が、これまた緊張感のない声を出す。

「な、な、な……まさか、この場所が、ば、ばれりゅだにゃんて……」

　一方で、舞茨は無茶苦茶テンパっているようだ。まともに発音できてないもんな。冷静沈着な副会長のイメージはない。

　つか、この部屋、何なんだ？　机と椅い子すの周囲は本棚しかない。『風紀改善対策室』というよりは、書庫の一部みたいだが。

　そういえば、舞まい茨ばらが開いてる本、やけに肌色率が高いよな。何かの雑誌？

「ちょっと、見せて下さい」

　本の表紙を見てみる。

　どう見ても、エロ本です。本当にありがとうございました。

　つか、表紙のフレーズがすごいな。「水着のままのほうが興奮するの。泳いだあと、むしろ泳ぐ前」とか「あなたと合体自由形世界新」とか……。こんな言葉を大人が真剣に頭悩ませて作ってると思うと、なんか……もうね。

「ちぎゃうじょ、ちぎゃう、わたしはむっっっちゅりでひゃなひぃ！」

　必死に否定しているようだが、焦りすぎてて、もはや何を言っているのかわからん。

「わっ……ゾウさんがゾウさんで……あふぅ……」

　眞ま如じよ花かはめまいを起こしかけていた。

　たしかにこれは眞如花にとって刺激が強すぎる。

「学園長、この若者の欲望に忠実な部屋は何なの？」

　一人、冷静さを保っている縁えにしが学園長のほうに聞いた。

　この状況で平静を保っているってのもすごいよな……。

「ところで、クマさんのぬいぐるみ写真集はないの？　こんなんじゃ、むしろ萎なえる」

　たんに俺おれたちよりアブノーマルなだけだった。

　まあ、公衆の面前でクマのぬいぐるみの本を開いても犯罪にはならないだろうけど、それではあはあしている人がいたら、それはそれで問題だよね。

「ドアの前に書いていただろう。『風紀改善対策室』だ」

「いや、確実に風紀を乱れさせてる……させてますよ！」

　まだ、きりん口調でのツッコミに慣れてない。早く慣れないとな……。

「だから、こうやって秘密裏に図書室の地下書庫の一角に置いてあるのだ。ここは、生徒では生徒会長・副会長・風紀委員長の三人しか入れないことになっている」

「まさか、これ、学校のお金で買ってるんじゃ……」

「あほか。すべて、生徒が学校に持ってきたのを没収したものだ」

　あっ。なるほど、なるほど。

　だから、エロ本ばかりなんだな。代々の生徒たちの魂の叫びがここに収納されているのか……。

「なお、私は鑑賞のためによく来ている」

「やっぱり、動機が不純じゃないですか！」

「それと、副会長の舞茨もよく訪れている。管理的な仕事ばかりしていたら、疲れるからな。こういう息抜きもいいのではないか」

　学園長がさらりと暴露した。

　堅物の副会長にこんな秘密が……。

　むしろ、エロ本持ってきたら校内引き回しにしたりとか、取り締まってる側のはずなのに……。

「ち、ちが、これはせいとのもんだいこうどうのはあくのためであって、あかちゃんはこうのとりがはこんでくるんだからな……」

「いろいろと混乱していますよ、舞まい茨ばら蝶ちよう子こ」

　舞茨は狼ろう狽ばいってこういう表情を言うのかと思うほどに、しどろもどろになっていた。なんか、追及するのが可哀想になってくるな……。

「舞茨敗れたり（ぼそっ）」

　小声できりんが言った。

「写メで撮影しておいて下さい（ぼそっ）」

　お前な、さすがにそんな強請ゆすりみたいなのは……。

　ぱしゃ、ぱしゃ、ぱしゃ！

　縁えにしが携帯で撮影しまくっていた。

「灰はい島じま縁、やりすぎだ……やりすぎですよ！」

「いい？　平たいらの清きよ盛もりは頼より朝ともの命を救ったから、平へい氏しは源げん氏じに滅ぼされたのよ。つぶす時はつぶさないとダメ」

　冷徹に縁は言った。やっぱり、こいつは敵にまわしてはいけないタイプだ。自分の未来を灰色にされる……。

「やめて、やめて、やめて……これはほんとうにちぇっくのためであって……」

「へえ、そんなに真剣にチェックしてるんだ。じゃあ、どれが何年何組のどの生徒から没収したものだとか、わかってるのかな？　いくつか例を見せてくれない？」

　とげとげしい言葉が舞茨に刺さる（あくまで比ひ喩ゆです）。

　なんで、こんなにナチュラルにＳになれるんだ、こいつ……。

「あ、はい……それだったら……」

　舞茨が半死半生で本棚に向かう。どうも本のサイズ的にエロ漫画っぽい。

「これは、海かい龍りゆう寺じきりんから没収したものだ……」

　一冊の本を机に置いた。



『委員長は縛られたいっ！』



「ぶっ！」

　思わず、むせた。

　なんて、セレクトしてるんだよ、きりん……。しかも、どうして学校に持ってきてるんだよ……。

「ぶごふっ……」

　なんか、汚い声が胸のあたりから聞こえてきた。

　発生源は、きりんだ。

「うっ……うっうぅ……」

　泣いてるのか、泣いてるっぽいな……。涙は出ないだろうけど……。

「このあたりも海かい龍りゆう寺じきりんから没収したものだ」

『委員長奴隷～あなたに絶対服従～』『イケナイ呼び出し。委員長のえっちな責務？』

「本来なら引き回しだったが、委員長としての功績があるということで、罪を一等減じて没収だけにした」

「もう、やめてあげて！　いや、やめて下さい！　ワタシの人権をこれ以上奈な落らくの底に突き落とさないで下さい！」

　もう、ドクターストップである。これ以上続いたら、きりんが悶もん死ししかねん。

　なんなんだろう、これは。舞まい茨ばらもきりんも大きな心の傷を負っているというか、なんというか。ああ、これが喧けん嘩か両成敗ということか。

「さあ、この部屋にいりびたっていることをばらされたくなかったら、洗いざらい吐きなさい。でないと、この写真を公開するから」

　そして、縁えにしは縁で、徹底してこれをネタに攻撃するつもりだな……。

「そ、それなら、こちらも海龍寺きりんが、えっちな本を持ってきて取り締まられたことを表おもて沙ざ汰たにするぞ……」

　危険を察知し、舞茨もぎりぎりの駆け引きを演じる。

「うん、いいよ」

　すごく、いい顔で縁が笑った。

「むしろ、公開してくれって感じ？　もう、検挙した時の海龍寺の発言録もすべて出しちゃっていいし。うん、余裕、余裕」

「待ちなさい！　あなた、どさくさにまぎれて社会的に殺す気ですね！」

　しまった。縁にとったら、ウィン・ウィンの関係になってしまう。

　腕の中できりんがばたばた暴れている。

　わかる、お前の気持ちはわかる。俺おれも善処するから、少し待っててくれ。

「いや～、クラスメイトの、それも委員長が大きな傷を受けるのは、私もすごく遺憾なんだけど、でも、さらなる正義のためには仕方ないよね。公明正大な委員長がノーと言うはずないよね。だって、大義のために立ち上がるのが委員長というものだもんね。そんな保身のための選択肢をとるような人間のクズ・ゲス・ゴミなわけがないもんね。だから、脅したってムダだから」

　うわ、無茶苦茶楽しそうな顔してる！

　縁えにしが肩に手を置いてきた。

「海かい龍りゆう寺じ、あなたの死は無意味なものになんてしない。あなたの勇姿、いつまでも私が語り伝えていくから」

「おもしろおかしく言いふらすだけでしょうが！　しかも、勝手に死んだことにしないで下さい！」

「でも、社会的には死ぬかな～って」

「やめて！」

「あっ、灰はい島じま、この部屋の情報公開はダメだぞ。それは学園長命令として許可できない。そもそも、お前たちがこの書庫の内部に入れているという時点でおかしいのだからな」

　賄わい賂ろで無理矢理入ってるのは事実だからな……。

「ちっ。命拾いしたと思いなさい」

　縁、お前、ヒールっぽい発言にゆがみないな……。

「さ、さあ……ここの部屋に君たちは入る資格がない。か、か、帰ってくれ！」

　残念だが、舞まい茨ばらの要求は正当だ。

　ここで事を荒立てるとこちらが悪者になってしまう。

「そうね、ここは素直に引き下がる。海龍寺の性癖もしっかりわかったことだし」

「うぅ……うう、うえん……」

「あれ、そのぬいぐるみから涙声のようなものが……」

　舞茨が不気味なものを見るような目になる。

　このままでは、きりんが持たない。至急、去ろう！

「もう、帰りましょう！　灰島縁も傷口をえぐるような発言はひかえて下さい！」

「ゾウさんが一匹、ゾウさんが二匹、ゾウさんが三匹……」

　ああ！　眞ま如じよ花かは眞如花でえっちな本のショックで動けなくなってる！

　やけに静かだと思ったら、こっちはこっちでダメージを受けていた！

「ゾウさんの鼻が伸びて……ぱお～ん、ぱお～ん、ぱお～ん」

「漆うるし原ばらさん、漆原さん……？」

「まるで、その鼻はタコの触手みたいです……ぱお～ん、ぱお～ん」

「行きますよ、漆原さん！」

　眞如花の腕をとって、その場から撤退した。



　一階の図書室から屋上まで移動してきた。

　ぬいぐるみを交えて教室で話し合うわけにもいかないので、困った時の屋上だ。

「ぬいぐるみの体で、涙が出ないのが悔しいぐらいです」

　きりんは、その場にぐったりと倒れてしまう。

　正直、俺おれもかける言葉がない。あんなに堂々と性癖を暴露されたらな……。

「あらあら、元気出しなさいよ、海かい龍りゆう寺じ」

　縁えにしが声をかける。

　まったく信用できないが、ここは同性に任せたいところではある。なんとか慰めてやってくれ。

「ほうっておいて下さい。今のワタシの気持ちは、誰だれにも理解されません……。存在が耐えられないほど軽いです……体が塵ちりになってしまったようです……」

「そんなに縛ってほしいなら、ワタシがいくらでも縛ってあげるからさ」

「そういう問題ではありません！」

「別にいいじゃん。あんたの性癖を知ってる男は、この世で大介しかいないんだから。一人に知られたからって、どういうことないんじゃない？」

「……………………」

　あれ。

　今のはまともなフォローの発言に聞こえたんだけど、かえってダメージになったみたいだ。

「弱いのね。だいたい、えっちな女の子のことを男が嫌いだとは限らないのに」

　クマの耳がぴくんと動いた。そんな器用なアクションもできるのか。

「あの……」

　きりんが立ち上がる。といっても、たいした高さではないけど。

「うん、何だ？」

「えっちな女の子のことは嫌いですか…………？」

　なぜ、それを俺に聞く…………。

　直球かつ、回答に困る質問だ。

「あ、あくまで、大だい介すけ君個人への質問ですからね。男子全般の動向とかは、わからなくていいですから……」

「そうだな、い、いいんじゃないかな……。そりゃ、人前で卑ひ猥わいな発言されたりすると困るけど、そのあたり節度を守ってくれるなら……」

　ひとまず、こんな形で答えるしかないな……。

「むしろ、少しえっちな子のほうがいいって奴だっているだろうし、そんなに気にしなくてもいいんじゃないかな……」

「そうですか！　少しだけほっとしました」

　多少はテンションが上がってくれたようで、なによりだ。

　ただ、実はもう一人、ショックを受けている人間がいた。

「ゾウさんが百三十四匹、ゾウさんが百三十五匹、ゾウさんが百三十六匹……」

　地下の書庫に入って以来、眞ま如じよ花かはずっとこんな感じなのだ。

　いつのまにやら、サファリパークも真まっ青さおな数のゾウさんの頭数になってしまっている。

「怖いよ、怖いよ……」

　たしかにあの部屋はちょっと怖い。でも、部屋はとっくに出てるんだし、そろそろ切り替えてもらわないといけない。

「なあ、眞如花、もう大丈夫だ──」

「怖いよ、生徒会長様、助けて……」

　あれ、また変な兆候が……。

「怖かったよ……生徒を守って下さる生徒会長様、助けて……」

「これは悪化してる。よくない傾向」

　縁えにしが、ずばり言った。

「今日は眞如花は魔法使ってないはずなんだがな……。まさか、もう手遅れなのか？」

「時間が経たてば経つほどよくないのは、間違いないかな。これは、本当に舞まい茨ばら蝶ちよう子こをとっちめないと取り返しのつかないことになるかも」

　だが、昼休みのチャンスもついえてしまったしな……。

「まだ、舞茨蝶子につけいる隙すきはあります」

　きりんが言った。

「舞茨蝶子は部活もやっています。その時間を狙ねらいましょう」

「へえ、生徒会もやってるのに熱心だな。ところで何部なんだ？」

「生物部です」



    

  
    
      ４話　生物部体験入部





　放課後。

　ある者はスポーツに、ある者は芸術に。

　打ちこむものがある生徒たちが教室を飛び出していく。

　真しん宝ぽう学がく園えんは、極めて部活に熱心な高校で、多くの運動部、文化部で全国レベルの結果を残している。

　学校が終わるなり、だらだらと家路に着く帰宅部のほうが少数派だ。もっとも、生身の体じゃない俺おれはどのみち選択肢なんてなくて、部活で汗を流している場合じゃないんだが。

　ただ、今日ばっかりは部活に精を出す必要がありそうだ。

「舞まい茨ばら蝶ちよう子こは生物部なのです。部活中は必ず隙すきもできるはずです」

　しかし、きりんは舞茨について詳しいな。敵ながら、少しだけ舞茨のことに同情しそうになってきた。

　でも、眞ま如じよ花かをこんなことにしたのは、あいつらのせいだろうからな。そのツケは払ってもらう。

「もしかして、生徒会長様のせいで、わたし、変になってるのかな……」

「うん。変になってきてる。全部、そのスカートのせいだ」

　ぽんぽん。不安そうな眞如花の頭に手を載せる。

「でも、心配するな。絶対、その呪のろい、解いてやるから」

「うん！　大だい介すけ、ありがとう！」

　眞如花もいつもどおりの笑顔でこたえてくれた。

「まあ、お礼は生徒会をやっつけて、呪いを解いたあとでいいさ」

　転入早々、生徒会のやり方に首を突っこみたくはないけど、幼おさな馴な染じみに手を出されたら黙ってるわけにもいかない。

「では、作戦のとおり、体験入部ということで話を進めましょう」

　俺たちは生物教室の前に来ている。

　ここが生物部の活動場所だ。

「う～ん。生物部か……。あまり、いい話を聞かないのよね。いや、むしろ、一般的にはいい話なのか」

　くちびるに手をあてて、縁えにしが煮え切らない発言をする。

「悪い魔女がいるなんて話があるのか？」

「そういうのじゃない。なんていうのかな、この学校の常で、生物部もすごく熱心らしいんだよね。何もなければいいんだけど……」

「そりゃ、真面目な部活に、入部する気もないのに体験入部するのは悪いかもしれないけど、仕方ないだろ」

「うん。もちろん、そうなんだけどね……。あまり気にしてばかりいてもしょうがないか。行こう！」

　さあ、舞まい茨ばら、しっぽをつかませてもらうぞ！

　みんなを代表して、俺おれが扉を開く。

「失礼します！　体験入部させて下さい！」

　一斉にガスマスクが俺のほうを向いた。

　ガスマスクです。白衣にガスマスクの集団が教室内にたくさんいるんです。

　え、何これ……。この人たち、何してるんだ……？

　知られてはいけない危険な研究の場に出くわしちゃったとか……？　でも、扉開いてたしな……。

「うわ、なんか気持ち悪い……」

「白い部分が多くて怖いよ～……。もっと、黒いところないの……？」

　眞ま如じよ花かの反応がちょっとずれているが、この集団が異様に見えるのは間違いないようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　扉を開けたことを、早速後悔しはじめていた。でも、今更閉められないしな……。

「体験入部か。君たちに生物の神秘に触れる覚悟はあるのか？」

　リーダーらしき人（たぶん男）が質問してきた。

　うわ、まさか生物部でこんな質問受けるとは思わなかったよ……。もっとゆるいレベルのノリを想定してたよ……。

　でも、ここで　ないと言ったらおしまいだよな。

　そういうわけにはいかないのだ。

　眞ま如じよ花かの身に危険がおよんでいるのだから。

「はい！　ワタシはその生き物の深しん淵えんをのぞきこみたいんです！　そして神の叡えい智ちをこの目で見たいんです！」

　なんとなく、それっぽいことを言ってみた。正解でありますように……。

「たとえ、許されないことだとしてもか？」

「はい、そうです！」

　いや、許されないってどういう意味？　人体実験とかは困るんだが。

「すべてを捨てる勇気があるんだな！」

「は、はい」

　そんな勇気なんてないけど、そう答えるしかない。

　間違いなく、世界で一番入会に厳しい生物部だと思う。

「我々が行うのは本来秘されているはずの神の叡智を、神が創った設計図を暴くことだ。地獄に落ちるつもりで来てもらいたい」

「わかりました……」

　本音では、怖いのでやめておきますと言いたい……。

「そうか。わかった、入部を許可しよう。三人分のマスクと白衣を用意しろ！」

　どうやら、許可が出たらしい。それにしても不気味だな……。俺おれが小学生だったら、絶対に泣き出してる。

「だが、ゆめゆめ忘れないようにな。深淵をのぞいている時、深淵もまた我々をのぞいているのだ」

　何者だよ、こいつら……。やはり、真しん宝ぽう学がく園えんの部活は一味違うらしい。

「待って下さい！　反対です！」

　だが、ガスマスクの一人が抗議の声をあげた。

「この人たちに、まともな探究心があるとは思えません！　そもそも三人揃そろって入部とか不自然です！」

「落ち着け、舞まい茨ばら」

　リーダー（暫定的）がたしなめるように言った。

　やっぱり、反対しているのが舞まい茨ばららしい。

「君の気持ちもわかる。だが、生物部をやるということは、それは命を懸けて探究に尽くすということと同じだ。仲良し三人組で入部したいだけなら、もっとほかのゆるい部活を選ぶはずだ」

　うわっ……なんで命懸け前提なの……？

「少なくとも、今、決意を叫んでいた子には、強い意志が見えた。君が自分の生まれ育った土地の生き物を調べたいと語っていた時と同じ目だ」

　どうやら、舞茨は舞茨でそれなりの目的があって、この部活に入ったらしい。

「わかりました……」

　舞茨が折れた。これで同じ部活に入りこむことまではできた。

　さて、問題はここからだな。

　ひとまず、俺おれたちは支給された白衣とガスマスクを装着する──つもりだったが、今日は有毒物質は出てないのでマスクのほうはいらないと言われた。部活のほかの面々もマスクははずした。普段は有毒物質が出るのかよ……。

　どうやら、部活前のミーティングは気合を入れるために、マスクをするのだという。やっぱり、どことなく変な部活だな……。

　おそらく、生徒会のカギはすべて舞茨が管理している。生徒会長が部屋のカギすら持ってなかったことからも、それは想像がつく。謎なぞの地下室のカギなら、さらに重要度が高いからなおさらだ。

　たぶん、肌身離さず持っている可能性が高い。

　きりんいわく「舞茨みたいな性格の人間は、自分が把握できる範囲に物を置いておかないと安心できないんです。あの、本心では誰だれも信用していない目を見ればわかります」ということだ。

「おそらく、そんなところでしょうね」

　そんな印象論で大丈夫なのかと思ったが、珍しく縁えにしが同調した。

　舞茨が魔女で、何か秘密を隠しているなら、きっとそうするはずだというのだ。

　──魔女は孤独な存在だから。手の届くところから、カギを離したりなんてしない。

　二人の魔女がそう言うのだから、俺としては信用するしかない。

　だが、どうやって隙すきを作ったものかな。

　たとえば、舞茨の胸ポケットにカギが入っているとして、そのポケットに手をつっこむわけにもいかない。きりんの姿だから、ふらんけん君の体でやるよりはマシだろうけれど、それでもまずいだろ。

　ただでさえ、白衣を着てるわけだしな。時間を止める魔法が使いたいぐらいだ。

「パニックを起こすってのはどう？」

　小声で縁えにしが言ってきた。

「部活が大混乱している間に、舞まい茨ばらを狙ねらうの」

「でも、どうやってパニックを発生させるんだ？　火事だとでも叫ぶのか？」

　こちらももちろん小声だ。

　とてもじゃないが、その程度で浮き足立つ集団には思えない。

　今も、「じゃあ、キメラの生態研究するぞ」とか言って、ゲージから鳥とトカゲが混ざったような動物を取り出していた。いったい、何が彼らをあんなに動かすのだろう。

　とりあえず、その動物が何か詳しく教えてくれ。鳥類か爬は虫ちゆう類るいかだけでも知りたい。いや、動物を気にしてる場合じゃないな。

　だが、縁はかなり自信ありげに、

「魔女にできないことは、そんなにないからね」

　さらにトーンを落とした声で言った。

「できないことと言えば、打ち切り漫画を救済するぐらいかな」

「その行為、そんなに難易度高いんだ！」

「手はあるから。眞ま如じよ花か、帽子は持ってきてる？」

　興味深そうにキメラを眺めている眞如花に声がかかった。

「うん。持ってきてるよ偉大なる生徒会長様万歳」

「使い魔も入ってる？」

「うん偉大なる生徒会長様万歳」

　うわ、かなり悪化してきてる……。話した言葉の後ろにやたらと「偉大なる生徒会長様万歳」がついてるし。ホームページ上のバナー広告みたいになってるな。

　ただ、理性はあるらしく、カバンを持ってきた。そこから帽子を取り出す。眞如花にとって大切な魔女っ娘帽子だ。

「さあ、皆さん、今からこの漆うるし原ばらさんが手品をするから」

　縁がいきなり声をあげて、眞如花を紹介する。

　眞如花もまんざらではなさそうだ。

「えへへ、漆原眞如花です、今から、さん、にい、いち、で変わった動物を出しま～す偉大なる生徒会長様万歳」

「あっ、『偉大なる生徒会長様万歳』はスルーしてね」

　生物部員たちの目がマジだ。舞茨まで真剣な顔で見守ってるし。

「はい！　さん、にい──」

　カウントの途中で帽子から何かが飛び出た。

　とりあえず「何か」とでも言うしかない、謎なぞの生き物だ。

　身長は一メートル弱、全身黒のけむくじゃらで、二本の足で立っている。小型イエティとでも言えば近いだろうか……。

「眞ま如じよ花か、これ、何の動物だ？」

「使い魔だよ～生徒会長様万歳」

　毛むくじゃらの使い魔が、こくりとうなずいた。人語は解するらしい。

「しかし、いかにも真っ黒で闇やみの世界の生き物って感じだな」

「黒いのは汚れてるだけで、本来は白いんだよ偉大なる生徒会長様万歳」

「汚ねえ！　ちゃんと洗っとけよ！」

　しかし、予想以上に変な生き物が出た。これなら、パニックぐらい、起こせるだろう。

「ああ、その系統か」

「その系統の中では珍しいほうだね。Ｃ類？」

「日本の中では少ないけどね、その系統」

　この面子めんつ、平然と対応しすぎ……。

　つか、「その系統」って、どういう系統なんだ。

「なかなかいい動物を飼っているな。だが、想像の範囲外というほどでもなかった」

　舞まい茨ばらが淡々と解説した。

「キタイハズレカ？」

　使い魔が聞いた。日本語、しゃべれるんだな……。

「期待はずれってほどじゃないけど、生物部はレベルが高いから。はい、お帰り」

　使い魔はもぞもぞと帽子に戻っていった。

　背中に哀愁が漂っていた。

　あいつにとったら、すっごく悲しい展開だよな、今の。

「舞茨蝶ちよう子こ、あの動物って地球上にいるんですか？」

　せっかくなので、聞いてみた。

「地球にはいないけど、銀河系全体で見ればいないこともない。希少価値をＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの五段階で示せば、Ｂぐらいだな」

「ハイレベルすぎるでしょう、生物部……」

「ちなみに、あの動物は、人間とコミュニケーションがとりやすいので、ペットとして持ちこまれることや、本人たちが地球にやってくることもある。ただ、政府にばれると厄介なことになるので、あまり人前には出さないほうがいいな」

「マジであなたたち、何者なんですか！」

「私は小さいころ、あれの亜種とよく遊んでいた。原っぱを走り回ったりしてな」

「生活が想像できません！」

「一緒に蝶を追いかけたりした」

「言葉だけ聞くと、ロマンティックだけど、むしろホラーっぽいですよ！」

　どうやら、使い魔作戦は失敗したらしい。

　もっと珍しいものとなると、そうそういないぞ……。

「ああ、カギは渡さないからな」

　さらりと、舞まい茨ばらが言った。

「やはり、カギを持っているんですね」

「漆うるし原ばらさんのことは、申し訳ないと思っている。だが、大義のためにはやむをえない。心配するな、命までとることはない」

「だ、だからって……」

「これは譲れないから」

　平行線か。

　舞茨も覚悟があるからこそ、何かをしようとしているのだろう。

「ところで、どうして、ずっとぬいぐるみを持ってるんだ？」

　ぎくっ。そりゃ、気になるよな……。

「図書室にまで持ってきていただろう。いつから、そんなにファンシー趣味になった？」

「ワタシだって女の子なんですから、ぬいぐるみにも興味持ちますよ。ははは……」

「ふ～ん」

　いかん、疑惑の目を向けられている。疑惑も何も疑って大正解なのだが、正解されると困る。

「少し試させてほしいことがある」

「な、何ですか……」

　舞茨は、すっとこちらの間合いに入ると、

　ぱしっ。

　ぬいぐるみにデコピンした。

「いたっ！」

　思わず、きりんが声を出した。

　げっ！　ばれる、ばれる！

「『いたっ！　いたたっ、もう、痛かったよ～、きりん』ああ、痛かったですね。クマさん。本当にひどいことをしますね、この女は。今度、呪のろってあげましょうね。『そうだね、ボクの考えた最強の呪いをかけてやるよ。冬の間はずっと冬眠しちゃうんだ』それ、地味に重い呪いですね、クマさん」

「何をしている……」

「愛するクマさんと会話しているだけです。暴力女は黙っていて下さい」

「最初の『いたっ！』だけ声が違っていた気がするんだが」

「いきなり叩たたかれてクマさんも声が高くなってしまったんです！　それだけです！」

　かなり強引にクマ好きキャラを捏ねつ造ぞう中。背に腹は代えられん。

　ほかの部員からも、「海かい龍りゆう寺じって、ああいうキャラだったっけ？」とか「あのクラスの委員長、性格変わった？」とかリアクションが返ってきているが、イメージダウンになるようなこと言ってるわけじゃないし、いいだろう。

　はあ、はあ……。これで、疑いもとれたかな……？

　だが、舞まい茨ばらの追及は止まらなかった。

「クマ好きなのに、クマさんなんて安直な名前なのか？」

　しつこいな……。いいかげん、「きりんはクマ好きの女の子」ってことで納得してくれよ……。

「クマさんはニックネームなんです。こ、この子の名前は、大おお隈くま重しげ信のぶ、そう大隈重信です！」

「なんか、ジジくさい名前だな……」

「ほうっておいて下さい！　クマさん、あいつに呪のろいをかけましょう。『うん、きりん。早稲田大学に落ちて、慶応大学にしか受からない呪いをかけてやろう』クマさん、呪いがマニアックすぎますよ。『きりん、それはね、大隈重信が早稲田を作った人だからだよ』」

　クマと会話する不思議系女子を無理矢理演じた。思いっきり、変な目で見られているが、そういうところを気にしたらいけない。こういうのは、恥ずかしいと思ってやると、余計に恥ずかしいのだ。

　はあ、はあ……。なかなか頑張ったと思う……。

　ただ、このペースで頑張ってたら、息切れしてしまう。できれば、そろそろ元の体に戻りたいところだ……。

「まあ、いいだろう。そのクマのことはいい」

　やっと、関心がそれた。ふぅ……。腕の中のきりんと同時にため息をつく。

「ん……クマがため息をついたような……」

「あ、愛があればクマさんがまるで生きているように見えるんです！　この大隈重信は、柿かきや栗くりが大好きなんです！」

「そうか。どうも、今日の海龍寺は性格が違う気がするな」

「余計なお世話です……」

　なかなか疑いが払拭できないようだ。まずいな。今度は疑惑の目がクマからきりんの体に向かいかけている。

「海龍寺、お前、尊敬する人物は誰だれだ？」

「は？」

「よく尊敬する人間の名前を言ってるだろう。こういう人物になりたいとか。入学早々の時はよく話し合ったな」

　あれ？　話し合ったってどういうことだ？

「どちらが、生徒会を動かすか勝負だとそんな話をよくしていた、そんな時、よく話題に出ただろう」

　なんだか、敵というより好敵手って関係に近いな……。

　もしかして、元々は舞まい茨ばらときりんはそれなりに仲が良かったんだろうか？

　ただ、この問題は難しいな……。どう考えても試されている……。今までと全然違うことを言い出したら、ばれるかもしれない……。

「今、尊敬している人は…………」

　なんとか、違和感のない答えを出さないとな……。

「あなたです！」

　そう言って、俺おれは舞茨を指差した。

「わ、私を？」

「はい。あなたは、結果的に生徒会副会長として権力を握りました。しかも、トップに自分以外の人間を戴いただくという権謀術策を使って！　この学校では、あなたが最高の政治家ですよ！」

　名づけて、褒め殺し作戦。

　これなら発言傾向が違うだとか、そんな発想も出てこないだろう。

「ありがとう……」

　礼まで言われた。それなりに効き目はあったらしい。

「だが、学園の権力だけではダメなんだ」

　何やら意味深なことを舞茨が言う。ほかに、どういう権力があるんだ。まさか、本当に政界に進出する気でもあるのか。

　少し、きりんと相談しているほうがいいな。だとしたら、場所も移すか。

「ちょっと、トイレに行ってきますね」

　生物室を離脱して、トイレに入る。

「なんだか、ワタシがどんどんぬいぐるみ偏愛キャラになっていく気がします……。それに、やむをえないとはいえ、舞茨蝶ちよう子こを褒めるのもやりすぎです……」

　文句を言われるとは思っていたが、やはり言われた。

　男が演じているわけだから、どうしてもきりんの理想からは遠ざかっていってしまう。

「ワタシは、そんなにいい人じゃないのに……」

　恥ずかしそうに、きりんがつぶやいた。ただ、小さな声で、上う手まく聞き取れない。

「悪い。聞き取れなかったんだが……」

「たいしたことじゃないですから、いいです。ところで、このまま、大だい介すけ君に抱かれているのは危なっかしいかもしれないですね。舞茨にばれそうになった時は、血の気が引きました」

　リスクはあるよな。体を元に戻せるまで、待機してもらっているぐらいのほうがいいかもしれない。時間的にも、そろそろご先祖セブンが準備を完了させるころだ。

「じゃ、カバンの中に入っとくか？」

「暗いのは怖いです……」

「じゃ、テーブルの上にでも載せておこうか？」

「もっと、怖いです……」

　きりんが俺おれにしがみついてきた。ぬいぐるみが出せるだろう最大限の力で。

「ぬいぐるみ役でじっとしているのは、すごく不安なんです。誰だれかがいたずらしてくるんじゃないかって思うと体がふるえそうになるんです……。だから、矛盾していますが、大だい介すけ君と一緒にいるほうが、ほっとするんです……」

　俺は、できるだけやさしく、きりんを抱きしめた。

　やっぱり、俺、ぬいぐるみにされた気持ちを生半可にしかわかってないな。

　身長三十センチぐらいのサイズにされて元気に生きろと言うほうが無茶だ。力だってないし、まわりのあらゆるものが恐ろしく見える。それこそ、きりんにとったら人間一人一人が巨人なのだ。

「わかった。このまま抱いてるから安心してくれ」

「ありがとうございます……。大介君はやさしいですね」

　きりんも少し落ち着いてくれただろうか。

「『このまま抱いてるから安心してくれ』、なんだか、言葉だけ聞くと、ロマンティックですね……」

「そ、そうかもな……」

　言葉どおりの意味なんだけどな。女の子に向けて言う言葉にしては、表現がうかつだったかもしれない……。

「ところで、舞まい茨ばらからカギを奪うのは難しそうだな」

　恥ずかしくなってきたので話題を転換する。

「そうですね。だけど、あいつがカギを手元に置いていることはほぼ確実です。部室が混乱状態になれば、奪い取ることもできるかもしれません」

「それが難しいんだけどな……」

　トイレを出ると、縁えにしと眞ま如じよ花かが待っていた。

「生物部をなめてた……。どんなモンスターでも来いって感じ……。むしろ、あいつらがモンスターなんじゃないの……？」

　縁はがっくりと肩を落としている。

「俺も同感だ。あんな連中を驚かせるって、どうしたらいいんだ？」

「──だから、リスクを覚悟でやるしかないかもしれない」

　気まずそうに、縁えにしが顔を曇らせる。

「何をするつもりなんだ……？」

　縁の目が眞ま如じよ花かに向けられる。

「眞如花にタコ系を召喚してもらう。いくら、あいつらでも自分たちを攻撃してくるモンスターがいたら平常心ではいられない。ほんとにヤバくなったら、私が退治するから心配しないで」

「タコ系って……。そりゃ、インパクトあるかもしれないけど、そんなことしたら────眞如花の洗脳が進む」

　かなり、言動がアレになってきてるのに、ここでそんな魔法を使ったらどうなることか。

「だから、苦肉の策なの。やるからには、結果がいる。それと、言うまでもなく、眞如花本人の同意──」

「やるよ」

　強い声が眞如花から上がった。

「このまま、ゆっくりしてても呪のろいが解けるかわからないし、それにほかの人もわたしみたいに呪われていっちゃうかもしれない。そんなのよくないよ」

「本当に眞如花、いいんだな？」

「人のために暗黒魔法は使わないといけないからね生徒会長様万歳」

「あぁっ！　かっこいいセリフのはずが、ダイナシに！」

　だけど、眞如花の覚悟はよくわかった。

「それにね──」

　眞如花は、俺おれのほうを見て、微笑む。

「わたしだって、少しは活躍しないと置いていかれちゃうからね」

「置いていかれる？」

「なんだか、縁に負けちゃいそうだから」

　何の話だろう？　魔法の話かな？　少なくともマラソンでは、大差で負けてるのは間違いないが。

「さあ、召喚するよ！　宇宙の片隅からタコ系を呼ぶよ！」



　召喚は生物教室に隣接している生物準備室でやることになった。

　この部屋は外からも入れるし、生物教室ともドアでつながっている。部活中は開放されているようなので、呪じゆ文もん詠唱にはちょうどよかった。

「射ぬ干ば玉たまの、闇やみより深き　冥めい府ふから、黒き心と　黒き身の、時も場もない　存在よ、我の祝詞のりとを　聞くがいい、アアアアアアア　アアアアア、アアアアアアア　アアアアア、アアアアアアア　アアアアア、アアアアアアア　アアアアア──」

「なんだか、これまでの呪じゆ文もんと違うな……ほとんど歌っていうか……」

「異世界のものを呼び出すからね」

　スカートが、だんだんとめくれていく。

　そして、室内に旋風が起こり──部屋の中に闇やみの渦が現れる。

「ブラックホールか、これ!?」

　その闇の渦から、触手のようなものが、ぞわぞわっと出てくる。

　ホラーにもほどがある。何も知らない状態で見てたら、確実に気絶してるな、これ……。

　しばらくすると、タコ系の全身が出てきた。

　渦のほうも収束して消えていった。無事に召喚は成功した。こんなもの、召喚していいのかどうかは除いて。

　──ドウシテ我ヲ呼ビ出シタ？

　また、頭にメッセージが聞こえてくる。

「それはタコ系を食べるためさ～」

「違う！　そんな赤ずきんに出てくるオオカミみたいな回答じゃ、断じてない！」

「ここの部員たちが、あなたを軽んじているらしいから、ちょっと、締めてきてやれば？」

　──ソレハ聞キ捨テナランナ。

　タコ系が体を引きずりながら、隣の生物教室に入っていく。這はったあとには粘液が床に残っていた。悪い、罪のない生物部員、未知の生き物と出会ってパニックになってくれ。

　早速、「うわー」とか「きゃー」とかいう声が聞こえる。

　今ごろ、逃げ回っているんだろうな。

「よし、パニックになっている間に舞まい茨ばらを狙ねらうから！」

　縁えにしが教室に入っていく。俺おれもそのあとに続く。だが──

　虫捕り網を持った部員がタコ系を追いかけていた。

「逃がすな！　高級食材だ！」

「地球上ではめったにお目にかかれないのに！」

　え？　ここでも食材として認識されてるの？

　てっきり、漆うるし原ばら家だけの例外だと思っていたのに。世界は広いな。いや、それどころじゃない。

　作戦にだいぶアクシデントが発生している。

　──助ケテクレ。食ワレル。オオイナル食欲ノ意志ヲ感ジル……。

　タコ系がスムーズに床を這いながら移動していた。まるで動く歩道の上にいるかのようである。動こうとは思えば、けっこう速く動けるんだな。

「生物部、強すぎるだろ……これじゃ、今回も失敗か……」

　タコ系は捕獲される運命にある気がする。弱肉強食だ。諦あきらめてくれ。

　冷静に状況を確認すると、舞まい茨ばらまでタコ系を追いかけていた。

「舞茨、業務用火炎放射器を使え！　あいつは火に弱い！」

「はい、部長！」

　舞茨が銃のように細長い武器を持ち出してくる。もはや、なんでもアリか。

　その武器が肩にかつがれる。火炎放射器と言うぐらいだから、あそこから火が出るんだろう。近づくと、危ないな。

　だが、その時、舞茨の顔があざ笑うようにゆがんだ。

「おっと。手がすべった」

　棒読みで言うと、発射口がこちらを向いた。

　ぶおおおおお！

　炎が走るようにやってくる！　こいつ、きりんを殺す気か？　中の人は俺おれだけど、火傷やけどは困る！

　いや、威力はそこまで強くなくて、もう失速しかけている。ただのイヤガラセか？

　かすかに炎がぬいぐるみのきりんをかすめた。

「あち、あちちちちちちち」

　足から煙を出して、きりんが飛び上がった。

　そのまま、床に着地し、付近を走る。

「消えて下さい！　消えて下さい！　あ、消えた……」

　どうやら無事だったらしいが、事態は最悪に近かった。

　完全にクマが動いているのがばれてしまった。しかも、生物部の連中の前で……。

「ぬいぐるみがしゃべってる！」

「それどころじゃない、タコだ！」

「タコを優先しろ！」

「そうですね、タコ食べたい！」

　ぬいぐるみのクマ　＜∧　タコ系

　──というのが生物部の認識らしい。もはや、部員たちはクマのことは眼中になく、タコ系だけを見ている。

　あっ、タコ系が廊下に出ていった。

「全員、部長の俺に続け！」

　そのまま、部員も部室の外に出ていってしまった。あの生物が人目に触れちゃうけど、もういいだろう。

　だが、最もばれてはいけない人間にばれたことに違いはない。

　舞茨がきりんの手をとった。

「このクマがきりんみたいだな」

　にやりと笑いながら、片手で抱きかかえる。

「つかまえた。どういう作戦か知らないが、自分から無力なぬいぐるみになるのが運の尽きだな」

「離して下さい！　これは不当な拘束です！　権力の濫らん用ようです！」

「このクマは生徒会室に連れていく」

　空いたほうの手で舞まい茨ばらは髪留めをはずす。

　その髪留めの先はカギのようになっていた。

「これが、お前たちの探していたものじゃないのか？」

　なるほど、本当に肌身離さず持っていたってわけだな。

「カギのありかを教えてくれるなんて、ずいぶん強気ね」

「お前ら、全員、金縛りに遭うからな。早朝の生徒会室の前のように」

「舞茨副会長、魔女なんですか……？」

　眞ま如じよ花かが不安そうに尋ねる。副会長には様付けは起こらないらしい。

「まあ、そういうことだ。『黒い狗いぬ』と言えば、わかるんじゃないか？」

　こいつ、組織のメンバーか。構成員が増えているというのは、本当なのかもしれない。

「お前、俺おれの体の場所も知ってるのか？」

「体？　何の話かさっぱりわからんな。私は生え抜きではなくて、連中の協力をあおぐために同盟しているだけだ。お前が何をされたのか、何者なのか、とくに知りもしない」

　とにかく、敵が目の前にいるのは間違いない。

「では、無様に金縛りに遭ってくれ」

　まずい。どういう魔法で金縛りになったのか、全然わかってないんだよな。種も仕掛けもわからないままじゃ、防ぎようがない。

　不安に駆られ、思わず後ろを振り返る。眞如花と縁えにしのほうを。

　だが、二人の顔は自信に満ちていた。

「暗黒魔法使いは、あなたなんかに負けないよ」

「ここまでヒントをもらったら、どうってことはないかな。眞如花、やりなさい」

　眞如花はとんがり帽子を頭に載せ、詠唱を開始した。



射ぬ干ば玉たまの闇やみより深き　冥めい府ふより

漉こしだし集めた　黒き種

この部屋の内に　蒔まいてゆく

咲き誇れるは　黒き闇



　部屋が闇やみに包まれた。

　空間を闇一色にする魔法らしい。これも、スカートによるブーストのせいだろうか。また洗脳が進むかもしれないが、非常事態だ。

「でも、これじゃ、こっちも何も見えないんじゃ……」

　しかし、そこは完全な闇とは違った。

　何か、白く透き通ったクラゲのようなものが羽ばたいている。

　これは、蝶？　透明な蝶だ。

「それが金縛りの正体だよ～」

　あっけらかんとした眞ま如じよ花かの声がする。

「縁えにしに教えてもらって、ああ、そうかって思った。そういえば、暗黒魔法に近い魔女さんの中で、こういう蝶を使う人がいるんだよね。普段は透明だから見えないけど、闇の中ならはっきりわかるね」

「あっ、そいつに触れないようにしてね。ふらんけん君じゃなくても止まっちゃうから」

　闇の中の縁の声は、ずいぶん余裕があるようだった。

「ちっ！　だからといって、カギがお前たちの手に入るわけではない！」

「さて、眞如花の次は私」

　何かが動き出す音。

　その次に聞こえてきたのは、「ひやっ！　あっ！」という舞まい茨ばらの悲鳴だった。

　でも、この悲鳴、なんか質がおかしくないか？

「あっ……なんだ、これ……ひゃっ……やめっ、あっ……」

「何なんですか？　ちょっと、えっちな声が聞こえますよ！」

　きりんの言うとおりだ。さっぱり、状況がわからん！

「あっ、そろそろ暗黒魔法がタイムアップかな」

　闇が去り、明かりの灯った部屋に戻る。

　ただ、闇が来る前と部屋の中は様変わりしていた。

「木が生えてる？」

　部屋中に枝が伸びている。とくに舞茨を中心に。

　どうやら、あの枝が触手のように、舞茨をまさぐっていたらしい。その証拠に、やけに舞茨のあたりに枝が集まっている。

　そして、舞茨を経由して、縁のほうにも伸びている。

　そして、舞茨の手にはあのカギがなくなっている。

「あれ、どこだ？　どこに行った？」

　舞茨があわてて、ポケットを探るが、見つからないようだ。

　そんな枝、どこにあったんだよと思ったら、校舎の横に生えていた木が窓を突き破って枝を伸ばしていた。

「スカートのおかげで、これぐらい楽勝ね」

　とっくに魔法を使い終わっている縁えにしは何食わぬ顔でいる。

「あ～、でも、きりん役の大だい介すけには悪いことしちゃったかな」

　いたずらっぽく縁がくすくすと笑う。

「暗くら闇やみだから、スカートがめくれるの、見えなかったよね」

「余計なことは言わなくていいから！」

「それでね、さらにすごいことがわかったよ。これ、ぱんつをはいてない場合、さらに威力が増すの」

「な、何言い出してるんだ！　どうせ、冗談だろ……。タチの悪い冗談はやめろ……」

「それじゃ、見てみる？」

　スカートを両手でたくしあげるしぐさをする縁。頭が痛くなってきた……。

「お前、悪ノリしすぎだ！」

「眞ま如じよ花かも一度試してみたら？」

　今度は標的が眞如花に向かった。

「そ、そ、そんなの困るよ！　だ、大介の前でなんて絶対ダメだよ──」

　眞如花が両手をぶんぶん振って否定する。

「──で、でも、生徒会長様の前でなら……」

「生徒会長の前でもダメだ！」

　ダメだな、やっぱり早く洗脳から眞如花を救わないと……。

「さて、眞如花を助けに行かないとね。副会長、あなたが探してるのはこれ？」

　縁がカギを持って笑う。

　枝でカギを奪って、それを自分のところまで持ってこさせていたらしい。

「さあ、きりん、戻ってきなさい」

「ワタシに命令しないで下さい！　それぐらい、わかってます！」

　文句を言いつつ、きりんが手を──舞まい茨ばらの口に入れた。

「けほっ、けほっ、けほっ！　何をする！」

　思わず、舞茨はむせる。

　ぬいぐるみが口に入ったら、だいたいああいう反応になる。攻撃力はないが、無害でもない。

　その隙すきにきりんは、俺おれの元まで戻ってきた。

　すぐに俺もきりんを抱きかかえる。

「おかえり」

「自分の体に抱かれるって、なんか変な感じです。これは、文学的には何かのメタファーとなるのでしょうか……。あるいは自己愛を示すものなのでしょうか。それはよくわかりませんが──」

　ぎゅっ。きりんが胸にしがみつく。

「──あなたといると安心するのは間違いありません」

「それは、何よりだ。でも、本当はこの体を早くきりんに返さないとな」

「そうですね、そうなると……こんなふうに抱きしめてもらえないのが残念ではありますが（ぼそっ）」

「ん？　何か言ったか？」

「何でもないです！　忘れて下さい！」

　これで、ようやく、生徒会に踏みこめるようになったな。

「ちっ！　涼りよう鹿かと一緒に迎え撃ってやる！」

　舞まい茨ばらは形勢不利と見てとったのか、生物室を出ていった。

　ホームグラウンドに戻るつもりなんだろう。

「縁えにし、みんなで追いかける？　ゆっくりしてると唯一神生徒会長様に準備をされちゃうよ！」

「少なくとも、眞ま如じよ花かがこの状態だし、こっちも準備をしないとまずいでしょ。もっと、頭数を増やさないとね」

　縁は、携帯をチェックしながら言う。どうやら、届いたメールでも読んでいるらしい。

「頭数って、どういうことだ？」

「保健室に行けばわかる。海かい龍りゆう寺じの力を借りるのは癪しやくだけど、それどころじゃないしね。しっかり働かせてやる」

「あ。もしかして魂を入れ替える──」

「そう、その準備ができたところらしいよ」



「あっ、来たね、来たね」

　扉の前で来訪を告げると、「出張中につき不在」とプレートのかかった扉がゆっくりと開いた。高たか階しな先生のお出迎えだ。

「こんにちは」「あとはすぐ」「おなか、すいた」「眞如花の呪のろい解いてね」「まかせて」「持病の腰痛が……」「応援してるよ」

　それから、七人のご先祖様。縁いわく、ご先祖セブンが集合している。

　そして、ふらんけん君の体がベッドに寝かされていた。

　今から、魂の入れ替え作業が行われるのだ。

「新しい機能もついたよ」「出血大サービス」「さすが、私たちね」「えっへん」「毎日がもっと楽しくなる、そんな企業を目指してます」「お客様第一主義」「ぜひ、ご利用下さい」

「ありがとうございます。ちなみに、どんな機能なんですか？」

「「「「「「「秘密！」」」」」」」

　大丈夫だろうか……。また、どうしようもない機能じゃないだろうな……。

　だが、口から火が出る機能が役立つこともあるし、何が幸いするかわからないけど。

「初めてじゃないけど、緊張するな、やっぱり……」

　俺おれはふらんけん君の逆側のベッドに横になる。

　その胸の上に、きりんもしがみつくように眠る。

「不思議ですね。元の体に戻るからうれしいはずなのに──怖いです」

　きりんの声は弱々しかった。

　そうだよな。魂を移し変えるだなんて、不安で恐ろしいよな。

　俺たちのやろうとしていることは、大きな禁忌に触れるかもしれない、だいそれたことなのだ。

　そして、事実として、漆うるし原ばら家の先祖は、魔女狩りに遭いそうになり、日本に逃げてきた。

　俺はクマのきりんの体をなでる。

　きりんの体を拝借している俺には、きりんを安心させる義務がある。

「大丈夫だ。みんなを信じろ」

「はい……」

　また、コードが、体に数本巻きつけられる。

「じゃ、行くよ。カウント、よーい。五」「四」「三」「……五」「四」「三」「五」

「ご先祖様！　たまにカウントを戻してる人がいます！　真面目にやって下さい！」

　こんなノリで魂を扱うのは勘弁してほしい……。

「大丈夫、二百年はやってるから」「西暦千二百三十五年からやってるよ」「百五十年、ブランクあったけど」「中国四千年の歴史」「よく当たると評判」「任せなさい」「眠い」

「あの、さらに不安になってきたんですが、大丈夫ですか、大だい介すけ君……？」

　ご先祖様ってしゃべればしゃべるほど信用を失っていくんだよな……。

　両腕と胸できりんを包む。

「俺を信じて。きりんもクマのままじゃ困るだろ」

「そうですね……こんな体じゃ、キスだってできないですし…………」

「キス？」

　彼氏でもいるのかな。いや、そこまでおかしなことじゃないか。十分すぎるほど、きりんはかわいいからな。誰だれかと付き合ってても不思議はない。

「わわわっ！　今の発言は忘れて下さい！　ご先祖様、はじめて下さってけっこうです！」

　ご先祖様たちがうなずいて、詠唱をはじめる。

「射ぬ干ば玉たまの」「射干玉の」「射干玉の」「射干玉の」「射干玉の」「射干玉の」「射干玉の」

　言葉が輪唱みたいに、少しずつ遅れて響く。

「数は力。これだけの魔女が協力して失敗することは万に一つもないから、大船に乗ったつもりでいなさい」

　見守っている縁えにしが解説してくれる。俺おれたちを安心させるためだろう。

　なんだかんだで、縁はやさしい。本気で友達が困っていれば、さっと手を差し伸べてくれる。

「いや、万に一つぐらいはあるか。物事に絶対はないし」

　そこは冷静に考えなくていいよ！

「それと、海かい龍りゆう寺じは元の姿に戻ったら、絶対泣かすから」

　台無しだ！　褒めたモノローグ、返せ！

「クマさんになったからって、どさくさにまぎれてべたべたくっつくんだから……」

　べたべたくっつくって俺のことだよな？　何かイライラするようなことがあるのか？　ああ、クマさんがクラスのライバルのきりんの体にべたべたするのが気に入らないのかな。

「ごめんね、わたしが呪のろいにかかってるせいで迷惑かけて……。嗚あ呼あ、全知全能の神、生徒会長様、生徒会長の中の生徒会長、生徒会長様」

　眞ま如じよ花かはこんな調子なので、魂入れ替えプロジェクトにはたずさわってない。お前も被害者なんだから、申し訳なさそうになんてしなくていいんだよ。俺たちが生徒会長の呪いから救ってやるからな。

　そうだ、俺は何から何まで眞如花に助けられて、生きている。

　眞如花がいなければ、今ごろ、魂は死神にリサイクルされてて、後悔することさえできなかっただろう。まして、松まつ森もり章しよう介すけとして高校生活が送れるなんてありえなかった。

　たまには、俺も眞如花を助けないと、こっちが申し訳ないや。

　そして、詠唱が終わる──と同時に俺の魂が引きずり出される。魂は迷うことなく、隣のふらんけん君に移り────────

「やっぱり、男の体のほうが気楽だな」

　意識が無事、ふらんけん君に定着した。

　もう、胸の重さとか、スカートのすーすーする感じとか経験しなくてすむ。

「ワタシも、元に戻れました」

　きりんも、ゆっくりとベッドから起き上がる。

「むしろ、戻ったというより、生き返ったって感じですね。生きていることに感謝です」

　胸にあったクマをいとおしそうに撫なでる。

　いつものきりんらしくない仕草だけど、恥ずかしながら、ぐっと来た。

　そのギャップと、その時の子供をいつくしむような表情が、ものすごく美しく見えた。

　この表情を写真にでも収めて選挙ポスターにしたら、男子の支持で生徒会長だって手に入るだろうな。

「大だい介すけ君、ありがとうございました」

　そして、そんな表情を保ったまま、笑顔でお礼を言うとか、反則だろ。

「えっ……あ、ああ……がさつな男が使って悪かったな」

　やばい、やばい……。変に意識してしまう……。

「大介、ちょっと、ぼうっとしすぎだよ！」

「ベッドの上の女子を変質者みたいに見つめるのやめなさいよ」

　女子二人から抗議の声があがった。いかん、切り替えないと、切り替えないと。

　なにせ、まだやらないといけない仕事が残っているんだ。

　むしろ、やっとスタートラインに立てたと言っていい。

　生徒会と正面からぶつかる。

「舞まい茨ばら蝶ちよう子こ、生徒会長、ワタシは許しませんからね」

　不敵に笑いながら、きりんは立ち上がる。

「龍使いの恐ろしさを見せてやります」

　すると、手の甲にうっすらと青い紋様のものが浮かび上がる。

　なんだ、これ？　ホログラムか何かか？

「この真しん宝ぽう学がく園えんは龍りゆう脈みやく──つまり、龍の回路が通っている場所です。そして、龍使いは自身の体を回路の一部にして、その力を使いますから」



    

  
    
      



    

  
    
      「思った以上にガチの魔女ね」

　あの縁えにしですら、どこか気味悪がっているところがあった。

「力を使うのは自由だけど、学校を壊さないようにしなさいよ」

「善処します。暴力は権力と違って、コントロールが難しいですからね」

　これは、あっさり勝てるんじゃないか？

　力の強さは素人の俺おれにはわからないが、きりんがとんでもない魔女なのは間違いないだろう。

　そこに携帯電話がかかってきた。

　このタイミングは、やっぱり小こ秋あきか。

『そうは、問屋が、卸おろさない』

「お前、俺の心を読む能力あるんじゃないのか？」

『お兄ちゃん──負けないよう、頑張れ』

　少し間を空けてのエール。

　その言葉のために、わざわざ電話してくれたんだな。ありがとう、マイシスター。

「ああ、負けないぞ、絶対に」

『それで、応援の意味をこめて、郵送させて、もらった』

「郵送？　何を？」

『タイトルは、「巨乳だ、爆乳だ、むしろスイカだ。無人島七日間」』

　明らかにえっちな本のタイトルです。

「それは応援じゃない！　攻撃だ！　積極的に俺をつぶしにかかるのはやめてくれ！」

『ああいう、本が、多いのは、胸のない、小秋への、あてつけ？』

「だから、深読みしすぎだ！　一切他意はない！」

『お兄ちゃん、大好き。あいらぶゆう』

「お前、絶対、そんなこと思ってないだろ！　後方から味方に銃撃されてる気分だ！」

『むしろ、ゆがんだ、愛？』

「そういう発言はやめろ」

　声に抑揚のない小秋が言うと、ストレートにギャグなのかわかりづらいので怖い。

『お兄ちゃん、大嫌い。あいへいちゅう』

「いや、憎まれても困るんだけど……」

『うそうそ、冗談』

「そうだよな……。いきなり、そんなこと言われるとびっくりする」

『お兄ちゃんが、どれだけ、えっちな本にしか興味なくても、かまわない』

「いや、そんなことしか考えてないわけじゃないぞ！」

『そうだね、少しは、家族のことも、考えてるね』

「なんか、えっちな本のほうを重視してるような発言はやめてくれ！」

『それじゃ、小こ秋あきか、巨乳系のえっちな本か、どっちかを選ぶと言われたら、どう答える？』

「どういうシチュだよ！　よくわからないけど、ちゃんとお前を選ぶから！」

『それじゃ、いつもの小秋と、巨乳の小秋がいたら──』

「そんな、イフ話いらないだろ！　小秋は小秋のままでいいだろ！」

『そう』

　どうやら、納得してくれたらしい。

『お兄ちゃん、大好き。あいらぶゆう』

　ああ、俺おれも小秋を愛してるよ。だから、もう少しだけ、待っててくれ。

「小秋ちゃんからの電話、終わった？　はあはあ、生徒会長様、はあはあ」

「ああ、終わった。どんどん呪のろいが悪化してるな……」

　そのうち、生徒会長に対して、放送禁止用語を使ったりしそうだ。

「あ、そうだ」「これこれ」「忘れ物」「頑張れ」「負けるな」「やればできる」「眠い」

　ご先祖様が大事な武器を渡してくれる。

　一本の槍やり。魔法槍という対魔女用のマジックウェポンだ。

　巫み女この血を引く竹たけ林ばやし家の武器。

　うん、俺も頭数として頑張らないとな。

「よし、生徒会に乗りこむぞ！」

　俺は槍を持ち上げてときの声をあげる。

「「「おー」」」

　三人の女子の声が保健室に重なった。



    

  
    
      ５話　鹿と蝶と魔法陣





　こんこん、こんこん。

　生徒会室をノックするが、返事はない。そもそも、気配がない。

「誰だれかいませんか？」

　カギはかかっていなかった。恐る恐る扉を開けるが、もぬけの殻。生徒会長も舞まい茨ばらもいない。ほかの面子めんつは言わずもがな。

「あら、カギの使いどころがあったよ」

　縁えにしが、床を指差して示す。

　テーブルの下にカギ穴がある。

　生徒会室に秘密の地下室。冗談みたいな話だ。だが、残念なことに冗談でもなんでもないんだよな。

　縁がカギを開け、床を持ち上げる。

　どこの秘密基地だよっていうような、地下への階段があった。

「どうしよう、私、ちょっとわくわくしてきちゃった」

「実は俺おれもだ」

「ワタシもです……」

「生徒会長様はあはあ」

　一人、反応がずれてるけど、わざわざツッコミは入れない。

「なあ、眞ま如じよ花かをここまで連れてきてよかったのか？　ご先祖様たちにあずかってもらうという手もあったんじゃ」

「前にも言ったけど、今の眞如花の魔法は相当強力なの。リスクがないとは言えないけど、ついてきてもらったほうがいい」

「ワタシも同感です。それに漆うるし原ばらさんを放っておくのも、それはそれで危険です。人前で魔法を使われたりすると、魔女であることがばれちゃいますし」

　表現は悪いけど、監視も兼ねて来てもらうしかないってことか。

「こういうのは、男が前に行かないといけないよな」

　一歩一歩、慎重に階段を下る。石造りの、遺跡みたいな階段だ。少なくとも、ここ最近できましたという感じじゃない。

「これ、絶対に学園長、知ってただろうな」

　でも、知ってても教えられないんだよな。だとしたら、少なくとも、学園そのものに不利益になる施設ではないってことか。

「甘い考え方をしてるなら、あらためたほうがいいよ。中立的な場所だからって、それがどう使われるかは別問題だから。明らかにアウトだろうとなんだろうと、学園長が関知しなければお咎とがめなし。あの人、基本的に生徒には甘いから」

「それも、そうか……」

　舞まい茨ばら蝶ちよう子こが「黒い狗いぬ」なのは間違いない。

　その時点で、向こうがごく普通の高校生という可能性はない。最悪、命の取り合いになるつもりで向かうしかない。あくまで、最悪の場合だけどな。

　幸い、襲撃を受けたりすることもなく、下のフロアまで来られた。

「なんだ、ここ……」

　降りた先は、石造りの細長い廊下だった。

　階段はちょうど、廊下の行き止まりにある。道の先にいくつか部屋もあるらしく、木の扉が見える。奥には、踊り場のように広くなったスペースもある。

　ところどころにランプが灯っているので、完全な闇やみというわけではないが、全体的に薄暗い。ＲＰＧのダンジョンを想像してもらえればいい。ほぼ、想像と同じものが目の前にある。

「本当に遺跡のようですね。生徒会め、黒魔術でもやるつもりなんでしょうか」

「きりん、まさにそのとおりかもな……」

　最低でも、舞茨は蝶を操る魔女なのだ。

　だとしたら、魔女の工房が用意されている可能性はある。

「薄暗くて、気味悪いよね」

　縁えにしも落ち着かない声を出す。できることなら、とっとと帰りたい場所だ。

「暗くて、なんだか、ほっとするね！　楽しくなってきたよ！」

「眞ま如じよ花か、ここは空気を読め！」

　これは、おそらく呪のろいのせいじゃなくて素だろう……。

「歌いたくなってきたんだけど──」

「絶対にダメだ！　地上に出るまで我慢しろ！」

　少し緊迫感が薄らいだが、フロアの探索を進めることにする。

　道は一方通行だし、廊下を歩くしかない。

　──と、扉の一つから灯りが漏れ出ていた。

「あの部屋は、とくに注意だね……」

　縁はすでに魔法を使う用意なのか、中腰で床に手をあてている。

「よし、大だい介すけ、見に行ってきて」

「えっ？　どうして、俺おれ!?　ちょっと無茶振りすぎない？」

　まさか、こんなところで縁えにしに白羽の矢を立てられるとは思わなかった。

「ダイジョブ。アナタナラヤレルトシンジテル」

「なんで、片言なんだよ！」

「どっちみち、大だい介すけしかいないんだって。私は迎撃の準備をしないといけないし、眞ま如じよ花かは重大な仕事を任せられる状態じゃないし、海かい龍りゆう寺じは何ができるのかよくわかんないし、なんかウザいし」

「ウザいのは余計です！　灰はい島じま縁、あなた、いつも本音トークしすぎです！　もうちょっと、オブラートに包んで下さい！」

「私、隠し事嫌いなの。海龍寺マジウザいマジうける」

「息をするようにディスらないで下さい！　将来、あなたが殺される小説で芥あくた川がわ賞しようとってやりますからね！」

「ケンカはやめてくれ！　気づかれる！」

　もしや、縁ときりんを相席させたのは失敗だったのだろうか……。能力的には二人いてくれるにこしたことはないんだが……。

「もし、敵が仕掛けてきたら、私の大地の魔法でガードするから。いい？　あくまで確認ね。無害そうなら、無視して。魔力は有限。これから何があるかわからないから、節約したほうがいい」

「ありがと。冷静な縁がいてくれて助かった」

　そう、こっちは敵の本拠地に来ているのだ。無む闇やみに動いて危険にさらされるのは得策じゃない。

　扉の隙すき間まから、中をのぞく。

　髪の長い人間が何かパソコンに向かって作業している。遠目で見ると、普通の事務作業のようだ。

　まさか、まともな生徒会の仕事も、ここでしているのか？　会長でも舞まい茨ばらでもないようだけど……。

「はあ……やっと、報告書ができた……。最近、上層部、人づかいが荒くないか……？」

　女が愚痴をこぼす。

　あれ、この声、どこかで聞いたことないか？

「前回しくじったのは事実だが、こんな事務作業ばかり……」

　あっ、これ──ナジャだ。

　前に縁の魂を盗み出した「黒い狗いぬ」の魔女。結果的に、眞如花と俺おれで持ち去られるのは阻止した。

　あのあと、どこかに逃げていったと思ったが、まさか、こんな近所に残っていたのか……。

「むっ……何か嫌な気配がする」

　ナジャが振り返った。まずい。ばれたか……？

　あわてて、呼吸を止め、気配をできるだけ殺す。

「あれ、気のせいか？　仕事のしすぎで疲れてるのか……？　はあ……夜からまた仕事か……」

　また、ナジャがパソコンに向き直る。よかった。なんとか、ばれずにすみそうだ。

　ひとまず、報告だな。何が最善か、俺おれにはよくわからないし。

　その時、おなかから妙な音が聞こえた。

　──ガチャリ。

　なんだ、このなつかしのカセットテープを動かした時のような音は……。

　そういえば、ご先祖様が新機能をつけたとか言ってたんだよな……。

　すると、おなかからこんなメッセージが流れた。



「五時です、五時です。良い子はおうちに帰りましょう。五時です、五時です。良い子はおうちに帰りましょう」



　ご先祖様、何やってるんですか！

　小さな親切大きなお世話というが、ここまで余計なお世話な機能も、そうそうないのではないだろうか……。



「私　悪い子だから、今日は帰りたくないの……。どうなってもいいよ……」



　何の話だよ！　教育に悪いわ！



「それと、これだけは覚えておいてほしい。世の中には帰るべき家がない人もたくさんいるのだということを」



　いきなり、社会派になられても説得力ないわ！



「ＰＳ　眞ま如じよ花かへ。今日の夕飯はカレーです。料理当番のご先祖様より」



　しかも、伝言係にされてる……。

　頼むから人間にありえない設定を付与するのやめてくれないかな……。

「わーい！　カレーだよ！　本場タイのグリーンカレーだよ！」

「眞ま如じよ花かも喜ぶな！　しかも、なんでそんな本格的なカレーなんだよ。家庭で作るものじゃないだろ！」

　もはや、やけくそだ。これで、ナジャが気づかないわけがない。

「えっ……絶対に聞こえないような幻聴が聞こえる……。やはり、パソコンのしすぎで体が疲れているのだろうか……。本部に頼んで有休もらえないかな……」

　ナジャが頭を押さえている。

　どうやら、非常識すぎて、侵入者がいると思えないらしい。

「いや、眞如花というと、あの能天気魔女……。まさか、奴らが？」

　さすがにばれたか……。これは戦闘になるしかないな……。

「大だい介すけ、魔法の準備するね！　……すべては偉大なる生徒会長様のために。生徒会長様のうなじ、はあはあ、こめかみ、はあはあ、爪つめの先、はあはあ」

　眞如花が帽子を整えて、詠唱をはじめようとする。

「やめとけ！　これ以上、洗脳が進むと危険だ！　フェチ度がどんどんマニアックになってる！」

「大介の言うとおり！　ここは一度様子を見て！　まだ深入りしてないし、場合によっては一時撤退も──」

「ワタシがやります！」

　きりんがドアを開けて踏みこんだ。

　また、きりんの手が青く発光し、紋様が浮かびあがる。ただ、さっき見た時よりはるかに青が濃い。

「土ど公こう神しんよ、龍りゆう脈みやくの堰せきを開放せよ。八はち大だい龍りゆう王おう、清浄にすべし、神聖鳥マハーマーユーリー・ヴィディヤーラージュニーの餌えさとするぞ──放流！」

　魔法の素養はないが、それでもその詠唱が破格であることぐらいはわかる。

　いろんな要素が、ミックスされている。ただ、おそらく、詠唱として最も効果のある配分になっているんだろう。

　詠唱終了と同じタイミングで、右手から、巨大な「何か」が発せられる。

　あるいは、それを龍と名づければいいのだろうか？

　幾何学文様の鱗うろこをもった半透明なヘビのようなものが、その手から伸び出てくる。

　そして、先端の口を大きく開き、ナジャを飲みこむ。

　次の瞬間には、ナジャは壁に打ちつけられていた。

「明日は、病休だな……がく……」

　意識を失ったのか、その場でぐったりと倒れる。

　おそらく、何があったのかわからないまま、やられたのだろう。

　圧倒的だ。これが龍使いの力か……。

「死んではいません。ただ、一日は動けないでしょう」

　きりんが得意な顔で言う。手も腰に当てて、どうだと言わんばかりだ。

「スカートのせいか、威力も上がったみたいですし。あそこまでキレイに決まるのは珍しいです」

「海かい龍りゆう寺じ」

　縁えにしが疲れたような顔で言う。

「どうです？　あなたでも、これだけの魔法は──」

「どうして、余計なことをしたの？」

　その声は、本当に冷たかった。

「あなた、攻撃するなんて言ってた？　連絡もなしに変なことしないで。今やってるのは真剣勝負なんだから。個人プレーがしたいなら帰れ」

「あっ……」

　きりんは言葉を失ってしまう。

「今の龍の魔法、あと何回使えるの？」

「おそらく、一回ぐらいですかね……」

「えっ……そんなに少ないのか？」

　魔女って、てっきり、もっと手当たり次第に魔法を使うイメージがあったんだが。銃弾が二発しか入ってないピストルを持っているようなものじゃないか。

「もちろん、魔女によっても違いはあるけど、今みたいな問答無用の魔法は、そう何度も使えるもんじゃないよ。だから、龍使いは秘密兵器として後方に控えているのが普通。前に出るのは、私みたいに汎はん用よう性は高い分、一発逆転の裏技も持ってないような人間が出るの」

　きりんは、うつむいてしまって動けない。

　つまり、縁の言葉が正論なのだ。

「私も協調性はないけど、あなたよりマシかもね」

「縁の言うことももっともだけど、敵はちゃんと倒せたんだし、そこまで言わなくても──」

「大だい介すけ、この二日間で海龍寺の友達から話しかけられたことある？」

　甘やかすな。

　縁の目はそう語っていた。

「……なかった」

　否定の言葉を俺おれは言えなかった。

　たしかに、きりんは協調性がない。

　きりんとして、二日過ごしたからそれがわかる。

　委員長としてのきりんに、何かを頼って話しかけてくる奴はいる。

　でも、友達としてきりんに話しかけてきた奴は誰だれもいなかった。

　縁えにしも似たところはあったが、一部のクラスメイトから慕われていた。きりんには、それもない。

「海かい龍りゆう寺じ、あなた、委員長やら生徒会長やらに興味があるっていうより、誰かと対等な立場でしゃべるのに慣れてないんじゃない？」

「縁、今はそういう話は──」

「今だからこそ、必要なの。中途半端な意識で来ないで。これは眞ま如じよ花かを助けるための戦いなんだから。相手は『黒い狗いぬ』。命懸けの戦いになるかもしれない」

　縁の目は単純な怒りじゃなく、もっと深い憤りで燃えていた。

「あなた、はぐれ龍使いでしょう。そういう感じで余計なことをして一族から追い出されたんじゃないの？　そうでなきゃ、いくらいい土地だからって龍使いがこっちに来ることはないから。力を持ってるのにコントロールできない連中っていうのは一番危なっかしいから──」

「ごめんなさい」

　きりんが、頭を深く、深く下げた。

「何もかも、灰はい島じま縁の言うとおりです。ワタシたちは龍使いの本流からあぶれた一族です。ワタシが生徒会長になれなかったのも当然かもしれませんね。友達がいなくてすみません……」

　こんなに、はっきりと謝罪するきりんの姿は想像もしてなかった。

　頭を下げるしかない。

　でも、頭を下げたからって何も解決しない。

　そういう悔しい瞬間ってあるよな。まさに、それが今のきりんなんだろう。俺おれも何度もそういう惨めな経験をしてきたからわかる。

　そんな俺にできるのは──

　俺は、きりんの手をつかむ。

「あっ、大だい介すけ君……」

　それが正しいのかわからなかったけれど、そのままにはしておけなかった。

「友達がいないなら、俺が友達になってやる。だから、気にするな」

「わたしも、わたしも～」

　眞如花もきりんの手をつかむ。

「俺たちには委員長の力がいるんだ。俺たちに力を貸してくれ」

　こういう時、反省することは大事だけど、それが落ちこむことになったら、ダメなんだ。俺たちは前を向いて進むしかない。

「ありがとうございます！　今、権力より大切なものを知った気がします！」

　その様子を見て、縁えにしもため息をつく。

　これはあまり怒ってない時のため息のはずだ。縁だって、ここで本気できりんとケンカするつもりはなかったはずだ。ただ、チームの結束のために一度はきついことを言わないといけなかったのだろう。

「ったく……。海かい龍りゆう寺じ、私も友達になったほうがいい？」

「いえ、灰はい島じま縁とは遠慮します」

「そこは折れなさいよ！　こっちも、言ってて恥ずかしいんだから！」

「あなたとは敵同士のほうがいいと思います」

　ちらっと、きりんが俺おれのほうを見た。

　あれ、何か、俺、関係ある？

「そうね……。共闘しようがない部分があるか……」

「残念ながら、ここはワタシが勝たせてもらうしかないですが」

「泣かすよ。変なこと言わないで」

　おいおいおい！　どこに新たな火種が!?

「でも、今はお互い頑張りましょう」

「そうね。争ってる場合じゃない」

　きりんと縁が微笑みを交わす。これで、和解成立だな。

「よし、生徒会をぶっつぶしに行くか！」

　幸か不幸か、決着の場はけっこうすぐにやってきた。

　そこから先は廊下の両側の部屋もしまっていて、人気もなかった。その終点に大広間ぐらいのスペースの空間がある。

　そこで、舞まい茨ばらとお面の生徒会長が待っていた。

「ここは、一般の生徒は立入禁止なんだがな」

「俺もできれば、早く帰りたいんだ。眞ま如じよ花かを元に戻してくれ」

「…………あの、いろいろとすみません……。でも、そういうわけにもいかなくて……」

　生徒会長はどうしていいかわからないという感じだ。これは黒幕は明らかに舞茨だよな。

「悪いけど、実力行使といかせてもらうぞ」

　魔法槍やりを持って、一歩踏み出そうとする──のを、縁に止められた。

「下ばっかり見て歩く人生もよくないけど、たまには足元も見たほうがいいよ」

「ん？　何の話だ？　────あっ！」

　床を見て、すぐに意味がわかった。

　禍々しい幾何学模様が石に刻みこまれている。

　半径五メートルはある、円の中にいくつも図形が入りこんでいる。

「いわゆる、魔法陣か、これ……」

「現代アートにしても、趣味が悪いよね。目的はわからないけど、踏まないほうがいいよ。最悪、魂が四散することもあるから」

「血の気の引く説明だな……」

　でも、その可能性がないなんてことはない。

　どう考えたって、この魔法陣は秘密裏に設置されている。

　そもそも、この広間のようなスペース自体が、この魔法陣のためにある。

「失礼な。そんな危ないものじゃない。たんなる貯蔵庫だ。魔力のな」

「魔力ってどういうことだ？」

「タダで魔法の威力が上がるほど、世の中は甘くない。おや、また来たな」

　その時、魔法陣が黄色く発光した。

　恐怖を覚えて、後ろに引いたが、何も反応はない。

「ああ、そういうことね。ったく、ケチくさい真似するんだから」

「こんな騙だまし討ち増税みたいなことを！　やっぱり、あなたたちは政権交代するべきです！」

「生徒会長様、生徒会長様、お面を外して下さい……ご尊顔を拝見させて下さい、はあはあ……」

　縁えにしときりんは、これが何かを理解したらしい。眞ま如じよ花かは状況が悪化しているっぽい……。

「なあ？　これは何なんだ？　俺おれにもわかるように説明してくれ！」

「つまり、こいつらは所得が倍増したとか言いながら、きっちり税金も貪むさぼっていたわけです！　総辞職して、生徒に是非を問いなさい！」

「たとえでしゃべるのやめてくれ！　わからん！」

「この魔法陣はスカートから漏れ出た魔力を吸収する貯蔵庫なんですよ！　魔法の力があがったと思って、魔法を使えば使うほど、ここに魔力がぽろぽろこぼれてくるってわけです！　まさに消費税！　今も学園の魔女の誰だれかが、魔法を使って、その一部がここに吸収されたんです！」

　きりんが、びしっと指で魔法陣を指す。

「え……スカートが変更されたのって……そういう意味が……」

　あのミニスカートには魔法の力を増幅させる。でも、増幅した一部は、ここに集められていたってことか……。

　舞まい茨ばらは自分のミニスカートを指差す。

「このスカートも一種の立体魔法陣だ。この地下の魔法陣と連結させるためには、どうしてもこの短さでないとダメだった。ちなみにスカートの裏地には特定の紋様が縫いこまれている」

「なかなか、小こ癪しやくなことを考えるじゃない……」

「でも、なんで魔力なんて集めるんだ……？」

　自問に対する自答はすぐに出た。

「ああ、『黒い狗いぬ』に必要ってことか……」

　連中は【魔女戦争】を行うつもりらしい。

　そのためには、魔力があるにこしたことはないだろう。戦争は物量の差が物を言う。敵が太刀打ちできないほどの資源を獲得すればその時点で勝負アリだ。

「ご名答。私たちは『黒い狗』に魔力を供給する。その見返りとして──」

「──一族の復権でもお願いしたってことかしら。しょぼい魔女によくある話ね」

　舞まい茨ばらが舌打ちした。どうやら図星だったらしい。

「何かお涙頂ちよう戴だいのエピソードがあるのかと思ったけど、とんだ三文オペラね」

　縁えにしがトゲのある声で言う。

「あ～、大だい介すけがおいてけぼり食ってるだろうから説明しとくね。魔女っていうのは、いたるところで小競り合いしている、救われない人種なの。そこの舞茨一族も、そういう暗い過去があるんじゃない？　とくに蝶使いなんて、中世ぐらいまで、絶賛忌み嫌われてたと思うし」

　縁は当然のことであるかのように、話を続けていく。正直、こっちはついていけてない。

「もう少し、ペースを落としてくれ。初心者にはまだつらい！」

「ああ、蝶って昔の日本では、死を招く不吉なものとして恐れられていたわけ。戦場で死体に群がったからという言い伝えもあるけど、とにかく愛でるべきものじゃなくて、気持ち悪い忌き避ひすべきものだったの」

　舞茨に向けられる目は冷ややかだ。

「そんなものを使う魔女がまともな扱いをされるわけないよね」

　舞茨も縁のほうをにらみつけていた。

　ただ、何も言い返さないということは、おおむね正解ということなんだろう。

「舞茨、『黒い狗』と取引するのはやめとけ。都合のいい間だけ利用されて、捨てられる……」

　だが、俺おれの言葉に反応したのは、舞茨じゃなく、

「…………黙って」

　生徒会長の猪いの上うえ涼りよう鹿かだった。

　その手が舞茨の肩に乗せられる。

「…………嫌われ者の魔女のわたしたちは、こうするしかない。そう、蝶ちよう子こは言った。わたしは蝶子を信じる」

　あの生徒会長とは思えない力強い声。

「…………漆うるし原ばらさん、見て」

　お面の表情が一瞬、何かどす黒いものに変化したように見えた。

　まさに呪のろいの仮面のように。

「はい、生徒会長様をいつまでも見つめさせていただき…………」

　眞ま如じよ花かは従順に、じっとそのお面に目を合わせる。

「眞如花、見ちゃダメ！」

　縁えにしが叫ぶ。

　だが、その警告は手遅れだったらしい……。

「すべては生徒会長様のために。すべては生徒会長様のために。すべては生徒会長様のためにすべては生徒会長様のためにすべては生徒会長様のために」

　壊れたラジカセみたいに、同じ言葉を繰り返す眞如花。その目もうつろに曇っている。洗脳が進みすぎている。

「生徒会長様の敵はわたしの敵、生徒会長様の敵はわたしの敵、生徒会長様の敵はわたしの敵！」

　こちらを向き直る眞如花の口は大きく開かれていた。

　そこから高速の詠唱がはじまる。

「射ぬ干ば玉たまの闇やみより深き冥めい府ふから授けられたる御み光ひかりで真実まことの声を響かせよ黒き祝詞のりとがその対価！」

　まずい。この詠唱はアレだ。

「かわせ、きりん、縁！　直撃したら焼け死ぬ！」

　言いながら、俺おれも必死に横っ飛びに避ける。

　俺たちのいたあとには、人間がまるまる入るような火の球がぶつけられていた。

　すぐに火が消えたのは、それが魔法によるものだからだろうか。こんな地下室で火事になったら、全員蒸し焼きになりかねない。

　あれ、保健室で使ってた魔法だ。俺が火傷やけどしたやつ。ただ、破壊力がその比じゃない。

「そのスカートは、魔力の漏出以外に、もう一つ機能がある。ご存じのとおり、涼りよう鹿かの洗脳を進める機能だ。まあ、調理前の下ごしらえといった感じかな」

　さっきまで縁を睨にらんでいた舞まい茨ばらも生徒会長の活躍にドヤ顔だ。人数的にも、眞如花が向こうについて、三対三か。でも、俺がほとんど頭数に入ってないからな……。

「魔性の目ね。あの顔にお面をしているわけがわかった。できるだけ、人と目を合わせないようにするためか」

　縁が苦々しく言った。

「『目で殺す』って言葉があるでしょ。この世界には眼力が強すぎて、他人の運命を左右するような奴がいるの。それが強すぎて人間の理性まで奪うのが、生徒会長の能力。もっとも、一目見ただけで洗脳するなんてことはさすがに無理だけど」

「だから、スカートの呪のろいで下準備したってことか」

「なるほど、生徒会長は魔性の女ということですか。スキャンダラスですね。これをネタにして、生徒会長の座から引きずりおろしてやります！」

　きりんは、まだポストに執着しているらしい。命あっての物だねだぞ！

「生徒会長様は偉大、生徒会長様はテストでいつも百点、生徒会長様は月であり太陽であり銀河！」

　眞ま如じよ花かはうつろな目のまま、火の球を撃ちまくってくる。あんなに消費して大丈夫なのかっていうぐらいの魔力の大盤振る舞いだ。

「洗脳されてるせいで、いつもはかかっているリミッターが解除されてる状態なの。あんまり無茶させると、体壊すよ」

「眞如花のことを気づかってくれてありがたいが、行動に移す余裕がない……」

「海かい龍りゆう寺じ！　もう一発龍を出して！　生徒会長を気絶でもさせないと埒らちが明かない！」

　あの龍なら、たしかに敵にも十分通用するはずだ。

「無理です」

「どうしてよ！　もしかして、さっきのこと、根に持ってるの？」

　きりんは恨めしそうに下を見た。

「この魔法陣のせいで、龍りゆう脈みやくが徹底的に乱れさせられているんです」

　きりんの手が青く光るが、それもすぐに途切れてしまう。

　ある種の魔力の断線が起こっているのだろう。

「こんな時に役立たずなんだから！　クラスメイトを守れないなら委員長やめちゃいなさい！」

「それなら、灰はい島じま縁えにしがやって下さいよ！　どうせ無理ですから！」

　縁は床に手をつけて──すぐに浮かした。

「うん。この魔法陣のせいか、全然力が出てこない……」

「ほら、ダメでしょう。このスペースで何かやろうと思っても、絶望的に無理です。漆うるし原ばらさんが魔法を使えるのも向こう側の陣営に行っているからでしょう」

「じゃあ、お手上げじゃないのか……」

　この魔法陣の広間で戦うのは絶望的だ。一度、退却するしかないか……。

「おっと、漆原さんを置いて逃げるなんてことは、まさかしないよなあ」

　魔法陣が発光し、その中央から蝶が生まれる。

　蝶が目視できるのは、この部屋が地下にあって薄暗いからか。

「これは蝶だが、毒どく蛾がより、よほど危ないからな。触れた途端、お前たちの体の自由は奪われる」

　これで出口もふさがれたってことか……。

「…………漆うるし原ばらさん、戦え、焼いて」

　そして、淡々と生徒会長は眞ま如じよ花かに命令を加える。

「生徒会長様、はあはあ！　タコ系焼きみたいなファイアーボール！　射ぬ干ば玉たまの──」

　また詠唱とともに眞如花の攻撃が来る。同じ魔法ばかり使ってくるのは、おそらく洗脳では複雑な命令ができないからだろう。だけど、こっちのピンチには何の変わりもない。

　こっちは応戦することもできない状態なのだ。

「涼りよう鹿か、いいよ！　このままやっちゃえ！　頑張れ！」

「…………やめて、蝶ちよう子こ。恥ずかしい…………」

　また生徒会長がお面の上に手を乗せる。いや、だから、見えてないって……。

「あれ、生徒会長様の力が少し弱く……。タコ系食べたいなあ、タコ系……」

　あれ、眞如花、ちょっと正気に戻りかけてないか？　いや、正気のほうもいろいろと問題ありっぽいけど。

　あっ、生徒会長の心理状態と連動しているのか。

「涼鹿、ダメだって！　ちゃんと集中して！」

「…………ごめん。漆原さん、火の球、火の球。火事ぼうぼう」

「生徒会長様の敵は焼く、焼く、焼く！」



    

  
    
      



    

  
    
      　また、洗脳が復活した！　やっぱり、生徒会長自身をどうにかしないと解決にはならないな。

　でも、今、生徒会長、恥ずかしいという理由で顔を隠そうとしたよな。

　つまり、あのお面には、呪のろいが広がらないようにするという以外の意味──恥ずかしいから顔を隠すという意味もあるんじゃないか。

　だとしたら、対処法がないこともないぞ。

　俺おれは魔法槍やりをかまえる。

「ムダだって！　魔法陣をどうにかしないと、それで攻撃しても効かない！　クッションで突っつくようなもんだよ」

　縁えにしが出来の悪い教え子に言うように、疲れた声を出す。

「それで十分だ！　むしろ、武器にならないほうが気楽にやれる！」

　幸いと言っていいかわからないが、洗脳眞ま如じよ花かはきりんと縁を狙ねらって、俺はノーマークだった。そりゃ、強そうなほうから攻撃するよな。

「…………わっ、男の人が来た。怖いよ」

　お面なので、どこまで怖がっているかよくわからないが、非常事態には気づいたらしい。

　それに呼応するように、すぐに背後から殺気が来た。

「生徒会長様、危ない！」

　これまでで最大級の火の球が飛んでくる。受けたら、焼死どころか消滅かもしれない。正直、勘弁だ。

　なにせ、これは眞如花からの借り物の体、ふらんけん君だからな。

　傷をつけて返すわけにはいかないだろ。

　なので、眞如花の作ってくれた機能で回避させてもらう。

　──ハイクオリティ・エクセレントスポーツモードを自動起動します。

　人間にはありえない加速で火から逃れる。それでも、間一髪だったな。危ない、危ない……。だけど、助かったことに感謝してる暇はない。

「どういうことだ！　魔法は使えないはずだぞ！」

　舞まい茨ばらがびっくりした声をあげる。ああ、そうか、俺も魔力で動いてることになるのかな。動いてから気づいた……。早とちりだったかもしれない……。

「ああ、それは漆うるし原ばら家のふらんけん君は、魔法じゃなくて、なかば科学だから」

　縁が解説役をつとめる。なるほど。たしかにこの機能は、ふらんけん君の中の人格が誰だれでも使用可能だ。その人間の素質とは関係がない。

　とにかく、俺は槍を持って生徒会長のまん前まで来た。

「…………い、命ばかりはお助け……」

　生徒会長は腰が引いている。構図としては、こっちが悪人だな……。

「ケガも何もさせないから、安心してくれ。命なんて取るつもりはない」

　取るのはこっちだ。

　槍やりの先端を生徒会長の耳もとに持っていく。

　それで、お面の紐ひもを引っかける。

「よいしょっと」

　左耳から紐をはずすのに成功。

　当然ながら、お面は右耳だけに引っかかって、宙ぶらりん。

　つまり、生徒会長の顔があらわになる。

「…………あっ、どうしよ……」

「あっ！　猪いの上うえ涼りよう鹿かの顔を確認しました！　衝撃的瞬間です！」

　その光景にきりんも声をあげる。

「うぅ……悔しいですが、噂うわさどおりの美少女です……」

　俺おれも同感だ。なんていうか、ルネサンスの聖母マリアの絵みたいな神々しい美しさがある。どことなく日本人離れしてるし、ヨーロッパ系の血も入っているのかもしれない。

　これは噂が噂を呼ぶのも仕方ないな。

「あれ、生徒会長様……生徒会長……生徒会長……おなかすいた……」

　眞ま如じよ花かの目に生気が宿りはじめている。よし、もう少しだ！　もっと、生徒会長を動揺させれば！

　けれど、お面以上に動揺させるって、いったい……。

　呆ぼう然ぜんとしている生徒会長を見る。そういえば、生徒会長も舞まい茨ばらもミニスカートだな。二人には洗脳のリスクがないだろうから、威力増強のためにはいてるのか。

「…………み、見られちゃってる、顔」

　生徒会長の顔が赤く染まっていく。顔を見られただけで、そこまで恥ずかしいんだな。それだったら……。

　すごく、どうしようもない作戦を思いついた。

　人間として、いろいろと終わってる作戦を。

　でも、迷ってる余裕はないんだ。勝たないと命にかかわるんだ──と自分に言い聞かせる。

「生徒会長、失礼します」

「…………何するの？」

　生徒会長のスカートをめくった。

　槍を持ってないほうの左手でがばっと勢いよく。完かん璧ぺきにめくった。へそが見えるんじゃないかというぐらいにめくった。

　あ、スカートも鹿しかの柄なんだ。そんなことは、どうでもいいか。

　お面をはずされるだけで、これだけ動揺するなら、普通の人間でも恥ずかしいことを経験すればどうにかなるんじゃないかという手法なのだが、どうだろうか……。

　生徒会長と目が合う。

「…………あっ、へ、へんたいさん……がくっ……」

　その場に膝ひざをついて、生徒会長は倒れた。

　恥ずかしすぎて気絶した！　ここまで効くとは思ってなかった！

「よし、クリティカルヒット！」

　魔法を使わずに魔女を倒したんだ。これは大殊勲ものだろう。

「大だい介すけ君、最悪です！　全女性の敵です！　第六天魔王です！　でも、猪いの上うえ涼りよう鹿かをやっつけたのはうれしいです！　ああ……二律背反な気持ちです！」

「うわ、サイテー……ほんとにサイテー……。魔法なしで魔女に勝つなんて真のヘンタイにしかできないよね……」

　褒められてるのか、ヘンタイ扱いされてるのか、はたまた褒められながらヘンタイ扱いされているのかわからないが、とにかくやるべきことはやったからな！

「あれ、わたし……タコ系料理を食べてたはず……」

　眞ま如じよ花か、記憶が戻ったんだな。でも、戻っているのが、かなり前の記憶だけど。

「大介、ここ、どこ？　暗黒魔法にはちょうどよさそうな空間だけど」

「生徒会室の地下だ。どうだ、戦えそうか？」

「すっごくしんどい……。なんでだろ……？」

　火の球ばかり撃ったせいだな。あれだけ使えば体力も消耗するだろう。

「ごめん。今は魔法使えなさそう…………」

　眞如花は壁に背中をあずけて座ると、

「すぅすぅ…………」

　そのまま眠りに落ちた。体を酷使したせいだ。ゆっくり休んでくれ、あとは俺おれたちでなんとかする。

　さあ、これで残りは舞まい茨ばらだけだ。

「舞茨蝶ちよう子こ、お縄につきなさい！　ギロチンは勘弁してやります！　せいぜい悔い改めて、改かい悛しゆん文学や転向文学でも書けばいいです！」

　けれど、まだ舞茨蝶子には、笑みを浮かべる余裕があった。

「どうやら、その必要はなさそうだ。どうせ、お前たちが魔法を使えないのは変わらないからな。蝶よ、出てこい」

　魔法陣がひときわ強く発光した。

　二十や三十ではきかない数の蝶が噴き出てくる。

「すでに十分すぎるほど、魔力は貯めている。徐々に放出するだけでも、お前らぐらい圧倒できる」

「やば……魔法が使えないと、あの蝶も排除できないんだけど……」

　縁えにしが顔を青くする。

　あれ……生徒会長を倒したのにピンチには変わりない……？

「それと、お前らの相手は蝶だけじゃないぞ」

　蝶とともに、魔法陣からどす黒い不気味な獣が姿をあらわす。

　こちらも一匹だけじゃなく、二匹、三匹と増え続ける。

　狗いぬ──「黒い狗」が使役する使い魔だ。

　低級の敵ではあるが、なにせ数が多い。まして、こちらが蝶に触れて動けなくなったら、その間に食いつかれて終わりだ。

「ちっ……たいした才能もない魔女のくせに……」

　縁が舌打ちをして、舞まい茨ばらを睨にらむ。そういえば、舞茨が使っているのは、今のところ、敵の動きを止める蝶だけだ。

「ああ、お前たちと比べると、私に才能はない。悲しいぐらいにな。私たちは落ちこぼれの魔女の一族だ」

　舞茨は魔法陣に目を落とす。

「──なのに、お前たちは何もできない。魔法陣さまさまだ。あと、それと『黒い狗』か」

　狗と蝶の数は増えていく一方だ。このまま物量につぶされるのか……。せめて、魔法陣を破壊できれば……。

　待てよ、魔法陣を破壊するだけなら……。

　俺おれは槍やりを持って、突き立てる。

　舞茨でも狗でもなく、足元の魔法陣に向かって。

　加速をつけて、石の床を削りにかかる。感覚としてはモップがけに近いかな。

「うん、どうにかならなくもないかな。いや、どうにかなってくれないと困るんだ！」

「お前、何をしている！」

　予想外の行動に舞茨も目を丸くしている。

「見てのとおりだよ。魔法陣をぶっ壊すんだよ！」

　もう、蝶が増えてきて近づくこともできない場所が広がっている。時間との勝負だ。

「バカか。そんな短時間で床の魔法陣を消せるわけがない。これは床に描かれているんじゃない。石に彫られているんだからな」

「でも、余計な線を一本足すなら、できるんじゃないか？」

　魔法陣が力を持つかどうかは、その形状の絶妙なバランスにかかっている。スカートの長さを短くした途端、それが呪のろわれた魔法陣になったように。

　それなら、形を崩してやればいい。

　いわば、モナリザの顔に余計なひげを一本つけるような感覚だ。

　──ガリリリリリッ！

　耳障りな床を引っかく音。

　そのあとには、石に一本の白い線が引かれていた。魔法陣の内部に。

　これで、どうにかなったか？

　いや、何の変化もない。蝶も狗いぬも出っ放しだし、魔法陣も光ったままだ。

「やっぱり、こんなんじゃ意味ないのかな……」

　土壇場で思いついた発想じゃ、何も変えられないのか。

「いや、考え方は悪くない！　いい感じ！」

　縁えにしからお褒めの言葉が来た。光栄なことこの上ない。

「でも、まだ彫りが弱くて干渉できてない。もっと、深く彫って！　それまでの時間稼ぎは──」

　縁は狗の一匹の足をつかむと、

「ええい！　スポーツは得意なんだから！」

　思い切り振り回して、まわりの狗に叩たたきつけた。

　落ち物パズルみたいにぶつかった狗同士が消滅した。

「魔法が使えないからって、何もできないわけじゃないんだから！」

「そうだな！　俺おれもやれるだけやってみる！」

　とことん石を引っかく。力を一点にこめる。一筆入魂の書初めの心境に近いかもな。

　そして、えぐるように槍やりが食いこむ手ごたえを感じた途端──

　魔法陣の発光が消えた。

　槍が二つの円の間に新しい溝のバイパスを作っていた。回路が変形したのだ。

　秩序が破れ、たんなる模様に変わってくれたらしい。

　ただ、喜んでいる余裕はなかった。

　俺のほうは、勢い余って、蝶の群れに突撃していた。

　結果、片足で立つという変な姿勢で機能停止してしまった。狗がそろそろと寄ってくる。大至急、舞まい茨ばらを倒してくれ！　食われる！

「大だい介すけ、やるじゃない！　これで魔法も使えるわ！」

　すぐさま、縁が手を床におろす。大地の魔女である縁流のスタイルだ。

「ちっ！　全軍灰はい島じまに向かえ！」

　すべての狗と蝶が縁に殺到する。すぐに魔法を使わないと手遅れになる！

「旋風で吹き飛ばしてやる！」

　正面から来た狗と蝶を、縁は爆ぜるような風で散らした。どうやら、魔女のレベルだけなら、縁のほうが舞茨より上らしい。

　けれど、背後にまわっていた連中まで相手することはできなかったらしい。

　残った蝶が、後ろから縁えにしに触れる。

「あっ、やば……」

　どことなく、不吉な縁の声。

「もう！　バックアタックとか卑ひ怯きようなんだから！」

「ふん、なんとでも言え。これで灰はい島じまも戦線離脱だな」

　眞ま如じよ花かは寝てるし、それじゃ、残るのは……。

　──きりんだけだ。

「どうやら、僅きん差さでこちらの勝ちになりそうだな」

　舞まい茨ばらは少しほっとした顔になる。

「舐なめないで下さい。あなたなんか、龍使いの力にかかれば……」

　きりんは、明滅する自分の手のひらを見て、顔をしかめた。

「魔法陣はオフになりましたが、龍りゆう脈みやくの乱れが完全には収まってませんね……」

「え！　しばらく魔法が使えないってことか!?」

「いえ、やれなくはないんですが……この射程じゃ届かない……」

　ちょうど、きりんと舞茨は魔法陣の円周上で向かい合っている。

　距離にして十メートルぐらいか。

「あんた、龍にもなれるんでしょ！　近づいて、がぶっとやっちゃいなさい！」

「それはできますけど、どちらにしろ、至近距離でないと魔力が足りません……でも、それには蝶が……」

　言うまでもなく、舞茨の前には蝶が密集している。空飛ぶ機雷みたいなもんだな。一回でも触れたらアウトだ。

「あんなの、ワタシの運動神経では、かわせないです……」

　きりんが暗い顔になる。

　クラスを率いる委員長には不似合いなぐらいの疲れた表情。

「漆うるし原ばらさん、灰島縁、大だい介すけ君、すみません。これはチェックメイトみたいです……。こんなに、生徒会を追いこんでくれたのに……」

「待て待て！　諦あきらめるの、早すぎるだろ！」

「無理だから無理と言っているんです……。ワタシは運動も苦手ですし、弾をかわすシューティングゲームもダメなんです。こんなのクリアできませんよ！　ただの委員長には荷が重すぎます！」

　あれ、きりんって、こんなに負け癖がついてたのか。

　ほとんど、きりんは涙目だ。いや、すでに泣いているかもしれない。

「ああ、神様が出てきて、このうっとうしい敵を吹き飛ばしてくれないでしょうか……神様、仏様、運命様……」

「祈ってる場合じゃないんだ！　きりん、お前がやってくれ！」

「だから、ワタシは運動が絶望的にダメなんですって！」

「それは間違いだ」

　きりんの目がきょとんとする。

　そっか、俺おれにとったら不思議なことでもなんでもないんだけどな。

「いいか、きりん。お前は運動神経がけっこういいんだ！　これぐらい、やれる！」

　魔法陣が壊れて、蝶も数は増えてない。

　隙すき間まを縫うことは不可能じゃないはずだ。

「どうして、わかったようなこと言うんですか！　ワタシのことはワタシが一番──」

「確かめたんだよ！　お前の体で！」

　一瞬できりんの顔が赤くなった。

「ど、どういう意味ですか！　ワタシの体で何をしたんですかっ！　しかも、こんな時に告白するなんて、どういう意味なんですか！　末期の懺ざん悔げですか！」

「何の話だ？　お前の体でマラソンした時にわかったんだよ！　きりん、お前は運動ができないと思いこんでるだけだ。走ろうと思えば、それなりに走れる！」

　これは精神論じゃない。確信できるぐらいのデータがあるんだ。

　だから、やってくれ。俺たちの委員長。

「わ、わ……わかりましたっ！　運を天に任せて！」

　きりんが両手を握り締め、

　──蝶の群れに突撃した。

　時にしゃがみながら、時に華麗にジャンプで。

　蝶のように舞い、蜂はちのように刺す。いや、「蝶を避け」の間違いか。

「ワタシはできる、できる、できる！」

　そして、ついに舞まい茨ばらの目の前にまでたどりつく。

「はあはあ、ゴールしました……」

「あっ、あっ…………まさか……」

　舞茨は信じられないものを見たという顔をしている。

　さあ、きりん、あとは勝利宣言だけだ。

「土ど公こう神しんよ、龍りゆう脈みやくの堰せきを開放せよ。八はち大だい龍りゆう王おう、清浄にすべし、神聖鳥マハーマーユーリー・ヴィディヤーラージュニーの餌えさとするぞ。その力を我に貸し与えよ。龍と成りて地を潤うるおさん──放流！　放流！　全開で放流！」

　きりんの体があの透明な龍に変化していく。

　時間にして、一秒か二秒。気づいた時には、巨大な龍がそこにいた。

「ぶりょくかくめい」

　龍がたどたどしい声で、そうつぶやき。

　舞まい茨ばらに頭からぶつかった。

　そこから先は交通事故防止の啓発ビデオみたいだった。

　廊下をふさぐ位置にいた舞茨は投げられたボールみたいに廊下の奥まで吹き飛んで、こすれながら、ようやく止まった。

　疲れたような声がするから無事ではあるみたいだが、戦う気力はないだろう。その証拠に蝶も消えている。狗いぬは残っているけど、龍を見て、がくがくふるえて、隅っこに集まっていた。こっちも戦意喪失らしい。

　変身したのが早かったなら、戻るのも早い。すぐにきりんは、元の姿に変わった。

「ふう……委員長としての義務は果たしましたね。続投決定です」

「ありがと、きりん、なんとか生き延びた」

「いえいえ、これも大だい介すけ君のお力添えのおかげです……だから……」

　きりんは、俺おれの前まで戻ってくると、両手で俺の手を握った。

　なんだか、政治家の握手みたいだな。でも、そんな軽口叩たたけないほど、きりんは緊張しているみたいだった。

「だ、大介君、ワタシは……大介君を…………」

「あ、ああ、何だ…………？」

　ところで、背後から動けるようになった縁えにしからと思しき強烈すぎる殺気があるんだが、これは何なんだ……？　まさか、きりんと最強の魔女を懸けて戦うつもりか？　そんなバトルロワイヤルな展開はごめんだぞ……。

「大介君を……副委員長に任命しますっ！」



    

  
    
      
エピローグ





「どう、大だい介すけ？　これで、ぱんつも見えないよ！」

　登校中、再び元の長さに戻ったスカートで、眞ま如じよ花かはくるくるとターンする。

「うん、見えそうで見えない。ぎりぎりで見えない。でも、やめとけ。眞如花なら、そのうち、失敗するから」

「あっ……まわりすぎて頭がふらふらする……」

「ほら見ろ。言わんこっちゃない」

「ははは～、どうして大介、そんなに回転してるの～？」

「絶対にお前のほうが回転してる。俺おれのせいにするな」

「それでも、地球はまわってる」

「なんか深い意味がありそうだけど、とくにないな！　眞如花がまわってるだけだからな！」

「う～、まわりすぎて昨日食べたタコ系が出てきそう……」

「やめてくれ！　とりあえず、俺のほうを向くな！」

　そして、こけた。

　しっかりぱんつ丸見え。

「次から、スパッツはいてからトライしような」

「うん…………」

　そんな調子でいつもの登校風景のようだが、少しだけ俺はびくびくしていた。

　生徒会がどういう反応を示すか謎なぞなんだよな……。

　できれば、あまり会いたくないと思ったら──校舎の中で思いっきり遭遇してしまった。

　お面の生徒会長、猪いの上うえ涼りよう鹿かと副会長、舞まい茨ばら蝶ちよう子こだ。

　気まずい……。

　それは向こうも同じのようで、どうしたものか……といった顔をしている。

　ここは陽気に「ちーす。今日も一日頑張ろうぜ！」とか言えばいいのだろうか。いや、向こうがのってこなかった場合、強烈に寒い。かといって、ケンカを売るのは危険すぎるしな……。無視するのもあとあと怖い気がするし……ああ、心の準備ができてない！



　だが、次の瞬間、信じられないことが起きた。



　生徒会長がお面をとって、

「…………ごめんなさい」

　と、頭を下げたのだ。

「えっ！　生徒会長がお面をとるなんて！　これ、夢かな……」

　眞ま如じよ花かは自分の頬ほおをつねっている。それぐらい、アンビリーバボーな光景らしい。

「我々の負けだ」

　観念したように舞まい茨ばらも頭を下げた。

「ずいぶんと迷惑をかけた。計画が失敗になったせいか、『黒い狗いぬ』も身を引いたらしい」

「ああ、これからは仲良くやろうぜ」

「そこまではわからんがな」

　そこは譲れないらしい。やっぱり、お堅い副会長だ。

「ただ、次に『黒い狗』が来た時は、学園の秩序のために連中と戦うつもりだ。部外者と手を組むべきじゃない」

「ああ、それだけで十分だ」

「黒い狗」と戦ってくれる魔女が一人でも増えてくれれば、俺おれが元に戻れる可能性も、【魔女戦争】の勃ぼつ発ぱつを防ぐことにもつながる。

「これで、君の体に関する情報があればよかったんだが、残念ながら我々も何も知らない」

　舞茨が少し申し訳なさそうな顔をする。いやいや、その気持ちだけで十分だ。

「まあ、そこはまさに俺の問題だし、俺でどうにかする」

　自分の体のことぐらい、自分で解決しないとな。幸い、家族のバックアップ？　もあるわけだし。

　しかし、それにしても──

　生徒会長、本当に美少女だな……。

　ついつい、目がそちらにいってしまう。

　これはお面をしていて正解だよな。洗脳される奴が絶対に出てくる……。

「なんだか、目が浮わついてる気がするな～」

　眞如花から疑惑の声がかかった。いかん、周囲にばれるレベルで目がいってしまっている……。

「あ、こんなところにいました！」

　背後から声がかかった。

　我らが委員長の海かい龍りゆう寺じきりんだ。

「ああ、おはよ──うわっ！」

　きりんが俺の腕を取る。

「さあ、仕事がたくさんありますよ、一緒に来て下さい！」

「おい、引っ張らなくていいって！　歩けるから！」

　そのまま、俺おれは引きずられていく。

「ところで仕事って何だ？　またトラブルがあったんじゃないだろうな……？」

「何言ってるんですか、あなたは副委員長なんですよ！」

　そう言えば、戦ったあとにそんなものに任命されたような……。

「ああ、生徒会長と副会長」

　きりんがライバルの二人に目をやる。

「次は正々堂々選挙で勝負しましょう」

　惚ほれ惚ぼれするような元気な笑顔で。

　ああ、きりんってこういう顔もできるんだな。

「ええ、望むところよ──」

「次は権謀術数のかぎりを尽くして、あらゆる手を使って、ワタシが当選します」

「今、正々堂々って言ったばかりなのに!?」

　つまり、きりんの中での「正々堂々」なんだろうな……。

「それでは、副委員長、行きますよ」

　再び、引きずられることになった。副委員長は確定なのか。

「ちょっと！　だいす……章しよう介すけをとらないで！」

　眞ま如じよ花かが後ろから、もう片方の腕を引っ張る。

「漆うるし原ばらさん、お仕事のためなんです！　手を離して下さい！」

「そんなの聞いてないよ！　章介、クラスに着くまでが登校なんだよ！　ねっ？」

　これ、両側から引っ張られると機能停止するとか、そんなことはないよな……。

　俺は一抹の不安を覚えながら、引っ張られていた。

　痛い……。

　こういう時、不幸というのはだいたい拡大するものだ。

　廊下の奥で縁えにしが何かたくらんだ顔で立っていた。

「あらあら、両手に花の登校でうらやましいな～。うらやましいな～」

「おい、何か顔がいかにもタチの悪いことを考えてるっぽいんだけど……」

「私も参加しよっかな～。でも、手はふさがってるし、ああ、首とかどうかな～。首とかいいんじゃないかな～」

「とってつけたような棒読みで危ない発言するな！」

　で、本当に頭をホールドされた。もう、無茶苦茶……。

「それじゃ、このまま教室まで行こっか」

「もう、勝手にしてくれ……」

　そんな感じで俺おれは連行された犯人みたいに歩いていった。

　大至急、元の体に戻してくれ……。



終わり



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、もしくは、こんばんは、森もり田た季き節せつでございます。

　入れ替わりコメディということで、今回も入れ替わっております。キャラの名前が偶然きりんだったため、きりんがクマさんになるという、わかりにくい日本語になっておりますが、ご容赦下さい。

　さて、この話自体は時間設定的に冬の割には、そこまで寒そうな感じはしないかもしれませんが、この話は寒風吹きすさぶ日本海側で作っておりました。雪が積もる時期は、街灯などの光りが雪に反射するためか、夜でも妙に明るくて幻想的な感じです。ただ、その分、クソ寒いです。

　そんな雪も溶けてきた三月の末に、なぜか嵐の日に日本海のそばをドライブしておりました。別に嵐の日本海を体感するとか、そういう命懸けなことをやろうとしたのではなく、偶然、嵐になってきただけですが（本当に風が強くて危険なのでやめましょう！）。

　波が風とともに岩場に容赦なく打ち付けて、「ああ、これが火曜サスペンス劇場の舞台なんだ……」と妙に感動しました。

　海のほうに少し突き出た小島の上などに登ると、すごく雰囲気があります。演歌を歌いたくなります。実際、日本海側はよく演歌の舞台にされているそうです。皆さんも免許を取得されたら、是非一度日本海側を走ってみて下さい。ある意味、和と昭和の空気を体感できると思います。

　なお、森田はペーパードライバーのため、嵐だったのに人の車に乗せてもらっていました。運転してくれた方、ご迷惑おかけしました。

　それでは、恒例の謝辞を。今回も美麗で華麗で流麗なイラストを描いて下さったMitha様、本当にありがとうございます！　毎回、クマとかお面とか人じゃないオプションを入れてすみません（笑）。

　編集の児こ玉だまさんにも今回も色々とご迷惑おかけいたしました＆ありがとうございました！

　そして、読んで下さった読者の方、ありがとうございました！

　それでは、またどこかでお会いいたしましょう。

二〇一二年　　四月　　　森田季節
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